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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。








『幻げん影えい機き兵へいファントム』キャスト表







■サクラバ・ハツネ………………夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひ

■ソフィア・ホワイト……………森もり香か織おり

■シャーロット・ルル……………澤さわ村むら美み咲さき

■デービッド・ダイアモンド……なかむらてつや

■エマ・クルックー………………大おお野の麻ま里り

■オリバ・Ａ・ブルー……………藤ふじ本もと大だい輔すけ

■メリア……………………………星ほし空ぞら見み上あげ

……………………………………………………

……………………………………………………

……………………………………………………

……………………………………………………

……………………………………………………

……………………………………………………

……………………………………………………

……………………………………………………

……………………………………………………

……………………………………………………

……………………………………………………

……………………………………………………

……………………………………………………

……………………………………………………

……………………………………………………

……………………………………………………

■シラユリ・メイ…………………歌うた種たねやすみ









[image: ]







[image: ]







　歌うた種たねやすみ、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひの声優活動を賭かけ、たくさんの人たちに迷めい惑わくを掛かけたあの事件──からしばらく経たち。

　歌うた種たねやすみこと佐さ藤とう由ゆ美み子こは、元通りの生活に戻もどりつつあった。

　今日の格好だって、以前のようにギャルのものだ。

　髪かみはゆるくふわっと巻き、化け粧しようはばっちり。つけまつ毛やイヤリングで華はなやかに。

　胸むな元もとを飾かざるハートのネックレスもお気に入りだ。

　制服は着き崩くずし、真冬でもスカートは短くしている。

「んふ」

　お店のガラスに映った自分を見て、思わず頰ほおを緩ゆるめる。

　昨日まで由ゆ美み子こは、制服をきっちり着た眼鏡三つ編み少女という、いかにも真面目な生徒といった風ふう体ていで学校に通っていた。

　いわゆる変装である。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひの裏営業事件の際に、ふたりの学校がバレてしまった。

　そのせいで、由ゆ美み子こたちの学校に押おしかける人が現れ、由ゆ美み子こたちは変装を余よ儀ぎなくされた。

　変装時の真面目っ子は、あれはあれで可か愛わいかったと思う。

　けれど、やはり一番のお気に入りは今の格好だ。

　自然と機き嫌げんもよくなる。

「ん。渡わた辺なべだ」

　横断歩道の前で信号待ちする夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひ──渡わた辺なべ千ち佳かが視界に入った。

　特とく徴ちよう的てきなのは、目が隠かくれるほどに長い前まえ髪がみ。

　そして、その奥おくに眠ねむる獰どう猛もうな目つきだ。

　小さな身体からだに制服をきちんと着き込こむ姿は、真面目で気の弱そうな少女に見えなくもない。

　しかし、実際は物もの凄すごく気き性しようが荒あらい。

　人のことを猿さるだなんだと煽あおってくるが、彼かの女じよの方がよっぽど獣けもののようだ、と由ゆ美み子こは思う。

「ん……」

　千ち佳かがこちらに気付き、ぱっちり目が合う。

　……わざわざ追いかけて挨あい拶さつするほどの仲ではないが、手くらい挙げた方がいいだろうか。

　少し悩なやんだあと、ぱっと手を挙げる。

　けれど、由ゆ美み子こが手を挙げるのと同時に、信号が変わって彼かの女じよが歩き出した。

「……………………」

　なんだろう。

　無む性しように負けた気がする。

　ゆるゆると手を下げてから、ゆったりとした速度で歩き出した。

　千ち佳かは少し前まで、金きん髪ぱつにミニスカート、ゴテゴテのメイクでギャルに扮ふんしていた。

　が、一足先に彼かの女じよは変装を解いている。

　曰いわく、『あんな格好、一日でも早くやめないとバカになる』とのこと。

『服装の乱れは心の乱れ、とは言うけれど、実感するわ。つい、何も考えてないような、軽けい率そつな発言をしそうになるもの。コレヤバカワイイマジマジマシマシー』

『理解の浅い呪じゆ文もんをドーモ。その割に、渡わた辺なべの性格は根暗なままじゃん。あれだけ明るい格好しててなんでまだ暗くなれんの？　深海生まれ、深海育ちだっけ？』

『そういうあなたは洞どう窟くつ出身？　服を着き崩くずすのも裸ら族ぞくの名残なごりだったりする？』

『深海育ちは目が悪いからやだわ。もう少しオシャレを理解する努力すれば？』

『脱ぬげばオシャレって感覚が裸ら族ぞくのトレンドなのよ。いっそ全ぜん裸らで学校来たら？』

『こいつ……。そんな明るい格好しててもセンスは暗いわけでしょ。それこそ見た目は心に影えい響きようしない、って証明だと思うけど』

『あらあら、証明なんてとっても難しい言葉、よく使えたわね。偉えらい偉えらい。真面目な格好している甲か斐いがあるんじゃない？　一生そのままでいればいいのに』

『あぁそうね、まだしばらくはこの格好でいるよ。あんたは根暗に戻もどれば気配を消せるけど、あたしはそれできないから。あれ？　渡わた辺なべどこいったの？　もう気配消した？』

『……出たわ。あなたのそういうところ、本当に嫌きらい』

　そんなやりとりも記き憶おくに新しい。

　ただ、おそらくだが、元の格好に戻もどっても問題はないように感じた。

　というのも、状じよう況きようが変わったのだ。

　声優活動を賭かけたあの日の模様は、動画サイトにぱかぱかあげられ、幅はば広ひろく認にん知ちされた。

　あんな賭かけに挑いどんだ理由は、ふたりが身バレしたため。

　その身バレの原因は、悪質なファン──ファン？　の清し水みずの暴走が原因。

　そのせいで由ゆ美み子こたちは、素の姿を晒さらすことになったわけだが、『ファンを騙だましていたこと』に関する謝罪は動画で真しん摯しに行っている。

　賭かけの理由。

　悪質なファン。

　ふたりの姿勢。

　それら様々な事こと柄がらが重なって、『声優のプライベートを脅おびやかすのはいかがなものか』という、いやそもそもそりゃそーだろ、という論がネットで起きたのである。

　そこから先は、ドロドロで不毛な戦争だ。

　あの事件後も学校前に出待ちする人は存在した。

　今度は、その出待ちを写真に撮とって晒さらす人が現れたのだ。

　出待ちの出待ちだ。

『こんな人がいるから、声優は普ふ通つうの生活すらできなくなる！　反省しろ！』と苦言を呈ていし、ネット上にあげ始めた。

　当然、その行こう為い自体が褒ほめられたものではないし、

「いやお前がやるのはいいのかよ」と物議を醸かもし、そのうえやりすぎた。

　本当の出待ちだけでなく、学校周りにいる『オタクっぽい人』も見つけ次し第だい、『この人も出待ちに違ちがいない！』と決めつけ、写真を撮とり始めたのだ。

　完全な冤えん罪ざい。暴走。

　とんでもない魔ま女じよ狩がりである。

『オタクっぽい』という理由でネットに晒さらされるなんて、あまりにひどい。

　そのねじ曲がった正義に対たい抗こうするためか、今度はその「出待ちを晒さらす人」を晒さらす人、まで現れた。

　出待ちの出待ちの出待ちだ。

　ここまでくれば、完全に沼ぬま。

　沼ぬまである。

　ただ、そのおかげで彼かれらは互たがいに互たがいを警けい戒かいし、学校の周りから姿を消し始めた。

　由ゆ美み子こたちは元の生活に戻もどることができたのだ。

　この世の地じ獄ごくみたいな闘とう争そうは由ゆ美み子こたちの手を離はなれ、勝手に外で暴れている。

　もちろん、歌うた種たねやすみや夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひがどちらかに肩かた入いれすれば、さらに争いの火種は大きくなるので、この話題はもうスルーである。

　今後も触ふれることはないだろう。

「あ」

　今度は、クラスメイトの木き村むらを見つけた。

　彼かれは背中を丸め、周りを警けい戒かいしながら歩いている。

　……木き村むらは同じ学校の生徒だというのに、『こいつは出待ちだ！』と晒さらされた、めちゃくちゃ可哀かわい想そうな被ひ害がい者しやだ。

　さすがにとばっちりすぎるので謝あやまっておいたけれど……。

　ただ、由ゆ美み子こたちは生活しやすくなった。

　自宅がバレた渡わた辺なべ家は引ひっ越こすようだが、転校は考え直したらしい。

　抱かかえていた問題も、一いつ旦たんは解決だ。

　と、なると。

　今度は元々の『声優としての問題』が浮ふ上じようしてくる。

　由ゆ美み子こはつい、スマホのカレンダーを起動していた。

「由ゆ美み子こ、おっはよーん」

「うひゃっ」

　後ろから突とつ然ぜん抱だき着つかれ、間ま抜ぬけな声が飛び出る。

　こんなことをする心当たりはひとりしかいない。

「……おはよ、若わか菜な。朝からテンション高いじゃん」

「んふふ。由ゆ美み子このその格好、久々に見たからさー。もう大だい丈じよう夫ぶなんだ？」

「んー。たぶんね。心配かけたねぇ」

「いやいや。よかったよかった」

　由ゆ美み子この言葉に嬉うれしそうに笑うと、首筋に顔を寄せてくる。

　クラスメイトの川かわ岸ぎし若わか菜なだ。

　彼かの女じよは楽しそうにくっついていたが、由ゆ美み子このスマホを見ると首を傾かしげた。

「どしたん、由ゆ美み子こ。カレンダーなんて見て。クリスマスならクラスで予定立てるって話になったじゃん？」

「クリスマスが待ち遠しいんだとしたら、あたし可か愛わいすぎでしょ。そうじゃなくて、今年も終わるなー……、って。……若わか菜な、ちょっと仕事の悩なやみ聞いてくれる？」

「いいぞい」

　小気味よく返事をして、若わか菜なは身体からだを離はなす。

　以前はできなかった仕事の話を、こうして聞いてもらえるのは嬉うれしい。

　由ゆ美み子こはスマホを眺ながめながら、頭をかしかしと搔かいた。

「あたしって、来年の四月で芸歴が四年目になんのよ。ほかの事務所も似たようなものだと思うんだけど、うちって三年目まではギャラが安いのね？」

「ほん？　新人だからってこと？」

「そうそう。新人のお試ためし期間だから、ぜひ使ってみてねっていう。でも、それも四年目からなくなっちゃうの。ギャラが高くなる」

「えー、いいことじゃん。お金いっぱいもらえるんでしょ？」

「それ以前に、使われにくくなんの。若わか菜なだって、安いから使ってた化け粧しよう品ひんが急に高くなったら、じゃあいいや、ってほかの化け粧しよう品ひん選ばない？」

「あー……、なるねえ……。でもわたし、お気に入りなら高くなっても使い続けるよ？」

　若わか菜なの気き遣づかいはありがたいが、思わず苦く笑しようする。

　現状、歌うた種たねやすみにそのような商品価値はない。

　ただ値段が高くなるだけだ。

「ふむ。じゃあ由ゆ美み子こはどうすればいいの？」

　難しい顔でふんふんと聞いていた若わか菜なが、素直に問いかけてくる。

　答えは簡単だ。

「が、頑がん張ばるしかない……」

「わぁーお……」

　若わか菜なが何とも言えない表情を作った。

　言ってしまえば、これはただの弱音だ。

　今までは別のことで手て一いつ杯ぱいだったが、それらが片付いたから改めて現実が顔を出しただけのこと。

「そういえば、渡わた辺なべちゃんはどうなの？　渡わた辺なべちゃんも来年から四年目？」

　若わか菜なが頰ほおに指を当て、首を傾かしげた。

『お生あい憎にく様さま。わたしは劇団に入っていたから、声優としての芸歴は二年目だけど、役者としての芸歴は四年目。わたしの方が先せん輩ぱいなの』

　薄うすい胸を張る千ち佳かを思おもい浮うかべる。

　だが、彼かの女じよがいくらそんなことを言っても、事務所は声優としての芸歴を参照するだろう。

　つまり。

「あー、あいつは来年三年目なんだよね。だから、まだ一年猶ゆう予よがあんの」

　この一年は、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひにとって踏ふん張ばりどころだ。

　以前の彼かの女じよなら問題なく四年目に突とつ入にゆうできただろうが、あの裏営業スキャンダルで彼かの女じよの人気はどん底まで落ちた。

　起用されにくくもなっているらしい。

　……ただ、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひならこの一年で巻き返す気もするのだ。

　アイドル声優として人気を博していたが、彼かの女じよの本質はそこではない。

　演技力、技術の高さが新人で群を抜ぬいているからこそ、あの地位に立っていたのだ。

　千ち佳かが自分と同じ位置まで堕おちてきたとき、由ゆ美み子こは薄うす暗ぐらく醜みにくい感情を抱いだいた。

『ようやくあたしの気持ちがわかった？』と。

　……もしくは、『わかってくれた？』とも。

　その考え自体が惨みじめだっていうのに、彼かの女じよだけがさっさと這はい上あがったら。

　自分は地べたに這はいつくばったまま、それを見上げていたら。

　こんなに情けない話はない。

「……うん。若わか菜な、あたし頑がん張ばるからさ。今日もオーディションあるんだよね。絶対役取ってくるから！」

　由ゆ美み子こが意い気き込ごんでみせると、若わか菜なはにこーっと笑った。







　今から受けるのは、少年漫まん画が原作のテレビアニメ、『炎ほのおの魔ま導どう士しユッケ』のオーディションだ。

　由ゆ美み子こが狙ねらうのは、明るくて元気な魔ま法ほう使つかい〝アリシア〟の役。

　通い慣れたスタジオの廊ろう下かを進む。

　すると、向こうから歩いてくる人物に目がいった。見覚えのある顔だ。

　肩かたまで伸のびたさらさらの髪かみに、可か愛わいらしくて小さな顔、華きや奢しやな体たい軀く。

　小こ柄がらだが瘦やせてはなく、女性らしい丸みに色香がある。

　特に、幼い顔立ちと小さな身体からだに反した、大きな胸がより魅み力りよくを際きわ立だたせていた。

　ブルークラウン所属、柚ゆ日び咲さきめくるだ。

「あっ」

「げっ」

　彼かの女じよはこちらに気付いた途と端たん、はっきりと嫌いやそうな顔をする。

　逆に由ゆ美み子こはぱぁっと顔を明るくさせ、彼かの女じよとの距きよ離りを一気に詰つめた。

「めくるちゃんめくるちゃんめくるちゃーん！　会いたかったよー！」

「やめろやめろ！　わたしに懐なつくな近付くな！」

　はっきりと警けい戒かいの色を出し、そばに寄る由ゆ美み子こに「とまれ！」とばかりに手を突つき出だしてくる。

　その態度に、由ゆ美み子こは唇くちびるを尖とがらせた。

「なぁに、めくるちゃん。随ずい分ぶん冷たいじゃん。そんな嫌きらわなくても」

「うるさい、めくるちゃん言うな。あんた勘かん違ちがいしてない？　わたしはあんたが嫌きらいなの。歌うた種たねも夕ゆう暮ぐれも許しちゃいないし、今だって怒おこってるんだからね」

「えぇ？　あのとき来てくれたのに？」
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「あれは……、あのときの話はいいでしょうが。忘れて。忘れろ」

　腕うでを組み、気まずそうにそっぽを向く。

　メディアに素の姿をさらけ出したせいで、由ゆ美み子こたちはめくるに蛇だ蝎かつのごとく嫌きらわれている。

　だが、声優活動を賭かけたあの日に、彼かの女じよはわざわざ駆かけつけてくれた。

　あのときのめくるを思い出し、思わず由ゆ美み子こはニマニマしてしまう。

　そんな由ゆ美み子こを苛いら立だった顔で見上げ、めくるは不ふ機き嫌げんそうに口を開いた。

「なに」

「や、めくるちゃんったら、本当にあたしのこと好きなんだなーって」

　めくるは最初、何を言われたかわからなかったようだ。目をぱちぱちさせている。

　しかし意味を理解すると、見る見るうちに顔を赤くした。

　慌あわてて辺りを見回し、苦虫を嚙かみ潰つぶした顔でこちらの胸むな倉ぐらを摑つかむ。

「ちょっと……！　大声でそういうこと言うな！　あ、あんたまさか、あのことだれかに言ってないでしょうね……!?」

　あのこと、というのは、実はめくるが声優大好きなオタクであることだ。

　その大好きには歌うた種たねやすみや夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひも含ふくまれており、お渡わたし会にウッキウッキしながら来るほど。

　しかし、それは絶対にバレたくない秘密。

　そこは由ゆ美み子こもわかっているし、借りもあるので言いい触ふらしたりはしない。

「言ってないって。言うつもりもないし、言ったところでだれも信じないでしょ」

　由ゆ美み子この言葉に、めくるはほっと胸を撫なで下おろす。

「ならいいわ。それなら今後、わたしにはもう関わらないで。よろしく」

　そう言って立ち去ろうとしたので、慌あわててめくるの肩かたに手を回した。

「ちょっとちょっと。そんな塩対応しなくてもいいじゃん？　あのときのお礼もしたいしさ、今度ご飯行こうよぉ。めくるちゃんはお酒飲んでもいいから」

「チャラい男かっつーの……、前も言ったけど、わたしはほかの声優と慣れあうつもりはないの。ご飯食べる相手も花はな火びがいれば十分。だから離はなせ」

「えー？」

　めくるは苦々しい表情で身体からだを離はなそうとする。

　うざったい、と言わんばかりだ。

　しかし、そう言う割にはあまり力が入っていない。

　顔を近付けると手で制するものの、引ひき剝はがそうとまではしなかった。

　それどころか、ギリギリで触ふれてすらいない。

　めくるちゃんって力弱い？

　見つめていると、彼かの女じよが必死で顔を背そむけているのがわかった。

　よく見ると耳まで真っ赤だ。

「あの、ちょっと、近い。近い、から。ほんとに、やめて。むり。このきょりは、だめ。むり。はなれてください……」

　ぼそぼそと呟つぶやき、何かに耐たえるような表情をしている。

　……え、チョロ。

　チョロすぎでしょこの人。

　完全にファンの顔になってる……、弱すぎない？

　もうちょっと押おせば、ご飯でも何でも行ってくれるんじゃないの？

「ねぇ、めくるちゃーん。ご飯行こうよー。仲良くしよ？」

「ひゃ、ひゃあっ！　耳元で囁ささやくの、本当にやめて！　ぐ、ぐぅ……、あんたもうちょっと自分の声の威い力りよくを自覚しなさいよ……！　無理ったら無理！　行かない！」

「『行くって言ったら行くっす！　わたし、めくるちゃんとご飯行きたいんすよぉ！』」

「あ────…………！　あ、あぁ、あぁもう！　唐とう突とつなキャラ声やめろっ……！　心臓が破は裂れつするぅ……！　これ以上、わたしの心をかき乱すな……！」

「ちなみに今の声、何のキャラかわかった？」

「『とらべる★ういんたーず』の雫しずく……」

「え、なんでわかるの。こわ」

「じ、自分から言って引くな！　やすやすは出演作が少ないから、選せん択たく肢しも限られてくるだけ！」

「ちょっと。急に辛つらい現実突つき付つけるのやめて。あたしの心臓も破は裂れつしそうになったわ」

　怯ひるんだ隙すきに、めくるはするりと由ゆ美み子この手から逃のがれる。

　しばらくは赤い顔で胸に手をやり、必死で息を整えていた。

　落ち着いたあとにガーっと怒おこり出す。

「本っ当に性た質ち悪い！　二度とすんな！」

　本気で怒おこっているめくるに、「もうしません」とばかりに手のひらを見せた。

　めくるは赤面したまま服を直していたが、やがて廊ろう下かの奥おくを指差す。

「ていうか、あんた今からオーディションでしょ。さっさと行く。わたしにかまうな。……歌うた種たねもユッケよね。何役で受けるの」

「え、アリシア」

「そ。わたしノーマ」

　彼かの女じよがちょっとだけほっとしたように見えた。

　オーディションは、ひとつの役をたくさんの声優で取り合う。

　全員が競争相手だ。

　競争相手に余計な感情を持つ必要はないが、知り合いはどうしても気まずい。

　めくるが「歌うた種たねやすみと役を取り合うのは嫌いやだな」と思っているのは、ちょっと嬉うれしかった。

　めくるはそのまま、挨あい拶さつもなしに立ち去ろうとする。

　慌あわてて、その背中に呼よび掛かけた。

「あ、めくるちゃん！　あのときは本当にありがとう！　来てくれてすっごく嬉うれしかった！」

　彼かの女じよはちらりとこちらを見たが、黙だまって前に向き直る。

　背中からは逡しゆん巡じゆんが感じ取れたが、最後には小さく手を挙げてくれた。

　それを隠かくすように、速足で歩いていく。

　かわいい先せん輩ぱいだなぁ、とその背中を見送った。

「柚ゆ日び咲さきさんもユッケのオーディションだったのね」

「ひゃっ！」

　背後から急に声を掛かけられ、びくっと身体からだが跳はねた。

　しかもそれがほとんど耳元、加えて囁ささやき声ごえなのだから堪たまらない。

　慌あわてて距きよ離りを取ると、そこには千ち佳かが立っていた。

　訝いぶかしげな視線をこちらに向けている。

「なによ。そんなに驚おどろかなくても」

「いや、びっくりするわ！　渡わた辺なべ、気配消すの上手すぎるでしょ……。もう忍にん者じやじゃん」

　驚おどろいたのは彼かの女じよの声あってこそだが、それにしたって存在に全く気付かなかった。

　由ゆ美み子こが恨うらみがましい目で見ると、千ち佳かはむっとする。

「あなたが柚ゆ日び咲さきさんに変な絡からみ方をしていたせいでしょう。随ずい分ぶんとはしゃいでいたけれど」

「なに、見てたの？　いつからいたのよ、あんた」

「佐さ藤とうがアバババー、オボボボボォー、って言い始めたときから」

「あたしは妖よう怪かいか！　あんたの目ってそう見えてんの？　深海育ちってみんなそう？」

「あぁ、人は理解できないものに恐きよう怖ふを覚えるから。無む暗やみに人にベタベタする人間を見て、『え、なにあの人こわ……』って思ったのが妖よう怪かいの発はつ祥しようかもしれないわね」

「ふうん？　じゃああんたも妖よう怪かいかもね。部屋の隅すみっこでブツブツ文句を言ってる人間も怖こわいから。人の闇やみ食って生きる系の妖よう怪かいでしょ。妖よう怪かい〝隅すみっこでブツブツ〟」

「妖よう怪かい〝人にベタベタ〟」

「こいつ……、ていうか、最初から見てたわけじゃないでしょうね」

「そんなことないわ。佐さ藤とうがめくるちゃーんって気安く声を掛かけたあたりから」

「最初からじゃん！　あんたずっと見てたの!?」

　悲鳴じみた声が上がる。

　すると、千ち佳かは鼻を鳴らして呆あきれたような顔を作った。

「なにその浮うわ気き現場を見られたー、みたいな反応。人様に見られて困ることなら、しなきゃいいでしょうに。確かにあなた、ベタベタと嬉うれしそうだったものね」

「いや、単にその間、渡わた辺なべがここでじっとしてたのが哀あわれで。『早くどっか行ってくれないかなー、そこにいたら帰れない……』っておろおろしてたんでしょ」

「う」

　由ゆ美み子この指し摘てきに、千ち佳かの動きが止まる。

　思わず、由ゆ美み子こはため息を漏もらした。

「お姉ちゃんさぁ……、お世話になった先せん輩ぱいなんだから、避さけてないで声掛かけなよ。しかも話してる相手があたしなんだから。どういう気持ちでここにいたわけ？」

「う、うるさいわね！　そうしようとしたわよ！　でも、あなたがあまりにも陽の空気をまき散らすから、出て行こうにも行けなかったんじゃない」

「あぁ……」

　確かに、先ほど由ゆ美み子こが行ったような距きよ離りの詰つめ方は、千ち佳かが最も苦手とする空気だろう。あのノリについていけるキャラではない。

　ただ、それを見て隠かくれる、というのはあまりに哀あわれだ。

「渡わた辺なべ、事務所でめくるちゃんと会ったりしないの？　そのときにちゃんとお礼言った？　ありがとう、って言うのは大事なことなんだよ？」

「こ、子こ供ども扱あつかいしないで頂ちよう戴だい……、ちゃんと言ったわよ。『あの……、あのときはありがとうございました……』って言ったら、『あ、あぁ、うん……』って返事してくれたわ」

「渡わた辺なべさん、気まずいって感覚知ってる？」

　想像に容易たやすい。

　きっと千ち佳かはおそるおそる話しかけ、めくるもおずおずと返したのだろう。

「なるさんも大変だなぁ……。いろいろとフォローさせられてそう……」

「ちょっと。マネージャーは関係ないでしょうに。なに？　あなたのマウントはついに外部の人にまで及およぶようになったの？　あぁ品がない。まるで意地悪な姑しゆうとめね」

「だれが姑しゆうとめだ。あぁ、まぁね。あんたの将来の姑しゆうとめさんは可哀かわい想そうだけど」

「は？　今度は未来へのマウント？　多た岐きにわたるじゃない。あなたはそうやって、将来の息むす子このお嫁よめさんにもマウント取り続けて嫌きらわれて、寂さびしい老後を過ごせばいいわ」

「へぇ、あんたから寂さびしい老後なんて言葉が出てくるなんてね。今の自じ虐ぎやく？　今までで一番笑えたわ。腹抱かかえそう」

「あなたね……。言っておくけれど！　わたしは成なる瀬せさんに人間関係で注意されたことはないし、最低限はきちんとしているから」

「さっきの根暗式待機と気まずさ全開挨あい拶さつの話聞いて信用しろって？　なるさんも呆あきれて言えないだけでしょ。猫ねこに料理教えようとは思わないし。あぁ渡わた辺なべって料理もできないけど」

「出た出た。お得意のマウントが出たわ。あなたはすぐそうやって……」

　そんな不毛なやりとりを何度か続け、

「はて、なぜこんな話になったのか」と冷静になる。

　元々はめくるの話だったはずだ。

　千ち佳かがめくるに上う手まくアクションを取ってないなら、尚なおのこと考えないといけない。

「……めくるちゃんにはきちんとお礼しないと。なんか考えておこう」

「えぇそうね、わたしもそれに賛成だわ。一口乗らせてもらうわね」

「露ろ骨こつに便乗するんじゃないよ……、いいけどさ……。それより」

　千ち佳かを見下ろす。

　奥おくから出てきたということは、彼かの女じよもオーディション参加者なのだろう。

　オーディション会場で鉢はち合あわせしたのは初めてだ。

　気になるのは、彼かの女じよが何役で受けたのか。

　ぴりっとした空気を感じ取ったのか、千ち佳かの目が細められる。

「……渡わた辺なべ。あんた、何役で受けたの。あたしはアリシア」

　由ゆ美み子この言葉に、千ち佳かの目が少し見開く。

　その反応だけで十分だ。

　舌打ちするのを堪こらえてそっと口を開く。

「あんたもか」

「えぇ。もう受けてきた。自分で言うのもなんだけど、会心の出来だったわ」

　彼かの女じよは試ためすような目つきでそんなことを言う。

　ぱちり、と心の中で火花が散った。

　競争相手が夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひだなんて！　と嘆なげく気持ちはあったが、それ以上に闘とう志しが湧わき上あがる。あっという間に火が付き、めらめらと燃え上がった。

　上等だ。絶対に負けない。負けたくない。

　そんな想おもいが手に力を込こめる。

　それは千ち佳かも同じなのか、凶きよう悪あくな目つきが鋭するどくなった。

「あの役はわたしがやる。佐さ藤とうには渡わたさないわ。絶対に取ってみせる」

「あたしだって同じ気持ちだよ。絶対に負けない。受かったら、あんたに台本を見せつけてやるわ」

　言い合いながら不敵な笑えみを浮うかべる。

　そこから先は言葉を交かわさず、互たがいに違ちがう方向へ歩き出す。

　絶対に役を取る。取ってみせる。

　こう思うのは癪しやくだが、千ち佳かと会ってよかった。気力の充じゆう実じつを感じる。

　よっし、受かるぞ！

　…………………………………………。

　と、格好つけたにも関わらず、見事にふたりとも落ちたというオチ。







　あー、これはダメだー！

　手応えがない！　びっくりするほど！　受かる気配が欠片かけらもないよー！

　思わず心の中で大おお騒さわぎする。

　台本を握にぎる手は力なく、だれも見ていなかったらガックリと肩かたを落とすところだ。

　ブースの中から調整室を盗ぬすみ見みるが、全くもって響ひびいていない。

　どうやら彼かれらの求める演技には程ほど遠とおいようで、手応えのなさを覚えるばかり。

　よく、『受かった！　と思った役には落ちて、これは落ちたなぁ……、と思った役に受かった』……、なんて話は耳にするが、そんなレベルではない。

　絶対に落ちている！

　と確信できるのが悲しかった。

　あとは音おん響きよう監かん督とくから、「ありがとうございました」とそっけなく言われれば、このオーディションは終しゆう了りようだ。

　音おん響きよう監かん督とくは無表情のまま、台本を眺ながめていた。

　彼かれの姿は一度だけ見たことがある。

　杉すぎ下した音おん響きよう監かん督とく。

『夕ゆう陽ひとやすみのコーコーセーラジオ！』出張版のときに、『幻げん影えい機き兵へいファントム』の音おん響きよう監かん督とくとして、由ゆ美み子こたちの元へ駆かけつけてくれた人だ。

　長ちよう身しん瘦そう軀くの落ち着いた雰ふん囲い気きの男性で、丸い眼鏡が洒しや落れている。年ねん齢れいは四十代後半といったところだろうか。下は黒のスラックス、上はグレーのセーターを着き込こんでいた。

　彼かれが担になう現場はこだわりが強い、と話に聞くが、どうやらそれを感じることはできないらしい……。

「すみません、歌うた種たねさん。よろしいですか」

「え、あ、は、はい？」

　物思いに耽ふけっていたので、突とつ然ぜん、彼かれがブースの扉とびらを開けたことに驚おどろく。

　戸と惑まどっていると、彼かれは別の台本を手て渡わたしてきた。

「すみません。この〝サーコ〟という役をやってもらってもいいですか」

「え？」

　返事も待たずに、杉すぎ下したはさっさと引ひっ込こんでしまう。

　台本をめくってセリフを見るが、さらに困こん惑わくが強くなった。

　サーコは、主人公たちと敵対しているキャラクターだ。

　汚きたない手をいくらでも使う、卑ひ怯きようが信条の根っからの悪役である。

　こんな役、やったことがない。

『では、四ページからお願いします』

　スピーカーから指示が飛んでくる。

　有う無むを言わさず、といった感じだ。

　歌うた種たねやすみが演じてきたキャラクターは、可か愛わいらしいキャラやツンデレっぽいキャラ、能天気なキャラ……、といったものが多く、悪役や暗いキャラはオーディションを受けたことすらない。

　ま、まぁ、やれと言われればやるけれど……。

「…………。〝おいおい、だから何だってんだよ。罠わなにかけたアタシがわりーのか？　ちげぇーだろ？　罠わなにかかるお前がわりぃーんだろうが！　人に責任押おし付つけてんじゃねーぞ、クソ雑ざ魚こ野や郎ろうがよォっ！〟」

『……はい。では、次のページの……』

　といった具合に、練習もしていないキャラを延々と演じた。

　そして、〝アリシア〟〝サーコ〟、結局どちらも落ちた。

　なんだったんだ。







　それから数すう日じつ経たった、週末の夜。

　由ゆ美み子このマネージャーである加か賀が崎さきから、事務所に呼び出しを受けた。

　以前のこともあり、「あたし何かやった……？」と不安になったが、単にオーディションの話らしい。

　台本を渡わたすし、直接話したいこともあるから来てくれ、とのこと。

　だれもいない会議室で待つこと数分。

「おー、由ゆ美み子こ。ごめんな、こんな時間にわざわざ来てもらって」

　両手にコーヒー、脇わきに資料を抱かかえた格好いい女性──加か賀が崎さきりんごが現れた。

　普ふ段だんはパリッとしたブラウス、皺しわひとつないスラックス、高そうなジャケットを羽織り、綺き麗れいなメイクの加か賀が崎さきだが、今日はどれも今一つ精せい彩さいを欠いている。

「いやぁ、もう。年末進行で忙いそがしくて忙いそがしくて。参るよ、本当」

　いつもパワフルな彼かの女じよには珍めずらしく、くたびれた様子だ。

　この業界にも正月休みはあり、そのせいで仕事はすべて前まえ倒だおしされる。

　声優はもちろん、周りの人たちも仕事が立たて込こんでいるのだ。

　加か賀が崎さきだからこの程度で済んでいるが、事務所のほかの人たちは皆みな、死し屍し累るい々るいとしていた。

「お疲つかれ様さま。もうちょっと頑がん張ばったら正月休みだよ、加か賀が崎さきさん」

「こんなに忙いそがしくなるなら、りんごちゃん正月いらない」

　その物言いに苦く笑しようする。たぶん、本音なんだろう。

　加か賀が崎さきは温かいコーヒーをテーブルに置き、由ゆ美み子この向かいに腰こしかける。

　資料を眺ながめながら口を開いた。

「えーとだな。今日呼び出したのは、由ゆ美み子こにオーディションを受けてほしい、とオファーがあったからなんだ」

「はあ。珍めずらしい」

　気の抜ぬけた声が出てしまう。やったー、と喜べる内容でもなかった。

　オーディションのオファーはそれほど珍めずらしくないからだ。

『出演をオファーするほど確信は持てないので、一度演技を聞いてから判断したい』と思うのは当然で、『試ためしに聴きいてみたい』くらいでもオファーは来る。

　とはいえ、『プラスチックガールズ』をやっていた頃ころはちらほらとあったものの、ここ最近はさっぱりだった。

「どういう役なの？　なんていう作品？」

　マリーゴールドっぽい演技が求められているのかな、と思って尋たずねるが、加か賀が崎さきはすぐには答えてくれなかった。

　資料を見たまま、何やら微び妙みような表情を浮うかべている。

「加か賀が崎さきさん？」

　再び問いかけると、彼かの女じよは観念したように資料をテーブルの上に広げた。

「……オファーがあったのは、『幻げん影えい機き兵へいファントム』のシラユリ・メイ役。主人公のサクラバ・ハツネの宿敵として立ちはだかる。山場の重要なキャラらしい」

「……は？」

　あまりにも現実感のない言葉に、素すっ頓とん狂きような声が漏もれる。

　そのままゆるゆると資料を手に取った。

　自然と口から疑問がこぼれる。

「な、なんで？　『幻げん影えい機き兵へいファントム』って……、神かみ代しろアニメって、予算がいっぱいあるから、いつもベテランや演技派ばっかりじゃん」

　神かみ代しろ監かん督とくが手て掛がける作品は、重じゆう厚こうな世界観とこだわり抜ぬかれたメカ、ロボットが登場することが多い。

　ファンからは神かみ代しろアニメと呼ばれ、高い人気を博している。

　声優陣じんも豪ごう華かなため、普ふ通つうは新人声優が出る幕などない。

　だからこそ、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひの主演が発表されたときに「なぜ」という言葉があがったのだ。

　そんなすごい作品のオーディションのオファーがあった。

　それは、喜ぶよりも疑問が先に立つ。

　たとえば。

「……加か賀が崎さきさん、何かやった？」

　加か賀が崎さきりんごはチョコブラウニー屈くつ指しの敏びん腕わんマネージャーだ。

　彼かの女じよならコネで何とかしてしまえるのではないか。

　しかし、彼かの女じよは肩かたを竦すくめて答える。

「いいや、何も。あたしにもなんでオファーが来たかわからん。正直なことを言えば、夕ゆう暮ぐれや神かみ代しろ監かん督とくが気を回したのかと思ったんだが……、あの監かん督とくは融ゆう通ずうが利きかないことで有名だしな。夕ゆう暮ぐれがそんなことをしないのは、お前がよく知っているだろう」

「………………」

　黙だまって頷うなずく。

　最も現実的なラインだが、一番ありえないように感じた。

「聞いたところによると、どうもこのシラユリ・メイ役はキャスティングがだいぶ難航しているそうだ。もう一回オーディションをする、ってなったところで、杉すぎ下した音おん響きよう監かん督とくが由ゆ美み子こを指名したらしい」

「音おん響きよう監かん督とくが？　……あ」

　もしかして、以前のあれだろうか。

　ユッケのオーディションで違ちがう役を延々とやらされた、あのとき。

　そのことを話すと、加か賀が崎さきは顎あごに指を添そえて頷うなずく。

「なるほどな。普ふ段だん、由ゆ美み子こがやらない役だから、余計になぜだろう、と思っていたんだが……。そういうことだったのか」

　言われて、資料に目を落とす。

　シラユリ・メイは主人公サクラバと、パイロット養成学校での同級生。

　シラユリはサクラバをライバル視し、追いつくために必死で努力を続けていた。

　だが卒業式で、サクラバはシラユリをほとんど認にん識しきしてなかったことが判明する。

　サクラバに狂きよう気きじみた執しゆう着ちやく心しんを持ったシラユリは、敵側であるレジスタンス軍に入り、サクラバの前に立ちはだかる。

　サクラバを倒たおすために脳や身体からだを改造しているため、言動や性格が不安定……、といったキャラクター……、のようだが……。

「……いやいや！　あたし、こんな役やったことないよ!?」

　オファーなのだから、歌うた種たねやすみらしい明るめの役だと思ったのに。

　困り顔になる由ゆ美み子ことは逆に、加か賀が崎さきは嬉き々きとしていた。

　声も弾はずんでいる。

「いや、由ゆ美み子こはこういう敵てき役やくの方が合ってるよ。本当はあたしもこんな役を受けさせたかった。ありがたいオファーだよ、これは」

「え、え？　いや、でも加か賀が崎さきさん。あたしが受けるのっていつも……」

「うん。ヒロイン、って感じの役が多いよな。社長の方針でなぁ、新人にはアイドル声優らしい仕事をさせるように、って言われてるんだ。自然、受ける役も偏かたよる。何度か打だ診しんしてたんだが、しばらくはダメって言われ続けてな。オファーも来たし、社長に訊きいたら『もういいよ』って言われた」

　わはは、と加か賀が崎さきは笑う。

　……いや、それ笑い事だろうか……？

　確かにアイドル声優らしい仕事はもう無理だけど、それ見放されてない……？

　そんな不安を振ふり切きり、由ゆ美み子こは資料に視線を戻もどす。

　台本を手に取ってセリフを確かく認にんした。

「これはいっぱい練習しないと……、ええと、加か賀が崎さきさん。オーディションっていつ？」

「明日」

「あ、明日ぁ!?」

「朝あさ十じゆう」

「朝あさ十じゆうぅ!?」

　明日の朝十時から。

　練習時間なんてほとんどない。

　声優の予定が突とつ然ぜん埋うまるなんてよくあることだが、それにしたって急すぎやしないか。

　だらだらと心の冷ひや汗あせをかいていると、加か賀が崎さきはすまなそうに口を開く。

「先方もバタついてるみたいでな……。資料が届いたのも今日なんだ。だから、わざわざ事務所まで来てもらった」

　現場が忙いそがしいのはどこも同じだろうけど……。

　それにしたって、明日、明日とは……。

　台本とにらめっこしていると、加か賀が崎さきは静かに笑った。

「こういう言い方はよくないんだが、そんなに気張るな。なんたって、神かみ代しろアニメだぞ。たくさんのベテランが万ばん全ぜんの準備をして落ちるアニメだ。記念受験のつもりで行ってこい」

「そ、そうだよね。あぁうん、確かにそうだ」

　高難易度のオーディションに、これだけの悪条件が揃そろえば諦あきらめもつく。

　もちろん練習はするが、寝ね不ぶ足そくでの体調不良や寝ね坊ぼうに気を付けよう。

　そんなふうに思っていたのに。

　歌うた種たねやすみは、あっさりと合格した。
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「……おはよう」

「お、は、よう……」

　かろうじて返事はしたものの、由ゆ美み子こは驚おどろきのあまり硬こう直ちよくする。

　下げ駄た箱ばこで上うわ靴ぐつを取り出したときだった。

　突とつ然ぜん、朝の挨あい拶さつをされたのだ。

　渡わた辺なべ千ち佳かに。

　さすがに仕事では、何度か挨あい拶さつを交かわしたことはある。

　しかし、学校でわざわざ挨あい拶さつしてくるのは初めてじゃないだろうか。

　これでもし、千ち佳かがとてつもなくご機き嫌げんならば、まだ納なつ得とくできた。

　けれど、今の彼かの女じよは凄すさまじく不ふ機き嫌げんだ。

　こちらを見る目は大変冷たく、どす黒いオーラが背中から溢あふれている。

　彼かの女じよの手に包丁が握にぎられていても、さほど違い和わ感かんがないくらいに。

「えっと……、な、なに」

　そのうえ、千ち佳かはこちらをじっと見たまま動かない。

　挨あい拶さつが目的ではなさそうだ。

　かといって何か言うわけでもなく、そのままスタスタと立ち去ってしまった。

「な、なんだったんだ……。こわ……」

　何か怒おこらせただろうか？

　彼かの女じよの逆げき鱗りんに触ふれてしまい、根に持っている可能性がある？

「心当たりが多すぎてわかんない……」

　怒おこらせたかどうか、という話なら常に怒おこらせている。

　どれが逆げき鱗りんだったかなんて、もはやわかりようがない。

　一応頭の中で検討しながら教室に入ると、すぐさま若わか菜なが声を掛かけてきた。

「おはよ、由ゆ美み子こ。ね、渡わた辺なべちゃんどうしちゃったの？」

　若わか菜なが耳元に顔を寄せ、こしょこしょと尋たずねてくる。

　若わか菜ながそっと指差す先を見ると、千ち佳かが自分の席に座すわっていた。

　やはり不ふ機き嫌げんオーラが溢あふれている。

　元々の目つきが悪いせいで、妙みような迫はく力りよくを携たずさえていた。

「さぁ……、あたしに訊きかれてもわからないけど」

　むしろ、こちらが知りたいくらいなのだが。

　すると、若わか菜なは唇くちびるを尖とがらせる。

「でも、渡わた辺なべちゃんが不ふ機き嫌げんになる理由って、由ゆ美み子こ以外にないでしょ？」

「そんなこと……」

　ないでしょ、と言い切れないのが辛つらい。

　別に特別な意味があるわけでなく、接点があるのが自分だけ、という話なのだが。

「なあに？　渡わた辺なべちゃんとケンカしちゃった？」

「ケンカならいつもしてるからなぁ……」

「何か言って怒おこらせちゃったんでしょ」

「いつも怒おこらせてるからなぁ……」

　本当にわからない。現状ではお手上げとしか言いようがない。

　ただ、別に関係がないのだ。

　千ち佳かが怒おこっていようが不ふ機き嫌げんだろうが、だからなに？　という話である。

　放っておけばいい。

　千ち佳かのご機き嫌げん取りだなんて冗じよう談だんじゃない。

　……と、普ふ段だんなら思っただろう。

「ほんっとに間の悪い……」

　今はちょっと事情が違ちがう。

　先日、『幻げん影えい機き兵へいファントム』のオーディション合格の連れん絡らくがきた。

　喜ぶよりも先に「なんで？」という気持ちになったし、ベテランだらけの現場に行く気き後おくれもある。キャスト表を見たが、千ち佳か以外に知り合いらしい知り合いもいなかった。

　はっきり言って怖こわい。

　千ち佳かから現場のことを聞いておきたいし、何なら現場でも頼たよりにしてしまうかもしれない。

　そのためにも、今、千ち佳かにへそを曲げられるのは困るのだ。

「でも、怒おこってる理由が本当にわかんないんだよね。心当たりが多すぎて」

「それもどうかと思うけど……、もうとにかく謝あやまっちゃえば？　絶対由ゆ美み子このせいなんだし」

「言い切られるのもやなんだけど……。それにあいつ、謝あやまったら『わたしがなんで怒おこってるかわかってるの？』ってもっと怒おこるタイプだよ、絶対」

「わぉ、めんどうくさい。こりゃ由ゆ美み子こ大変だ」

　言葉とは裏腹に、若わか菜なはなぜか楽しげだ。

　他ひ人と事ごとだと思って……、と恨うらみがましい視線を向けるが、彼かの女じよはにこにこするばかり。

　さて、どうしたものだろうか。

　不ふ機き嫌げんの原因が自分にあるとしても、それはもうわかりようがない。

　だがこの際、原因はどうでもよかった。

　今はいかに機き嫌げんを直してもらうか、だ。彼かの女じよの機き嫌げんがよくなればそれでいい。

　そして、千ち佳かの機き嫌げんを直すために有効な手といえば──。

「食べ物、か？」

　まるで子供のようだが、彼かの女じよが食べ物に気を取られることは多い。

　何かおいしそうなものを渡わたしてやれば、自然と機き嫌げんが直るんじゃないか？

　そう思った由ゆ美み子こは、そっと自分の鞄かばんに目をやった。







　昼休み。

　千ち佳かの様子を窺うかがっていると、彼かの女じよはいつものように鞄かばんを持って教室を出て行った。

　それを見送ってから、若わか菜なに声を掛かける。

「ごめん、ちょっと出てくる」

「お。偉えらい偉えらい。仲直りしてくるんだ？」

　若わか菜なの物言いに苦く笑しようする。

　バレバレなのはもういいとしても、果たして仲直りできるだろうか。

　とにかく自分の弁当箱を摑つかみ、教室を出た。

　昼休みの廊ろう下かは生徒が多く、賑にぎやかな声で満たされている。

　千ち佳かがその間を抜ぬけていった。あとを追う。

　いっしょにお昼ご飯を食べよう、と声を掛かけても、きっと断られるだろう。

　あいつはそういう女だ。それに、そんな誘さそいを口にするのも抵てい抗こうがある。

　なので、いつかと同じように、食べ始めた千ち佳かの隣となりへ強ごう引いんに座すわるつもりだった。

　だというのに。

「あれ？　外行くんじゃないの？」

　昇しよう降こう口ぐちと別の方向に歩く千ち佳かを見て、由ゆ美み子こは焦あせる。

　前と同じ場所──だれもいない、校舎の陰かげで食べると思っていた。

　だから見失っても構わないと、離はなれて追いかけていたのに。

　慌あわてて距きよ離りを詰つめる。

　しかし、廊ろう下かを曲がった先には既すでにだれもいなかった。

「えぇ……？　うそ、どこ行ったんだろ……」

　きょろきょろと辺りを見回しながら、寒々しい廊ろう下かを歩く。

　クラスの教室前と違ちがって、この廊ろう下かには人の気配がない。完全に見失った。

　いつもの場所で食べるんだろう、とたかを括くくったのがよくなかった。

　今は十二月。こんな寒い中、外で食べるはずなんてないのに。

　かといって、ほかに千ち佳かが行く場所なんて見当がつかなかった。

「なに」

「ひゃっ」

　突とつ然ぜん、真横の扉とびらががらりと開き、由ゆ美み子こは小さく悲鳴を上げる。

　千ち佳かが不ふ機き嫌げんそうな顔を隠かくそうともせず、こちらをじぃっと見ていた。

　確かここは空き教室のはずだ。

　椅い子すと机が並べられているが、生徒の姿はない。カーテンも閉め切られていた。

「あ、あぁ……。渡わた辺なべって、今はここで食べてるの？」

「えぇ。外は寒いから。先生に見つかると怒おこられるだろうから、こっそりとだけれど。そうしたら、あなたが泣きそうな顔でおろおろ廊ろう下かを歩く姿が見えて」

「な、泣きそうになんかなってないし」

　むっとして言い返しても、彼かの女じよは冷ややかな視線を返すだけだ。

　やはり機き嫌げんが悪い。

「それで、なに。わたしを追いかけてきたんでしょう」

　淡たん々たんと言う彼かの女じよの肩かた越ごしに、中の様子を窺うかがう。

　教室の一番端はし、窓まど際ぎわの席に鞄かばんが置いてある。

　その近くには、開けたばかりのサンドイッチ。

「あ、あー……、あたしもここでお昼ご飯食べようかなー、って……、意味はないけど……」

　しらじらしく言う。

　千ち佳かは何か言いたげな目でじっと見ていたが、

「……好きになさいな」

　とだけ言って踵きびすを返かえした。ほーっと息を吐はく。

　千ち佳かの隣となりに座すわり、由ゆ美み子こは弁当箱を広げていく。

　千ち佳かは黙だまってサンドイッチを食べ始めた。空いた手には台本が握にぎられている。

　カバーがついているため、何の台本かはわからない。

　……あれは、ファントムの台本だろうか？

　そう意識した瞬しゆん間かん、胸にどん、と衝しよう撃げきがあったように感じた。

　由ゆ美み子こが合格したシラユリ役は、あまりにも荷が勝ちすぎている。そのせいで口にするのも憚はばかられた。喜びよりも、戸と惑まどいやプレッシャーの方が遥はるかに大きい。

　だが、この瞬しゆん間かんだけは違ちがった。

　渡わた辺なべ、あたし受かったよ。ファントムのオーディションに受かったんだよ。あんたといっしょに、あの神かみ代しろアニメに出るんだよ。

　あんたは知ってるの？

　渡わた辺なべの隣となりで、あたしはまた演じるんだよ。

　そんな思いが溢あふれる。

　ただ、それを口にすることはとてもできなかった。

　それに、千ち佳かの機き嫌げんを直すことが先決だ。

「いただきます」

　ぱかっと弁当箱の蓋ふたを開ける。

　このお弁当こそが秘密兵器。

　今日は千ち佳かの興味を引けそうなものが入っているのだ。

「お姉ちゃん、ちょっとこれ見てよ」

　弁当箱をすすっと押おしやる。

　彼かの女じよはつまらなそうな目を向けたが、由ゆ美み子こが指差すものに気付いた瞬しゆん間かん、表情が驚おどろきへと変わった。

「は、ハンバーグ……？　佐さ藤とう、あなたお弁当にハンバーグなんて持ってきてるの……!?」

　千ち佳かは弁当箱に顔をぐぐっと近付けて、ハンバーグに釘くぎ付づけになる。

　ごろっとした丸みのあるハンバーグだ。小ぶりだが、小さな弁当箱の中では存在感があった。しっかりと焼き色がついており、見るからに食欲を誘さそう。

　千ち佳かははっとして顔を上げると、軽く頭を振ふった。

「……いえ、これってあれでしょう。冷れい凍とう食品でしょう？　最近の冷れい凍とう食品は凝こっているもの。そうよ、学校のお弁当にハンバーグだなんて」

「いや、これ今朝焼いたやつ。昨日の夕飯がハンバーグだったから、ついでにタネだけ作っておいたの」

「…………！」

　啞あ然ぜんとした表情でこちらを見る。なんともいいリアクションだ。

　タネがあるなら焼くだけなので、それほど手間ではないのだが。

「佐さ藤とう……、あなた、朝からフライパンを使ったの……？　油も……？」

「あ、そっち？」

「今日って四時起き？」

「いや、フライパン使うだけでそんな気合入った時間に起きない……」

　千ち佳かが目玉焼きすら上う手まく焼けないのは知っていたが、そこまでフライパンに不慣れとは。

　ならば、よりこのハンバーグの価値は上がるはず。

　ハンバーグを指差し、由ゆ美み子こはそっと尋たずねた。

「渡わた辺なべ、これ食べない？　あたしあんまりお腹なか減ってなくてさ。ハンバーグ好き？」

「す、好きだけれど……、え、で、でも。いいの？　手作りのハンバーグなんて……、そんな貴重なもの……」

　案の定、ちらちらとハンバーグに視線を送る千ち佳か。

　しめしめ釣つれた、と心の中でほくそ笑えむ。

　今まで千ち佳かが好きだと言っていたのは、オムライス、カレー、ミートソース。おおよそ好みが小学生男子のそれだ。「これだったらハンバーグ絶対好きでしょ」と思っていたが、案の定だ。

　あぁなんとわかりやすい。

　早くこのハンバーグを口にして、機き嫌げんをさっさと直すがいい。

　そこで、千ち佳かのサンドイッチに目がいく。

　あぁ箸はしがないか。

　ハンバーグを箸はしで一口サイズに切り、千ち佳かの口元へ近付けた。

「はいお姉ちゃん、お口開けて。あーん」

　未いまだ迷いを見せていた千ち佳かだが、目の前に迫せまったハンバーグを前に、目が輝かがやきだす。

　小さな口をぱかっと開けて、顔を近付けてきた。

「あ、あーん……」

　そして、それが口の中に入ろうとしたところで。

　千ち佳かがばっと身体からだを引いた。そのまま固まる。

「え、どうしたの。ほら、口開けなよ。おいしいよ」

　由ゆ美み子こがそう言っても、彼かの女じよの口は開かない。

　目をぎゅっと瞑つぶってから、視線を逸そらした。

「……いらない」

　冷たい声でぼそりと言う。

　まるで、不ふ機き嫌げんだったことを今思い出したかのように。

　千ち佳かは元の仏ぶつ頂ちよう面づらに戻もどると、サンドイッチをもそもそと食べ始めた。

　ぐ……、ダメだったか……。もうちょっとだったのに。

　彼かの女じよは釣つられかけていた。しかし、直前で針が外れてしまった。

　手段自体は有効だっただけに悔くやしい。

　それに、「こいつは食べ物をあげておけば機き嫌げん直すだろ」とたかを括くくっていたので、通用しないと困ってしまう。

　どうしよう。

　ほかに千ち佳かの機き嫌げんが直りそうなもの……、彼かの女じよの好きなもの……。

　……おっぱい？

　胸に関しては、食べ物よりも熱量が高い。

　それこそ、「おっぱい触さわる？」とでも言えば、ハンバーグに耐たえた彼かの女じよでも釣つり上あげられる気がする。

　でもなぁ……、おっぱい触さわる？　はちょっとなぁ……。

　自分でそんなことを言うと凹へこみそうだ。それに、癖くせになられても困る。

　仕方なく、由ゆ美み子こは黙だまって弁当を食べ始めた。

　互たがいに黙もく々もくと食べ続けるだけで、そこから会話に繫つながることもない。

　今日はラジオの収録日なのに。

　こんなことで大だい丈じよう夫ぶだろうか。







　一いつ旦たん、休きゆう憩けい入りまーす、と調整室から言われ、由ゆ美み子こはふぅ、と息を吐はく。

　千ち佳かがユウちゃんで収録を始める、というトリッキーな導入に戸と惑まどいはしたが、収録自体は順調だ。

　始まってしまえば、いつもどおり。

　由ゆ美み子この隣となりに放送作家、向かいには千ち佳か。

　テーブルの上には四つのマイクと四つのカフ。台本。小ぶりの時計。各おの々おのの飲み物。

　ガラス張りの向こうは調整室で、機材の前にディレクターの大おお出いでやほかのスタッフが座すわっている。

　収録は問題なく進んでいるが、千ち佳かの機き嫌げんはやはり悪い。

　何かに怒おこっている。

　スタジオに来てからはさすがに顔に出さないが、学校でのやりとりが脳のう裏りをよぎる。

　収録のどさくさでええいままよ、と理由を訊きいてみたけれど、明確な答えは得られなかった。

「すみません。お手洗いに行ってきます」

　千ち佳かが席を立った。

　それを見送ってから、放送作家の朝あさ加か美み玲れいを見る。

　前まえ髪がみをゴムで雑にまとめ、露あらわになった額には冷えピタが貼はってある。

　顔はすっぴんで、目の下のクマがとても目立っていた。

　服装は上下スウェットという非常にラフな格好だ。

　とても仕事中とは思えない容姿の彼かの女じよに、顔を寄せた。

「ねぇ、朝あさ加かちゃん。ユウが何か怒おこってるみたいなんだけど、理由わかる？」

「へ？　夕ゆう陽ひちゃんが？　怒おこってるって、あの子はいつもやすみちゃんに怒おこってるじゃない」

「いや、そうなんだけど、そうじゃなくてさ」

　ややこしい、と自分たちの関係を思う。

「あいつは確かに普ふ段だんから怒おこってるんだけど、今日の怒おこり方はいつもの怒おこり方じゃなくて、普ふ段だんの怒おこり方とは別の怒おこり方なんだよ、普ふ段だんのは怒おこってるけど今ほど怒おこってないというか」

「何言ってるの？」

　要領を得ない由ゆ美み子この言葉に、朝あさ加かはおかしそうに笑う。

　ブースの外に目をやりながら、朝あさ加かは腕うでを組んだ。

「夕ゆう陽ひちゃんがやすみちゃんに何か怒おこっていて、無意識に怒おこってるアピールしてるってこと？　あはは、かわいいね、夕ゆう陽ひちゃん」

　にこやかに笑う。

　思わず、笑い事じゃないよ、と苦言を呈ていした。

「かわいいもんか。こっちとしては困るよ。聞きたいことも聞けやしないんだから」

「ふうん？　そうだよね、普ふ段だんのやすみちゃんなら放っておきそうなもんだけど……、機き嫌げん直してもらわなくちゃ困るってわけね。それで、理由が知りたいと」

「話が早くて助かるよ」

　朝あさ加かの察しの良さは本当にありがたく思う。

　パーソナリティの変化に敏びん感かんな彼かの女じよなら、不ふ機き嫌げんの理由もさらりと当ててくれるのではないか。

　しかし、期待に反して朝あさ加かは肩かたを竦すくめた。

「わからないなぁ。やすみちゃんが何かやったんだろうな、とは思うけど」

「ぐ……」

　ど、どいつもこいつも……、人のせいにして……、と悪態をつきたくなる。

　しかし、全く反論できないのも事実だ。

「まぁでも、収録でまずいところはなかったよ。前回もそう。やすみちゃんの発言に、決定的な失言があったようには感じなかった。だから、夕ゆう陽ひちゃんが怒おこってるとすれば、それ以外のことじゃないかな」

「それ以外……？」

　それは考えもしなかったことだ。

　なぜなら、由ゆ美み子こと千ち佳かの接点はこのラジオくらいなもので、普ふ段だんなら学校でも話さない。怒おこらせようにも顔を合わせないのだ。

　答えを得るどころか、むしろ謎なぞが深まってしまった。

　ならば、と席を立つ。

　今日は幸運にも、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひの一番の理解者がいる。

「なるさーん」

　調整室で大おお出いでと話していた、成なる瀬せ珠しゆ里りに声を掛かける。

　芸能事務所ブルークラウンのマネージャーであり、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひの担当である彼かの女じよ。

　童顔なせいでスーツに着られている感が強く、時折眼鏡もズレている見た目からは想像できないが、業界でも屈くつ指しの腕うで利ききらしい。

　成なる瀬せは由ゆ美み子この声に驚おどろき、不思議そうにしていた。

「歌うた種たねさん、どうかしました？」

「やー、ユウのことで聞きたいことがあって。あいつ、何か怒おこってるみたいなんですよね。なるさん、何か知ってます？」

　成なる瀬せがわからなければ本当にお手上げだ。

　すがるような思いで尋たずねると、成なる瀬せの反応は想像したどれでもなかった。

　ふにゃっとした笑えみを浮うかべ、なんだか嬉うれしそうにしている。

　かわいい妹か何かを見るような目で、成なる瀬せは口を開いた。

「あれはですねぇ、怒おこってるんじゃないですよ。拗すねちゃってるんです。でも、拗すねてるって認めたくないから、態度がちぐはぐになってるというか。かわいいなぁ、夕ゆう陽ひちゃん」

　拗すねている？

　その表現に引っかかりはしたが、とにかく成なる瀬せは不ふ機き嫌げんの原因を知っているようだ。

　ありがたい、と由ゆ美み子こは一歩前に出る。

「それで、なるさん。ユウが拗すねてるってどういうこと？　その拗すねてる原因って──」

「────ちっ」

　舌打ちが聞こえて、びくりとする。

　トイレから既すでに戻もどっていたらしく、しっかり会話が聞こえる位置に千ち佳かが立っていた。

　無表情だが、明らかに黒いオーラが溢あふれ出だしている。

　成なる瀬せが言うには千ち佳かは拗すねているだけらしいが、今ので完全に怒おこったかもしれない……。

「えと、その。渡わた辺なべ……？」

　取とり繕つくろうように声を掛かけるが、彼かの女じよは無視して由ゆ美み子この脇わきを通り過ぎる。

「成なる瀬せさん。余計なことを言わないでください」

　あわあわしている成なる瀬せにそうとだけ言うと、彼かの女じよはさっさとブースの中に戻もどっていった。

　やってしまったかもしれない……。

　成なる瀬せが申し訳なさそうに肩かたを落とす。

「す、すみません、歌うた種たねさん……。余計なこと言っちゃったかも……」

「……ううん。逆に腹が決まりました」

　そもそも、そもそもだ。

　なぜここまで、千ち佳かに気を遣つかわなければならないのだ！







「成なる瀬せさん、行きましょう」

　収録が終わり、挨あい拶さつを済ませていると、千ち佳かがだれよりも早く出て行こうとした。

「あぁ渡わた辺なべ。ちょっと待って。話があるから」

　声を掛かけると、千ち佳かはちらりとこちらを見る。

　しかし、すぐに視線を前に戻もどしてしまった。

「わたしはないわ。成なる瀬せさん、先に行ってます」

　そう言い残すと、逃にげるように立ち去った。

　成なる瀬せはおろおろと、由ゆ美み子こと千ち佳かを交こう互ごに見ている。

　そんな彼かの女じよの肩かたをぽんと叩たたいた。

「ごめん、なるさん。ちょっと時間ください」

　返事も待たずに千ち佳かを追いかける。

　廊ろう下かを速足で歩く千ち佳かに、再び声を掛かけた。

「ちょっと渡わた辺なべ。聞いてって。ねえ。ちょっと」

　何度言っても、彼かの女じよは足を止めようとしない。ムキになったように前を向いている。

　……いや、本当にムキになっているのかもしれない。

　それならば、と実力行使に出る。

　スタジオから出たあたりで、我が慢まんできなくなって千ち佳かの手をがっと摑つかんだ。

　冬であることも相まって、彼かの女じよの手がより冷たく感じる。

　振ふりほどきはしなかったが、じろりと睨にらんできた。

　彼かの女じよの眼光は鋭するどいが、さすがにある程度は慣れている。

　摑つかんだまま、彼かの女じよの目を見つめ返した。

「なに。なに怒おこってんの。あんた、ずっと怒おこってるじゃん。理由言ってよ」

　まっすぐに問とい詰つめると、彼かの女じよは意外な反応を見せる。

　てっきり言い返したり、悪態をついてくると思っていたのだ。

　けれど、今の千ち佳かは気まずそうに目を逸そらすだけ。

　出てきた声も弱々しい。

「……べつに。怒おこってなんかいないわ。ちょっと気持ちが落ち着かないだけ」

「噓うそ。なんかあるんでしょ。そういう態度じゃん。言ってくれないとわかんないし、はっきり言わないなんて渡わた辺なべらしくもない。何なの」

　自分で言っていて、そうだ、と思った。

　はっきり言わないなんて、彼かの女じよらしくないのだ。

　本当に千ち佳かが怒おこっているのなら、不ふ機き嫌げんをアピールなんてしない。面と向かって言ってくるはずだ。そこからしておかしかった。

「……悪かったわ。態度に出したつもりはなかったのだけれど。気を付けるから、もう離はなして」

　あんなに意地っ張りな千ち佳かが、謝罪を口にする始末。

　ならば、ますますその理由が気になる。

　知らず手に力が入ってしまったらしく、千ち佳かが繫つながっている手に目を落とした。

「渡わた辺なべがそう言うってことは、何かはあるんでしょ。はっきり言いなよ。そっちの方がお互たがいにすっきりする」

　離はなさない、とアピールするために手をぎゅっと握にぎる。

　そこで千ち佳かは観念したのかもしれない。

　彼かの女じよは視線を逸そらしたまま、口をもごもごさせた。

　頰ほおが徐じよ々じよに赤く染まる。

　言いい辛づらそうに眉まゆをひそめながら、こちらの手を強く握にぎり返した。

「……ム」

　ぼそりと呟つぶやく声は小さい。

　よく聞こえなくて、彼かの女じよの口元に耳を近付ける。

「なに？　どうしたの？　もっとおっきな声で……」

　すると、千ち佳かはこちらの頭に額をくっつけ、ぐりぐりと押おしながら叫さけんだ。

「ファントムよ、ファントム！　あなたがファントムのオーディションに合格したって聞いたの！」

「うるさ！　声のボリュームのつまみ、０か１００しかないの!?」

　慌あわてて頭を離はなす。

　そうしてからようやく、彼かの女じよの言葉の意味が理解できた。

「ファントム？　あ、あぁうん。合格したけど……」

　もう伝わっていたのか、と思うと同時に疑問が深まる。

「したけど、さ。なんでそれで、あんたが不ふ機き嫌げんになるわけ……？」

　戸と惑まどいながら尋たずねる。

　千ち佳かは空いた手で腕うでを擦さすり、言いい辛づらそうに唇くちびるを嚙かんだ。

　赤い顔がより赤くなり、何かに耐たえるような表情に変わっていく。

　しかし、半ばヤケを起こしたかのように、声を張り上げた。

「わ、わたしが神かみ代しろアニメに出演することに、どれだけ恋こい焦こがれたと思う!?　わたしの夢だ、って言ったはずでしょう？　あのオーディションだって、どれだけの思いで挑いどんだか……！　そ、それをあなたはいともあっさり……！　さ、さらりと役を取って……！」

　ぐぬぬ、と悔くやしそうな顔でこちらを睨にらみつける。

　放っておけば地ち団だん駄だを踏ふみそうな勢いだ。

　きゅーっと拳こぶしを握にぎるものだから、繫つないだ手が痛みを訴うつたえる。

　さっきまで冷たかったのに、興奮のせいか体温まで上がってきた。

　そんな彼かの女じよの様子を由ゆ美み子こはぼけっと見つめる。

　……。ならば、今までの不ふ機き嫌げんの理由は。

「え、なに。あたしがオーディションに受かったから、不ふ機き嫌げんだったってこと？　なにそれ、あたし悪くないじゃん」

「えぇそうね！　だから、態度には出さないようにしたでしょう。きちんと気き遣づかいはしたつもりだけれど？」

「いやいや！　出てたから！　不ふ機き嫌げんオーラだだ漏もれだったから！　ほとんど言いがかりなうえに下手な気き遣づかい恩着せがましいわ！　当たり屋しておいて厚かましすぎない!?」

「出たわ。あなたのそういうところ、本当に嫌きらい。当たり屋だっていうなら、あなたのほうでしょう？　わたしが役を取れて喜んでいたら、横から『わたしもー！』って突つっ込こんできたんだから。そういうところが下品だっていうのよ」

「なんで役取っただけでそんな言い方されなきゃいけないの。そもそも、あれだって元々はオファーがあったからで……」

「はいはい、出た出た。お得意のマウントが出たわ。どうせわたしはオファーなんてなかったけれど？　あぁ本当に腹が立つ。あなたはいつだって人を不ふ愉ゆ快かいにさせるわね。そういう業者さんですか？」

「勝手に怒おこったうえに人を業者扱あつかいするのやめてくれる？　別に役を取り合ったわけでもないし、共演するだけでさぁ……」

「ふん。他ひ人と事ごとだからそう言えるだけでしょう。佐さ藤とうだって、自分がプリティアに出られたとして、わたしが横からノコノコ出てきたら同じ態度を取るに決まってるわ」

「そこまで心狭せまくないっつーの……」

　はぁ、と大きなため息が出る。

　本当に、今まで悩なやんでいたのがバカみたいだ。

　こちらに非はないのだから、さっさと理由を問いただせばよかった。

　呆あきれた目を千ち佳かに向けていると、彼かの女じよの表情が訝いぶかしげなものに変わる。

「……というか、佐さ藤とう。さっきからなに締しまりのない顔をしているの。なぜかはわからないけれど、にやにやするのはやめて頂ちよう戴だい」

「へ？」

　千ち佳かの指し摘てきに、由ゆ美み子こは自分の頰ほおに手を当てる。

　自覚はなかったが、明らかににやついていた。

　あぁまずい、と思って引ひき締しめようとするも、上う手まくいかない。緩ゆるんだ頰ほおが元に戻もどらない。

「………………？」

　千ち佳かの目が、不ふ審しんなものを見る目に変わる。

　思わず、顔を逸そらした。

　だって、そうだろう。

　彼かの女じよの例えは実にわかりやすかった。

　もし、由ゆ美み子こが憧あこがれの『魔ま法ほう使つかいプリティア』の出演が決まり、有う頂ちよう天てんになっていたとして。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひがあとからオーディションに受かったと聞けば、絶対に複雑な気持ちになる。

　なんであんたが。ちょっとやめてよ。これはあたしの夢だぞ。追いかけてくるな。追いついてくるな。当然、という顔であたしの横に立つんじゃない！

　ただ、由ゆ美み子こがその感情を抱いだくのは千ち佳かに対してだけだ。

　もし、共演者が乙おと女めやめくるだったら、「あ、いっしょに演やれるんだ！　嬉うれしいな」と素す直なおに喜んだろうし、ほかの先せん輩ぱい声優や後こう輩はい声優、同期にだって同じことが言える。

　ただ、千ち佳かに対してだけは。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひに対してだけは。

　負けたくない……、という想おもいが強すぎて、意識しすぎるせいで、複雑な感情に変化してしまうのだ。

　どうやらそれは、千ち佳かにとっても同じらしい。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひが歌うた種たねやすみに対して、そんな感情を抱いだいてしまうらしい。

　思わず、不ふ機き嫌げんになってしまうほど。無意識に不ふ機き嫌げんアピールするほど。食べたいハンバーグを我が慢まんするほど！

「ちょっと。なに。なんで笑ってるの。理由を言いなさいな」

「や、なんでもない。なんでもないから。おっけ、わかった。それじゃあね」

　考えれば考えるほど、にやつくのを抑おさえられない。

　顔を隠かくし、千ち佳かを置いて歩き出した。

　さっきまであっちが逃にげていたくせに、今度は千ち佳かが追いかけてくる。

　人の裾すそをぐいぐいと引っ張ってきた。

「なんだっていうの。言ってくれないとわからないし、はっきり言わないなんて佐さ藤とうらしくないわよ」

「なんでもないでーす。ついてこないでくださーい」
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「はぁ？　なにを……、ちょっと。待ちなさい」

　追いかけてくる千ち佳かに、決して理由は話せない。

　けれど、いつまで経たっても、由ゆ美み子こは笑えみを堪こらえることができなかった。
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　いよいよ、由ゆ美み子この『幻げん影えい機き兵へいファントム』のアフレコ初日がやってきた。

　どんよりとした曇くもり空ぞらの中、由ゆ美み子こはスタジオを目指して歩く。

　最近は日が暮れるのもめっきり早いし、帰るころには真っ暗だろう。

　雨が降らなければいいけど、と空を見上げて白い息を吐はいた。

　スタジオに近付けば近付くほど、心臓がバクバクと高鳴り始める。

　いくら落ち着け、と言い聞かせても、昂こう揚ようと緊きん張ちようが身体からだを支配していた。

「あぁ……、ライブでもないっていうのに。緊きん張ちようしてるなぁ」

　独り言を呟つぶやき、強がりで笑えみを浮うかべる。

　アフレコでここまで緊きん張ちようするだなんて、初めての収録以来だ。

　思わず胸に手をやっていると、前を歩く人物に気付く。

　ほとんど無意識に駆かけ出だしていた。

「お姉ちゃん！　おはよー」

　千ち佳かの隣となりに並ぶ。

　癪しやくだが、助かった、と思った。

　千ち佳かは今回の収録現場で、最も気安い相手だ。数少ない知人だ。

　彼かの女じよと話せば、多少は緊きん張ちようもほぐれると思ったのだ。

「……おはよう」

　しかし、千ち佳かの視線に貫つらぬかれて、ぎくりとした。

　普ふ段だんとは違ちがう、力強い光が目に灯ともっている。

　集中している。収録のことで頭がいっぱいなのが伝わる。

「……悪いけれど。あなたとお話している余よ裕ゆうは、わたしにはないわ」

　視線を戻もどし、まっすぐ前を見み据すえている。

「あ、あぁうん。こっちこそごめん……」

　素直に謝あやまってしまうほど、今の千ち佳かには迫はく力りよくがあった。

　現場に何度も足を運んだ千ち佳かでさえこの調子だ。

　やはり、ファントムの収録現場は一筋縄ではいかないらしい。

　覚かく悟ごを決めてスタジオに入る。

　まずはスタッフに挨あい拶さつだ。

「あぁ、歌うた種たねさん。今日はよろしくお願いします」

『幻げん影えい機き兵へいファントム』の監かん督とくであり、千ち佳かの父でもある神かみ代しろ監かん督とくとの挨あい拶さつは、実に簡素なものだった。

　由ゆ美み子この知る神かみ代しろは、どこか頼たよりない印象があり、千ち佳かや千ち佳かの母に対して困ったような顔を見せることが多かった。

　別の場所で偶ぐう然ぜん会ったときも、彼かれはそれなりにフレンドリーに接してくれた。

　思えば、あれは声優というより、娘むすめの知人として接していたのだろう。

　今の神かみ代しろ監かん督とくからはピリッとした空気と、緊きん張ちよう感かんを覚える。

　真面目な表情で台本を眺ながめ、音おん響きよう監かん督とくの杉すぎ下したと言葉を交かわしていた。

　今日は初めての収録だし、初対面の人も多い。

　次々と来るほかの声優へ、挨あい拶さつを繰くり返かえす。

「初めまして、チョコブラウニー所属の歌うた種たねやすみです。本日はよろしくお願いします」

　そんな定型文を言うだけでも、結構な消しよう耗もうをした。

　新しく声優が姿を見せるたび、「ふひー……」と声が出そうになる。

　何せ、普ふ段だん会わないようなベテランが多い。

　ひとりふたりならともかく、次から次へと名前をよく知った顔が入ってくるのだ。

　新人はどうしても威い圧あつ感かんを覚える。

　普ふ段だんならフットワークの軽い由ゆ美み子こも、今日は大人しく挨あい拶さつだけに留とどめていた。

　そうじゃなくても、ブースの空気にはビリビリしたものを感じる。

　彼かれらが発するオーラがそうさせるのか、由ゆ美み子この緊きん張ちようがそう思わせるのか。

　台本を握にぎる手に、自然と力が入った。

「おはよーございます。ん、てっちゃん……、まーだそのだっさいセーター着てんの？　ココ、現げん役えき女子高生がいんだよ？　そりゃおっさん扱あつかいされるって」

「うるさいなぁ。年相応だろ。いいんだよ、これで」

「あ、大だい輔すけさん、この前はご馳ち走そう様さまっした。たけー日本酒置いてある店見つけたんで、今度連れてってください。銀座っす銀座」

「お前はいっつもたかりに躊ちゆう躇ちよがねーな。前もどんだけ俺おれの財さい布ふを軽くしたと思ってんだ。今度うちの嫁よめさんに頭下げに来いよ」

　軽快に挨あい拶さつを交かわす女性がブースに現れた。

　さっぱりとしたショートボブに綺き麗れいな肌はだ、品のあるメイクが目を惹ひく。

　四十代後半のはずだが、そうとは思えない若々しさだ。

　黒のセーターにデニムを穿はいたシンプルコーデだが、とても似合っている。スタイルがいいからだろう。背が高く細身で、立ち姿が綺き麗れいだった。

　少年のような笑えみを浮うかべながら、気さくに出演者と話している。

　彼かの女じよがいるだけで空気が明るい色に染まっていった。

　ただ、由ゆ美み子この緊きん張ちようはさらに強まる。

　──『魔ま法ほう使つかいプリティア』二代目主人公役、大おお野の麻ま里りさんだ！

　由ゆ美み子こが声優を目指すきっかけとなった作品、その出演声優のひとり。

　大おお野のとも初対面だ。機を見て、挨あい拶さつに向かう。

「は、初めまして、チョコブラウニー所属の歌うた種たねやすみです。本日はよろしくお願いします」

　深々と頭を下げる。

「はいはーい、よろしくー」

　さらりと挨あい拶さつを返された。

　思わず、いろいろと伝えたくなってしまう。

　自分は大おお野のを尊敬していること、プリティアを見て声優を目指したこと、いつも応おう援えんしていること。それら昂たかぶる感情を。

　ただ、ぐっと堪こらえた。

　今から大事な収録なのもそうだが、自分では大おお野のと仲良くなれないことを知っている。

　前に一部で話題になったのだ。

　ある若手声優が引退する際、最後に様々なことを暴ばく露ろしてから消えていった。

　その中で、『大おお野の麻ま里りは若手に冷たい』という話が上がった。

　その若手声優の発言はすべて眉まゆ唾つば物ものであったし、ただのやっかみとして処理されるだけ……、のはずだったのだが、大おお野の自身が肯こう定ていしたのだ。

　大おお野のがラジオにゲスト出演したときの話である。

『あー、あれでしょ。あたしが若手に冷たいって話。ほかのは知らねーけど、あれはマジだよ。あたしは若手に飲み誘さそわれても行かないし、大して関わらないようにしてる』

『え、それ言って大だい丈じよう夫ぶなの（笑）でも、大おお野のちゃん後こう輩はいに慕したわれてたじゃん。いっつも現場で囲まれてたイメージあるけど』

『あーね。やっぱ若い子が慕したってくれると嬉うれしいもんでさ、『大おお野のさんに憧あこがれて声優になったんです！』なんて言われちゃあ、おばちゃんとしてはイチコロよ。しょっちゅう遊びに行ったり、ご飯連れて行ってあげたり。あたしも先せん輩ぱいらしくなったもんだな、って思ったよ』

『だよね（笑）可か愛わいがってた後こう輩はいもいっぱいいたし……、それがどうしたのよ』

『そのかわいい後こう輩はいたちがねー、この十年でほとんど残らなかったからねー』

『あー……、やめちゃったんだ』

『そ。やめる方は踏ふん切ぎりつけて、『今まで楽しかったです』なんて言ってくるけどさ、残された側からすれば虚むなしいもんよ。ぜんぜん残んねーんだもん。辛つらいっつーの』

『俺おれも覚えあるわー。お互たがい気を遣つかうから、やめたあとはもう会わなくなるしね』

『そー。こんな思いするくらいなら、業界に残れる奴やつとしか遊びたくなくなるって。まー、この話流した声優も結局残れなかったし（笑）だからまー、後こう輩はい諸君。あたしと遊びたいなら売れてから来てねー』

『やな先せん輩ぱいだなぁ（笑）』

　この話を聞いたときはショックだったが、そういう話をあけすけにできる彼かの女じよに、やはり憧あこがれたのだ。

　いつか。いつかこの世界に残れる、と確信したときには話をしに行こう。

　そう心に誓ちかいながら、このときは大おお野のから離はなれた。

「よろしくお願いします」

　席に戻もどろうとしたとき、声が聞こえて再び心臓が跳はねる。

　あぁなんて綺き麗れいな声なんだろう。

　ブース内は雑談が重なり、それなりに賑にぎやかだ。

　けれど、その中でも輝かがやきを放つ、芯しんのある心ここ地ちよい声。

　声量はなく、むしろ静かな挨あい拶さつだったのに、するりと耳に入ってくる。ぞくりとした。

　声優になってからというもの、彼かの女じよの凄すごさを理解するたびに戦せん慄りつする。

　容姿だって異質だ。

　覇は気きのないぼうっとした顔に、腰こしまで伸のびた長い髪かみ。そのさらさらとした髪かみは、もはや人のものではないように感じる。これでほとんど手入れをしていないらしい。

　眠ねむたげな眼めをしていて、肌はだはびっくりするほど瑞みず々みずしい。

　ノーメイクで二十代にしか見えない彼かの女じよだが、実際は大おお野のと同じく四十代後半だ。

　大おお野のだって若々しいのに、彼かの女じよは人じん智ちを超こえた何かを感じる。

　服装は、非常にシンプルな黒のワンピース。

　スタイリストがつかない限り、彼かの女じよはこれ以外着ようとしない。

「おー、森もりちゃん、今日はゆっくりだったね。なに、前の仕事が長引いた？」

「いえ、特には」

「森もりさん、一応訊きいておいてー、って言われたから訊きくけど、『黒くろ姫ひめ』の打ち上げ行く？」

「ありがとうございます。行きません」

「つーか、森もりちゃん。連れん絡らく先さきくらいだれかに教えておきなよ。毎回伝言されてんじゃん」

「教えても、わたしスマホ見ませんし」

　抑よく揚ようのない声で、ベテランたちの言葉を躱かわしている。

　彼かの女じよは相手がだれだろうが、常にこの調子だ。

　服装も無む頓とん着ちやくで、人付き合いも最低限で。

　まるで、声を吹ふき込こむこと以外、すべてに興味がないような人だった。

　代わりに、彼かの女じよの声は異様なまでに惹ひきつける魔ま力りよくがある。

　声こわ色いろを自在に操あやつり、そしてどこまでも深みがあった。

　すべてを削そぎ落おとしたからこそ、そこまでの高みに辿たどり着つけたのではないか──、と思うほど。

　彼かの女じよの名前は、森もり香か織おり。

『魔ま法ほう使つかいプリティア』の初代主人公役であり、声優になるために生まれてきたような人だ。

　頃ころ合あいを見て、森もりに挨あい拶さつする。

　森もりはブースの椅い子すに腰こしかけ、台本を姿勢良く眺ながめていた。

　声を掛かけると、森もりは緩かん慢まんな動作で顔を上げる。

「森もりさん、お久しぶりです。今日はよろしくお願いします」

「よろしく」

　短く答えると、すぐに台本へ視線を戻もどす。

　……彼かの女じよとは過去二度、共演したことがあるが、きっと由ゆ美み子このことは覚えていない。

　それどころか、彼かの女じよの記き憶おくに残れる新人はどれほどいるのだろう。

　意識しなくても、どうしても千ち佳かの方を見てしまう。

「おいおい、森もり～。あんたはいっつも辛しん気きくさい顔してんな！　たまには愛あい想そのひとつでもみせたらどう？　睡すい眠みん足りてんの？」

「あなたはいつも元気そうで、いいね」

　森もりと大おお野のがそんな会話をしている。

　このふたりの演技を間近で見られる。

　そう思うと、手により力が入った。







　収録が始まると、ブース内の空気が一気に引ひき締しまる。

　今から行われるのは通しでのリハーサルで、本番ではない。

　演技指導や確かく認にんも含ふくめた、あくまでテスト収録だ。

　けれど、それでも空気の質が段だん違ちがいだ。

　普ふ段だんの収録にはないような、凄すご味みが伝わる。

　広いブースだ。前方にあるモニターも大きく、設置されたマイクも四本ある。

　参加している声優の数は多いものの、長なが椅い子すだって広い。

　調整室とは少し距きよ離りがあるが、スタッフの顔はよく見えた。

　……だというのに、何だろう。この圧あつ迫ぱく感かんは。

　これを感じているのは自分だけだろうか、と由ゆ美み子こは手の汗あせを拭ぬぐう。

「親愛なる敵側にお前さんの情報が筒つつ抜ぬけ、というわけだよ、サクラバ。なぜかは知らんがね」

　重じゆう厚こうな声でありながら、茶目っ気のある演技を見せる、オリバ役の藤ふじ本もと大だい輔すけ。

「ちょっと待ってよ！　じゃあ、あたしたちが撤てつ退たいしたのって、このバカのせいってわけ!?」

　サクラバよりも歳としが下で、我がが強いパイロット、ソフィアを演じる森もり香か織おり。

「落ち着きなさいな。今はそんなことを言っている場合じゃないでしょう。サクラバ、あなたなら原因がわかるんじゃない？　心当たりはないの？」

　サクラバたちに指示を送る、司令部の落ち着いた雰ふん囲い気きの女性、エマ役の大おお野の麻ま里り。

「わかりません……。見当もつかない。なぜ、わたしを知っているの……？」

　そして、『幻げん影えい機き兵へいファントム』の主人公──若き天才パイロット・サクラバ役、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひ。

　気を抜ぬくと、この光景に涙なみだが出そうになる。

　千ち佳かがすごい声優に囲まれながら、主人公を演じている。

　千ち佳かのことは嫌きらいだけど、この数ヶ月間でいろんなことがあった。

　それを乗のり越こえて、彼かの女じよは今演技を続けている。

　それに感動はするけれど、人のことを気にしている場合ではない。

　これから、由ゆ美み子こも──歌うた種たねやすみも、彼かの女じよたちとともに演じるのだ。

　大だい丈じよう夫ぶ。

　大だい丈じよう夫ぶだ、と言い聞かせる。

　オーディションに受かってから、ずっとずっと練習したではないか。

　心を落ち着かせていると、いよいよ由ゆ美み子こが演じるシーンがやってきた。

「………………………………」

　マイクの前に立つ。隣となりには千ち佳かがいる。

　互たがいに視線を交かわすことなく、ただ黙だまって音おん響きよう監かん督とくである杉すぎ下したの指示を待つ。

　ドクドクと心臓がうるさく響ひびき、マイクに拾われるんじゃないかとさえ思う。

　何度も何度も深呼吸しているうちに、杉すぎ下したからの指示がスピーカーから届いた。

　台本をめくり、モニターに目を向ける。

　ほとんど完成された映像が動き出し、タイマーが忙せわしなく回り始めた。

　綺き麗れいな作画のアニメーションが流れていく。

　映像がキャラクターのアップになるが、彼かの女じよらの声が聞こえたのはすぐ横からだ。

「待ってください。敵のパイロットから通信が入っています……、繫つなげますか？」

「例の、あのパイロットから？　……。……お願い」

「…………っ」

　千ち佳かが吐と息いきで驚おどろきを表現したあと──、いよいよ由ゆ美み子この出番だった。

「あぁ──、久しぶりね。サクラバ。卒業式以来だけど、わたしのこと、わかる？　やけどがひどいからわかんないか。シラユリ・メイ……、あなたの同級生よ。思い出した？」

　モニターに映し出されたのは、顔の半分にひどいやけどを負った、サクラバと同じ少女パイロット。

　眼めの光は鈍にぶく、浮うかべた笑えみはどこか不気味だ。

　声だってそれに合わせて、不ふ穏おんで、含ふくみがあって、いかにもどこか壊こわれているような──そんな声で演じた。

　この声を調整するのに時間は掛かかったが、その分だけ完成度は上がったと思う。

『シラユリは、サクラバに強い恨うらみと劣れつ等とう感かんを抱いだいています。学生時代、常に二番手だったシラユリは、首席のサクラバをライバル視していたのに、サクラバが全く意識してなかったからです。サクラバに対する異常なまでの執しゆう着ちやく心しん、復ふく讐しゆう心しん、それを内なる狂きよう気きとして演じてください』

　収録の前、監かん督とくから演技の指導が入る。

　どうやらシラユリは本当に大事な役どころらしく、延々と演技指導を受けた。

　……実際のところ、指示された演技は考えていたものとだいぶ違ちがったのだが、そこは調整していくしかない。

　ここもそんな演技のひとつ。

　けれど、上う手まくできたのではないか。

　シーンが終わると、すぐに杉すぎ下したから指示が入る。

　その瞬しゆん間かん、千ち佳かがこちらを一いち瞥べつしたのがわかった。

「──歌うた種たねさん。ちょっと我がが出すぎです。シラユリは劣れつ等とう感かんがあることをサクラバに知られたくないんです。あくまで滲にじむ程度の演技をお願いします。あからさまに狂くるったような演技もいけません。全体的にもう少し控ひかえめにしてください。それと──」

　スピーカーから、演技指導が流れ続ける。

　その情報量に目を白黒させながらも、かろうじて、

「は、はいっ」

　と返事をした。

　指導を必死で飲のみ込こむ。頭で慌あわてて演技の立て直しを図はかった。

　さ、さっきのは感情を出しすぎた……、ええと……、まず……。

　しかし、全力で頭を回転させなきゃいけないのに、別の思考がどうしてもよぎってしまう。

　そんなにも、ダメだったのか。

　杉すぎ下したの口調はやわらかいものの、演技はどんどん否定される。

　というか、いっぺんに言われても困る。立て直せない。頭で描えがく演技と、実際の演技が上う手まく重ならない。調整しようにもコントロールが利きかない。難しい！　深みが足りない。奥おく行いきが足りない。解かい釈しやくまで間ま違ちがっていた。まるでダメだ。なら、今からそれを立て直すのは──。

「では、もう一度同じシーンをお願いします」

　杉すぎ下したからそう言われ、はっとする。

　余計なことを考えている場合ではない。

　今はとにかく、言われたとおりに演技を直さなければ──。

　そう思うものの。

　いや、そう思えばそう思うほど。

　由ゆ美み子この演技はどんどん崩くずれていった。

「──それでは、抑おさえすぎですね……。感情を隠かくすのと抑おさえるのは違ちがうんです。難しいですか？　オーディションのときの演技を、昇しよう華かする感じでお願いしたいんですが……。歌うた種たねさん、いけますか。もう一度、お願いします」

「は、はい……、や、やります」

　杉すぎ下したの困ったような声、悩なやみながらのディレクションにずぅんと心が重くなる。

　何度目かのリテイク。

　自分では言われたとおりに演技しているつもりでも、全くＯＫが出ない。

　正解がどこにあるのか。

　正しい演技にどうやったら辿たどり着つけるのか、全くわからない。

　ただただ、己おのれの不ふ甲が斐いなさと実力不足を目まの当あたりにする。

　まるでつるし上げられている気分だった。

　憧あこがれの声優や、自分の何倍もの芸歴を重ねた大だい先せん輩ぱい。

　そして、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひ。

　彼かの女じよたちに囲まれながら、一向に完成しない未熟な演技を見られ続けている。

　自分のせいで待たせている。待ってもらっている。

　一回のリテイクが異様なほど長く感じた。

　焦あせる。焦あせる。

　焦あせるせいで、より演技が離はなれていく。そこをまた指し摘てきされて、それで焦あせって、さらにひどくなる。悪あく循じゆん環かんだ。ぐるぐると同じところを回っている気分だった。

「……はい。一いつ旦たん、このリテイクで置きましょう。あとで相談させてください。では、次のシーンをお願いします」

「………………！」

　杉すぎ下したからの言葉に、思わず調整室を見る。

　ＯＫが出ないまま、後回しになった。

　このままでは埒らちが明かない、と判断されたのだろう。ほかの声優を待たせてもいる。

　どうにもならない由ゆ美み子こを置いて、収録を進めるのは合理的だ。

　けれど、見捨てられた気分になる。

　ぐっと涙なみだが出そうになった。

　今日は、シラユリとサクラバの回想シーンだって録とる。

　そこではまた違ちがう演技を要求されるだろうし、段階的に狂くるっていくシラユリを演じなければならない。

　そこが難しいと思ってたくさん練習して、覚かく悟ごしてこのアフレコに挑いどんだのに。

　本当に最初の最初で躓つまずいてしまった。

　数十ページの台本が、どんなものより重く感じる。

　そして、危き惧ぐしたとおりに収録は難航した。

　由ゆ美み子こが演じるシーンはことごとく引っかかり、何度かリテイクしたあと、同じような言葉を告げられる。

「……はい。一いつ旦たん、このリテイクで置きます。あとで調整しましょう。では、次のシーンをお願いします──」

　そんなふうに切り上げられるたび、この身が切り刻まれるかのようだ。

　まるでダメだ、と言われているに等しい。

　強い感情が鼻の奥おくをつんと刺し激げきし、一いつ生しよう懸けん命めい堪こらえる。

　少しでも力を抜ぬけば、その感情に負けてしまいそうだった。

　そして、情けなくて仕方がなかった。

　そんな姿を、千ち佳かに見られているのは。







「歌うた種たね。おい、聞いてんのか、歌うた種たね！　お前、ガヤやるっつってたのに、座すわってやるわけ？　疲つかれたからって先せん輩ぱい方がたにお任せすんのか？」

　そんな怒ど鳴なり声ごえが聞こえて、はっと顔を上げた。

　今まで座すわっていた先せん輩ぱい声優が、マイクの前に立っている。

　そして、みんなこっちを見ていた。

　その中心に、腰こしに手を当てて怒いかりをあらわにした大おお野のが立っている。

　サーっと血の気が引いた。

　歌うた種たねやすみのリテイク分が残っているものの、それ以外は本番まで録とり終えている。

　そのあとにガヤ──、ガヤというのは、たとえば、街中での喧けん騒そうや廊ろう下かでの周りの会話、歓かん声せいや応おう援えんなどの、台本にセリフのない声のことだ。そのガヤを収録する。

　普ふ通つうは新人が率そつ先せんしてやるものだ。

　アフレコ前のディレクションでも、「あ、ここのガヤやります」と何度も手を挙げている。

　休んでていい場面ではない。

「す、すみません……、や、やりますっ」

　慌あわてて立ち上がり、ぺこぺこと頭を下げながらマイクの周りに立つ。

「ぼうっとしてんじゃないよ。こんだけの人の演技を目の前で見られるんだから、普ふ通つうは目ぇキラキラさせて勉強するところだっていうのに」

「はい、すみません……」

　大おお野のに睨にらまれて、ますます身を縮める。

　何から何まで彼かの女じよの言うとおりで、暗い気分がさらに沈しずんでいく。

　そんな失敗を重ねながらも、何とか収録を終えた。

「あの、今日はすみませんでした……、何度もリテイクを……」

　収録が終わった瞬しゆん間かん、周りにそう謝罪しようとしたときだった。

「歌うた種たね。ちょっと」

　肩かたに手を置かれ、言葉が途と切ぎれる。

　振ふり向むくと、大おお野のがニコーっと笑えみを浮うかべていた。

　その笑えみが親愛からくるものじゃない、とはすぐにわかる。

　慌あわてて、さっきのことを詫わびた。

「す、すみませんでした……、さっきのガヤも……、収録も長引いてしまって……」

「あぁそうね。でも、あたしが言いたいのは別のことでさ。いやね、あんたも大変だと思うよ。あんだけリテイク喰くらってさ。疲つかれてるのもわかるけど。──でも、あの態度は周りに迷めい惑わくだから」

　思考が止まる。

　何のことかわからないが──、自分は今、怒おこられている。

「言われた演技ができない、そりゃ辛つらいことだよ。あたしにもよっくわかるよ。でもさ、くっらい顔で落おち込こんでる奴やつが隣となりにいてみ？　こっちまで気が滅め入いってくるっしょ？　言っちゃなんだけど、空気最悪だった。すげーやりづらかったよ。自分ができないだけならまだしも、人の演技を邪じや魔ましちゃダメでしょ」

　再び青ざめる。

　そんなことになっていたなんて。

「す、すみま──」

「いや、謝あやまってほしいんじゃない。次から気を付けろって話。アニメはひとりで作ってんじゃないんだ。あんたが満点の演技ができたとしても迷めい惑わく振ふりまいて周りのパフォーマンス下げてちゃダメだよな？　言ってること、わかるよな？　そんだけ。もっと周りに目を向けな」

　大おお野のはそう言い残すと、由ゆ美み子こが返事する前にブースから出て行ってしまった。

　呆ぼう然ぜんとする。

　きゅーっと激情がせり上がってくる。

　自分のことしか考えてなかったこと、大おお野のにあそこまで言わせてしまったこと。

　それらが重なって、ずしんと肩かたにのしかかる。

「歌うた種たねさん。居残り、大だい丈じよう夫ぶですか」

　ブースにただひとり残っていると、杉すぎ下したが入ってくる。

　居残り。

　由ゆ美み子このように収録が上う手まくいかなかった場合、残ってアフレコを続けることがある。

　経験したことはあるが、ここまで辛つらい居残りは初めてだった。

「少し休きゆう憩けいしてから、収録を再開しましょう」

「……はい」

　言われて、ブースの扉とびらを開く。

　廊ろう下かに出ると、激しい雨音が聞こえた。

　あぁ降り出したか……、なんて、強がりのように別のことを考えて、廊ろう下かを歩く。

　ゆっくりとした足取りでトイレに入った。

　幸い、ここまでだれとも会わなかった。

　個室に入り、腰こしを下ろす。

　ここならだれにも見つからない。

「……あぁ……」

　そう思った瞬しゆん間かん、ギリギリでせき止めていた感情が一気に溢あふれ出だす。

　あぁ。なんて、格好悪い。情けない。恥はずかしい。なんで。辛つらい。もうやだ。

　弱音が溢あふれるように、涙なみだがぽろぽろと流れ始める。

　目をぎゅっと瞑つぶっても、次から次へとこぼれ落ちていく。

　自分の力のなさを、実感した。

　情けなくて、恥はずかしくて、どうしようもなくて、泣くのを止められない。

　ずっと前にも、アフレコ現場でトイレに逃にげ込こむことはあった。

　同じように涙なみだを流すことも。

　だけど、あのときは意地悪な先せん輩ぱいや理り不ふ尽じんな監かん督とくにイジめられたからだ。

　こんなふうに、自分に非があったからじゃない。

　悔くやしい。

　手をぎゅっと握にぎりこんで、感情に支配されるままに嗚お咽えつを漏もらした。

「んっ……」

　が、それも慌あわてて止める。だれか入ってきたようだ。

　涙なみだはすぐには止まらないが、口を押おさえて声が漏もれないようにする。

　だが、彼かの女じよたちの声が聞こえた瞬しゆん間かん、身体からだが固まった。

「わたし、大おお野のさんが後こう輩はい𠮟しかるところ、初めて見たかもしれません」

「え、そだっけ？　……あー、あんた一話目いなかったもんね。まー、普ふ段だんならあたしも注意なんてしないよ。後こう輩はいが粗そ相そうしても知らねー、って感じ。事務所も違ちがうしね」

「はあ。よっぽど目に余ったってことですか？」

「ん？　あー、そうだね。そうかもしんないねー」

　楽しそうな大おお野のの声を聞いて、冷や水を掛かけられた思いだった。

　いや、いっそ。本当に水をかぶってしまいたかった。

　普ふ段だん注意しない先せん輩ぱいが思わず口を出すほど、そんなひどい態度だったのか。

　ふたりの声が聞こえなくなって、それでもしばらく経たってから個室を出る。

　変わらず、外は雨音がひどかった。

「……戻もどらなきゃ」

　真っ白になった頭でブースに戻もどる。

　どれだけ自分の気持ちが沈しずんでいても、仕事は残っている。

　悪あく戦せん苦く闘とうしながらも、なんとか今日の分は録とり終えた。

「……歌うた種たねさん、お疲つかれ様さまでした。長い時間、残ってもらって申し訳ない。ただ、今日お話したことを反はん芻すうして、また練習しておいてください。次はもっと良いい演技に仕上げましょう」

「はい」

　結局、何度録とりなおしても、杉すぎ下したが納なつ得とくする出来にはならなかった。

　たくさんのリテイクとディレクションを重ねても、届いたのはどうにか彼かれが妥だ協きようできるラインまで。

　こうじゃなかった、こんなはずじゃなかった。

　そんな思いを抱いだいたのは、由ゆ美み子こだけでなく彼かれも同じだっただろう。

「大だい丈じよう夫ぶです。次の収録は年明けですから。時間はありますから、根を詰つめすぎずに。お疲つかれ様さまでした」

「お疲つかれ様さまでした」

　頭を下げて、杉すぎ下したから離はなれる。

　彼かれは最後まで何か言いたげな顔をしていた。

　そして杉すぎ下したの言葉で、次の収録まで間があることを思い出す。

　そういえば、ほかのキャストが別わかれ際ぎわに「よいお年を」と言っていた。

　よいお年を。

　決して今の自分には言えない言葉だ。

　とぼとぼと廊ろう下かを歩く。

　窓の外は暗く、雨が降り続いている。廊ろう下かまでつられて暗くなっている気がする。

　重い足取りでだれもいない廊ろう下かを歩いていると、ふと人の気配を感じた。

　顔を上げて、胸が締しめ付つけられる。

　一番会いたくない人物が、そこに立っていたからだ。

「渡わた辺なべ……」

　彼かの女じよは気まずそうな表情でそこに佇たたずんでいる。

　こちらを見る目は弱々しく、迷いがあるように見えた。

「なんで、いるの」

　会いたくなかった。

　こんな惨みじめな姿を、よりによって彼かの女じよに見られたくなかった。

「あ──、ちょっと、父と……、監かん督とくと、話していたから。それで……」

　そこで言葉が途と切ぎれる。

　重い沈ちん黙もくが場を満たす。

　千ち佳かがどんなつもりでこの場に立っているのか、理由はわからない。

　しかし、彼かの女じよが口にするどんな言葉も、今の自分には毒でしかない。

　普ふ段だんのような罵ののしりも嘲あざけりも、受け流せる自信はない。

　みっともなく八つ当たりするのは目に見えていた。

　けれど、一番恐おそろしいのは。

　もしも、慰なぐさめられてしまったら。

　その瞬しゆん間かん、自分の心はバラバラに砕くだけ散ちるだろう。

　だから、先に口を開くしかなかった。

「あ、あー。収録、ぜんぜんダメだったわー。練習したんだけどなぁ。やっぱベテランばっかだったし、緊きん張ちようするっていうかさぁ。まぁ次はちゃんとリテイクなしでやるよ。ほら、今度は年明けで時間もあるしねー。もうちょい慣れてるだろうし、きっと……」

　ことさら明るい声で、へらへら笑いながら言う。

　自分の心を守るには、そうせざるを得なかった。

　それを聞いて、千ち佳かは面食らった顔になる。

　その表情が徐じよ々じよに曇くもっていき、そっと眉まゆ根ねが寄せられた。

　千ち佳かの鋭するどい目はこちらを見ておらず、視線は床ゆかに向けられている。

　そして、心からの落らく胆たんを表すような声で、彼かの女じよはぽつりと言った。

「──あんな姿を見せられて。そのうえ、言い訳まで聞かされるとは思わなかった」

　失望。

　まるで、その感情を示すお手本のようだった。

　そのまま、何も言わずに踵きびすを返かえす。

　一度も振ふり返かえることなく、彼かの女じよの背中は小さくなっていった。

　由ゆ美み子こは、ただその場に立たち尽つくす。

　雨が建物を叩たたく音だけが響ひびく。

　それ以外に音は聞こえず、真っ白の頭がその音でいっぱいになった。

　どれほどの時間、そうしていただろう。

　突とつ然ぜん、動き方を思い出したように、ゆっくりと外に向かって歩き出す。

　外に出た途と端たん、冷たい空気にさらされた。

　雨はどんどんひどくなり、ビタビタと激しい雨音がうるさい。

　真っ暗な世界に人の気配はなく、遠くで電灯のぼんやりした光が見えた。

　雨が跳はね返かえって小さな雫しずくとなり、足にぶつかってくる。

　傘かさは出さなかった。

　そもそも、折おり畳たたみ傘がさが入った鞄かばんをスタジオ内に忘れたからなのだが、そのことに考えが及およぶ前に、雨の中を踏ふみ出だす。

　途と端たん、激しい雨が降りかかった。

　髪かみを濡ぬらし、服を濡ぬらし、一気に体温が下がっていく。

　こんなことをしてはいけない。

　風か邪ぜを引いたらどうする。早く戻もどるべきだ。

　頭ではそう思うものの、身体は雨の中を歩き続ける。

　しばらく歩いていると、目の前に川が見えた。

　雨に負けないくらいに轟ごう々ごうとうるさく、勢い良く流れていく。

　それを眺ながめながら、手すりに手を置いた。

　その間も、雨は身体からだを濡ぬらしていく。

　周りにはだれもいない。

　前を見み据すえ、大きく息を吸う。

　冷えた空気が肺の中を満たし──、川に向かって一気に吐はき出だした。

「あ──────────────────────────────────ッ！」

　手すりに乗り出し、でたらめに声を張り上げる。

　雨と川の音だけで満たされた夜に、由ゆ美み子この声がまっすぐに飛んでいく。

「なんで！　なんで！　なんでできないの……っ！　努力が足りなかった！　理解が足りなかった！　実力が足りなかった……っ！　悔くやしい……！　悔くやしい悔くやしい悔くやしい……っ！　くそぉ……、くそぉ……！　やだ、こんなのやだ……っ！　くそぉ……ッ！」

　叫さけびながら、呻うめきながら、感情のままに声を吐はき出だす。

　手すりを摑つかんだままズルズルと崩くずれ落おち、ぎゅうっと手に力を込こめる。

　痛いくらいに、感覚がないくらいに握にぎりしめ、心の底から溢あふれる、熱くて、溶とけそうなくらい熱くて、こんな寒い外でも、雨が蒸発しそうな想おもいを吐はき出だす。

「渡わた辺なべ……っ！　渡わた辺なべぇ……ッ！　よくも、よくもぉ……！　渡わた辺なべぇぇ……っ！」

　あれは効いた。

　どうしようもなく効いた。

　あんなふうに言われて、どうして平常でいられるだろうか。

　情けない姿を千ち佳かにずっと見られていた。

　それだけで耐たえ難がたい屈くつ辱じよくだったのに、そのうえ、あんなことを言われて。

　あんなふうに失望されて。

　悔くやしい。悔くやしい。悔くやしい悔くやしい悔くやしい悔くやしい。やめろ。見るな。あたしを見るな。失望するな、見限るな、それ以上何も言うな。あたしはあんたを。あたしはあんたと。なんで。違ちがう。こんなはずじゃない。なんでこんなに差が。あんたはこの位置まで堕おちてきたじゃないか。だっていうのに、なんで。なんで。違ちがう、違ちがう違ちがう違ちがう違ちがう、そうじゃない──っ！

　感情がのたうちまわり、自分の中で暴れまわる。

　とっくに感覚がなくなっているのに、それでも手すりを強く握にぎりしめる。

　負の感情は次から次へと燃えていき、ひとつの巨きよ大だいな感情に変わろうとしていた。

　全身に熱が通る。

　身体からだは完全に冷え切っているのに、燃え上がった血が隅すみ々ずみまで熱を届ける。

　ぎり、と歯を喰くいしばった。

「このままで終われるか……。終わってたまるか……ッ！」

　めらめらと燃える闘とう志しは、身体からだを奥おく底そこから温める。

　自身の吐はく息が熱くなるのを感じながら、由ゆ美み子こは立ち上がった。







「──ごめんね、加か賀が崎さきさん。忙いそがしいのに」

「いや、こっちこそ悪かった。ファントムの現場くらいは行きたかったんだが……」

　加か賀が崎さきが珍めずらしく困った表情を浮うかべる。

　彼かの女じよは以前会ったときと同じように、顔がくたびれていた。

　ため息を漏もらし、テーブルにコーヒーカップを置く。

「まだまだ忙いそがしくてな……。年末ってのはなんでこう……。由ゆ美み子こも踏ふん張ばりどころだから、少しでもついててやりたいんだけど……」

　収録を終えて一度家に帰ったあと、由ゆ美み子こは事務所を訪おとずれていた。

　会議室には由ゆ美み子こと加か賀が崎さきのふたりきり。

　テーブルの上には、ふたつのコーヒーと台本が置かれている。

　由ゆ美み子こは台本に手を置きながら、加か賀が崎さきをまっすぐに見つめた。

「忙いそがしい中ごめんだけど、助けてほしい。今日の収録、ぜんぜん上う手まくいかなかった」

「……そうらしいな」

　コーヒーを持ち上げながら、加か賀が崎さきは台本を見下ろす。

「どう困った。今、あたしにしてほしいことはなんだ」

「あたしの演技を聴きいて、音おん響きよう監かん督とくから言われたことを伝えるから、あたしがどうすればいいか教えてほしい」

「わかった」

　加か賀が崎さきが短く答えたので、台本を手て渡わたす。

　セリフは頭に入っている。

　ページ数を伝え、スタジオでやったように演じた。

　すべてのセリフを言い終えると、加か賀が崎さきは難しい顔で口元に指をやる。

「あたしもシラユリの資料はきちんと目を通したんだが……、その演技でダメって言われるのか」

　驚おどろいたように言う加か賀が崎さきに、少しだけ救われた気持ちになる。

　とはいえ、音おん響きよう監かん督とくから言われたのだからダメには違ちがいない。

　それは加か賀が崎さきもわかっているようで、前かがみになって尋たずねた。

「それで。具体的にどう言われた」

　由ゆ美み子こは杉すぎ下したから指導されたことを、漏もれなく話した。

　加か賀が崎さきは台本を眺ながめながら、ふんふんと頷うなずいていたが、やがてその頷うなずきもなくなる。

　すべて話し終えると、彼かの女じよは指で顎あごを擦こすった。

「……それ、今日言われたこと全部じゃないのか。よく覚えているな」

「え？　あぁ、まぁ。人から言われたことだし」

「そうか……、まぁうん。わかった。それにしても……」

　ぽつりと呟つぶやいたかと思うと、加か賀が崎さきは台本を眺ながめたまま固まった。

「いや……、これは……」

　難しい顔で何かを考かんがえ込こんでいる。

　ずっと黙だまっているので、不安になって彼かの女じよの顔を覗のぞき込こんだ。

「加か賀が崎さきさん？」

「ん。いや。何でもない」

　彼かの女じよは小さな笑えみを浮うかべていたが、隠かくすように手を軽く振ふった。

　真面目な表情に戻もどると、ゆっくりと言葉を紡つむぎ出だす。

「──うん。あたしが思うに、だが。音おん響きよう監かん督とくに響ひびいた演技は、やっぱりオーディションのときの演技だと思う」

「う、うん。それはそうだと思うよ。実際、オーディションの演技を昇しよう華かしてほしいって言われたし……。でも、そのとおりにしたよ。オーディションでは準備不足だったし、ぜんぜん演技を詰つめ切きれてなかったから、いっぱい練習してそこを調整して──」

「待った。そうじゃなくて。……その、準備不足の演技がよかったんじゃないか、って話だ」

　加か賀が崎さきは台本から視線を外し、こちらに指を向けてくる。

「考えてもみろ。あのときの由ゆ美み子こは、慣れてないキャラの演技だったうえに、練習量も足りてなかった。どうせ受かるわけない、と割り切ってもいただろう。監かん督とくが惹ひかれたのは、きっとそのときの演技だったんだよ」

　加か賀が崎さきは台本をテーブルの上に戻もどす。

　それを指でとんとんと叩たたいた。

「だが、状じよう況きようが変わった。役が決まり、由ゆ美み子こはたくさんの練習をして準備をして、意い気き込ごんで収録に挑いどんだ。そこで音おん響きよう監かん督とくが求める演技から離れてしまったんじゃないか」

「ま、待ってよ。それじゃ、練習しない方がよかったってこと!?」

　思わず立ち上がる。

　そんなのってないじゃないか。

　努力を重ねて、必死で練習したのに、それが逆効果だったなんて。

　しかし、加か賀が崎さきは冷静に手で制してくる。

「早まるな。そうじゃない。このキャラクターをしっかりと理解して、演技を深めたのはいい。ただ、演じようとしすぎたんじゃないか、と思う」

「演じようとしすぎ……？」

　不可解な言葉に眉まゆをひそめる。

　加か賀が崎さきは背もたれに身体からだを預け、話を続けた。

「こんな話があるだろ。ゲームやアニメのライブで、声優がキャラクターの演者として舞ぶ台たいで歌うとき。由ゆ美み子こなら、プラガのマリーだな。その際、演者の視点からは、演じるキャラクターはどこにいるか」

「あぁ……、あれでしょ。自分が歌っているとき、そのキャラは隣となりや後ろ、そばにいてくれるタイプ。そのキャラが自分に降りて、憑ひよう依いしているみたいに歌うタイプ、ってやつ。あたしは憑ひよう依いする感じだったけど……。え、それがどうかしたの」

　突とつ然ぜん、そんな話をされて困こん惑わくする。

　しかし、加か賀が崎さきは「それだよ」と指を立てた。

「ライブでも、マリーはすっかり由ゆ美み子こに馴な染じんでいるから、『演じよう』なんて意識はないだろ？　シラユリも同じかもしれない、って話だ。馴な染じんでるからじゃない。オーディションのとき、由ゆ美み子こはシラユリを自分に重ねて演じたんじゃないか。経験不足や練習不足を、無意識に自分で補った。『演じよう』とするんじゃなく、『ただ必死に演じた』」

　そして、と続ける。

「それが、監かん督とくの心に響ひびいた。お前のシラユリが、だ。ダメで元々だから、思い切った演技もできたろう。『ただ必死に演じたシラユリ』と『演じようとして演じたシラユリ』。きっとこの差が大きかったんじゃないか」

「……………………」

　加か賀が崎さきの言葉に、思わず黙だまり込こむ。

　思い当たる節はあった。

　というか、彼かの女じよの言うとおりだ。

　オーディションでは上う手まく演じよう、なんて気持ちは一いつ切さいなかった。

　あの状じよう況きようでできることをやるのが精せい一いつ杯ぱいで、やるだけやってダメなら仕方ない、という気持ちも強かった。

　今とは全く考えが違ちがう。

「そ、それなら加か賀が崎さきさん。あたしどうすればいいの……？」

　すがるように加か賀が崎さきを見ると、彼かの女じよは深く頷うなずいた。

　こちらに顔を寄せて、ゆっくりと言う。

「演じようとするな。降ろせ。さっき自分で言っただろう、お前は『憑ひよう依いするタイプ』だって。シラユリが持つあの強い感情、あれは由ゆ美み子こにも理解できるはずだ。決して知らない感情じゃない。自分にシラユリを重ねて、憑ひよう依いさせて、マイクの前で声を発すればいい。監かん督とくが求めているのは、きっとそういう演技だ」

　しっかりとこちらの目を見て、加か賀が崎さきは力強く言う。

　その言葉は思った以上にすとんと胸の中に落ち、言葉が身体からだに溶とけていくようだった。

　意識が演技に傾かたむく中、加か賀が崎さきはさらに続ける。

　今度は、ふっと笑えみを浮うかべながらだ。

「それとな。気を張りすぎるな。周りがベテランばかりだから、そりゃ緊きん張ちようするだろう。でも、それは絶対に演技に影えい響きようする。相手は同じ声優なんだ、気にしないくらいで……、いや、むしろ負けてたまるかー、くらいで行け」

「い、いや。それは難しいって。みんなすごい人ばっかりなんだし……、森もりさんや大おお野のさんだっているし……」

　加か賀が崎さきの言いたいことはわかるが、だからと言って、「じゃあ」とできるものではない。

『魔ま法ほう使つかいプリティア』に出演することを夢見た自分が、実際に演じた人たちに囲まれている。

　その状じよう況きようで、どうしていつもどおりでいられるのか。

　すると、加か賀が崎さきが何やら笑えみを浮うかべた。

「なに、加か賀が崎さきさん。どうしたの」

「ん。いやな、あたしはあの言葉が大好きでな。ほら、由ゆ美み子このお母さんが言ってたこと。……わからない？　なら緊きん張ちようしそうになったら、今から言う言葉を思い出しな」

　加か賀が崎さきは嚙かみしめるように言う。

「──『歌うた種たねやすみは、いつかプリティアになる声優です』」

「加か賀が崎さきさん……」

　加か賀が崎さきは嬉うれしそうに笑っている。

　その言葉は以前、由ゆ美み子この母が千ち佳かの母に啖たん呵かを切ったときのものだ。

　母の言葉がじんわりと染しみ渡わたっていく。

　加か賀が崎さきや母がこう言ってくれるのだ。

　彼かの女じよたちに報むくいるためにも、頑がん張ばらなくちゃ、と改めて思う。

「加か賀が崎さきさん、今度いっしょにママのスナック行こうよ」

「お、行く行く。由ゆ美み子このお母さんとは腰こし据すえて話したかったんだ。行こう行こう」

　思った以上に乗り気な加か賀が崎さきを見て、由ゆ美み子こは嬉うれしくなる。

　加か賀が崎さきはキャスト表を手に取り、もう片方の手でコーヒーカップを持ち上げた。

「まぁ、この面めん子つじゃ新人はそりゃ緊きん張ちようするだろって話なんだが。知り合いらしい知り合いもいないしな……。この中に由ゆ美み子こをよく知る奴やつがいれば、それこそ……」

　言いつつ、加か賀が崎さきの言葉が止まる。

　コーヒーカップに口を付けることも忘れて、キャスト表をじっと見つめていた。

「加か賀が崎さきさん？」

　呼びかけると、彼かの女じよは顔を上げて由ゆ美み子こをまじまじと見た。

「なぁ由ゆ美み子こ。演技で気に掛かかることがあったら──」

　再び、言いかけて止まる。

　どうしたのだろう、と由ゆ美み子こが首を傾かしげていると、加か賀が崎さきはふっと笑った。

「いや、なんでもない。ライバルに助けてなんて言えないよな」

「……？」

　彼かの女じよは何かを小さく呟つぶやいたかと思うと、手を振ふってごまかした。

「それより」と続けて、台本を指差す。

「これからのことを考えよう。幸い、正月休みを挟はさむから次の収録まで間がある。時間はある。演技を練り直そう。あたしでよければ、演技を聴きくくらいはできる。この時間でいいなら、事務所に来てくれたら毎日でも。帰りは車で送っていくから」

「え、いいの。加か賀が崎さきさん、忙いそがしいんじゃ」

「ばか。それくらいさせてくれ。あたしは由ゆ美み子このマネージャーだぞ」

　その言葉に、心がぽかぽかと温かくなる。

　忙いそがしくても彼かの女じよは精せい一いつ杯ぱいやってくれる。

　それが純じゆん粋すいに嬉うれしかったし、頼たのもしくもあった。

　そういうことなら、毎日しっかり練習して毎日でも事務所に──。

「あ、待った。注意。注意というか警告。根を詰つめるの禁止。お前のことだ、集中したらこれだけしか目に入らなくなるから。視野が狭せまくなるのは悪い癖くせだぞ」

「え、なにそれ。そんなこと……」

「ある。夕ゆう暮ぐれの裏営業疑ぎ惑わくのとき、何も考えずに突つっ走ぱしったのはどこのだれだ」

「う」

　……それを突つかれると痛い。

　確かにあのとき、視野が狭せまかったのは否定できない。

　もっと周りに目を向けられれば、あそこまでひどい状じよう況きようにならなかったかもしれない。

「で、でも……、集中するのは悪いことじゃないじゃん……」

　せっかく熱が高まっていたのに水を差されたようで、ぶつぶつと不満を漏もらす。

　すると、加か賀が崎さきは目を三角にしてこちらに指を突つき立たてた。

「ダメ。頑がん張ばるのはいいけど、根を詰つめるのはダメだ。いいか、由ゆ美み子こ。切せつ羽ぱ詰つまった人間は、切せつ羽ぱ詰つまった仕事しかできない。余よ裕ゆうのない人間に、余よ裕ゆうのある演技はできない。これはな、人生とこの業界の先せん輩ぱいとしての警告だ」

　険のある声で念ねん押おしされる。

　その実感のこもった言葉に戸と惑まどっていると、加か賀が崎さきは軽く息を吐はいた。

「お前にはほかの仕事も、学校生活だってあるだろ。それらを蔑ないがしろにしても良い演技なんてできないから。しっかり仕事して、ほどほどに遊んで、そのうえでちゃんと練習しなさい。あくまで普ふ通つうの生活に練習を上乗せすること。わかった？」

「わ、わかりました」

　勢いに押おされ、こくこくと頷うなずく。

　おそらく、その言葉がなければ、ずっとファントムのことばかり考えていただろう。

　加か賀が崎さきの警告を胸に刻みながら、台本に目を向ける。

「……加か賀が崎さきさん、もうちょっとだけ付き合ってもらっていい？」

「あたしの前でなら、いくら練習してもいいぞ」

　さらりと釘くぎを刺さしつつも、加か賀が崎さきは台本を持ち上げてくれた。







「────────────────」

「……由ゆ美み子こ！　由ゆ美み子こ、聞いてる？」

「え？」

　顔を上げる。

　目の前には、心配そうにこちらを覗のぞき込こむ若わか菜なの姿。

　状じよう況きようがわからず、周りを見回す。

　教室内はざわざわと賑にぎやかな声で満たされ、クラスメイトは半数くらいになっていた。

　教室を出ていく生徒たちは、スクールバッグを持って別れの挨あい拶さつを交かわしている。

「もうホームルーム終わったよ？　なのに由ゆ美み子こ、ずっと固まっててさ。びっくりしたよ。どしたん？」

「……そっか。ごめん、ぼうっとしてた」

　眉み間けんを指でぐりぐりとほぐす。

　最近、こういうことが多い。

　加か賀が崎さきに注意を受けたので、気を付けてはいる。だが、それでもファントムのことを考えてしまう。

　一度考えだすとすっかり意識を持っていかれ、いつの間にか時間が経たっていた。

　集中するとほかのことが見えなくなる、という加か賀が崎さきの指し摘てきは正しいかもしれない。

　若わか菜なの目はこちらを気き遣づかうものだったが、ぱっと表情を明るくさせた。

「ねぇ由ゆ美み子こ。今日ってラジオの収録だよね？　それまでどっか遊びに行かない？」

「え？　いやあたしは──」

　確かに収録まで時間はあるが、それなら少しでも練習したい。

　台本や資料は鞄かばんに入ってるし、読よみ込こむことだってできる。

　一秒でも長く作品のことを考えていたい。

　なので、反射的に断りかけたが……。

『──頑がん張ばるのはいいけど、根を詰つめるのはダメだ』

「……あー。行く。行く行く。どこ行こっか。若わか菜な、行きたいところある？」

　加か賀が崎さきの言葉を思い出し、笑え顔がおで頷うなずく。すると、若わか菜なの顔が嬉うれしそうに輝かがやいた。

「え、由ゆ美み子こたちどこか行くの？」

「いいなー……。わたしたちも行っていい？」

　由ゆ美み子こたちの話を聞きつけ、クラスの女子が集まってくる。

　結局、クラスメイト何人かで遊びに行くことになった。

　ぞろぞろと廊ろう下かを歩いていると、隣となりの若わか菜なが顔を寄せてくる。

「よかった」

「なにが？」

「最近の由ゆ美み子こ、元気なかったから。たまにこわーい顔してるし。ちょっと前から忙いそがしいって言って、遊びに誘さそっても来てくんなかったしさ」

「あー……。うん。ちょっと仕事が立たて込こんでて」

　そんなに顔に出ていたのか、と自分の頰ほおをぐにぐにとほぐす。

　若わか菜なの言うとおり、ファントムに受かってからはずっと家で練習していた。

　遊びに行くのも久しぶりだ。

　……加か賀が崎さきが言いたいのは、こういうことだったんだろうか。

「ねぇ、若わか菜な。冬休み入ったら、うちに泊とまりにこない？」

「え、いいの？　行く行く！　やった、久しぶりに由ゆ美み子このご飯食べられるー」

　若わか菜なは由ゆ美み子この腕うでに抱だき着つき、気の抜ぬけた笑えみを浮うかべた。







　若わか菜なたちといるときは仕事を忘れ、たくさん遊んだ。

　時間が来てから彼かの女じよたちと別れ、そのまま収録スタジオに向かう。

　打ち合わせのための、いつもの会議室。

　まだだれも来ていないため、ひとりで静かに待っていた。

「……時間あるし」

　鞄かばんから台本と資料を取り出す。空いた時間を有効に使うのは、問題ないはず。

　ぺらぺらとめくり、作品の世界に没ぼつ入にゆうした。

「…………………………………………………………………………………………ん」

　今何時だ、と顔を上げて椅い子すからひっくり返りそうになった。

　いつの間にか、何食わぬ顔で隣となりに千ち佳かが座すわっていたからだ。

　彼かの女じよはスマホから顔を上げ、怪け訝げんそうな目を向けてくる。

　さすがに物申さずにはいられない。

「びっ……くりしたぁ……！　い、いるならいるって言ってよ……！　心臓飛び出すかと思った……。まーた忍にん者じやのスキル上げたわけ？　気配が完全に死んでたわ……」

　胸を押おさえて呻うめく。

　いくら気配を殺すのが上う手まいからって、驚おどろかそうとするのは悪あく趣しゆ味みではないか。

　こちらが睨にらむと、彼かの女じよは睨にらみ返してくる。

「出たわ。あなたのそういうところ、本当に嫌きらい。言っておくけど、わたしは音を立てて扉とびらを開けたし、佐さ藤とうに挨あい拶さつもしたわ。それを無視したのはあなたじゃない」

「は？　そんなわけないでしょ。じゃあ気付くわ」

「気付かなかったのよ。あなたはそれに夢中だったから」

　千ち佳かが指を差したのは、広げていた台本と資料。

　これに集中していたから、挨あい拶さつや入室に気が付かなかった、と彼かの女じよは主張している。

　……そんなことある？

　本当かなぁ……、と疑っていると、千ち佳かが先に口を開いた。

「〝現場に台本なんてこれ見よがしに持もち込こんで、やらしい〟」

「うるさいな……」

　以前、学校で彼かの女じよに言った言葉をそのまま返される。

　相手をするのも億おつ劫くうになり、台本に目を向けた。

　千ち佳かと会話をするのは、あの収録以来だ。

　あんなことがあったあとで普ふ通つうに話せるだろうか、と心配していた。

　どうやらそれは杞き憂ゆうだったらしい。

　言げん及きゆうしなければ、このまま何事もなく収録だってできるだろう。

　ただ。

「渡わた辺なべ」

「なに」

「あたしはあんたが嫌きらい」

「知ってる」

「だから、あんたにがっかりされるのが一番ムカつく。すごくやだ。絶対に耐たえられない。だから──失望されたままでは、いないから」

　顔を上げて、彼かの女じよを見る。

　千ち佳かは無表情でじっとこちらを見ていた。

　視線が交わる。

　しばらくの間、お互たがい見つめ合ったまま動かなかった。

　やがて、千ち佳かが小さく笑えみを浮うかべる。

「楽しみにしているわ」

「うん」

　短いやりとりのあと、由ゆ美み子こは台本に視線を落とす。

　同じように、彼かの女じよがスマホに目を向けるのがわかった。

　朝あさ加かが来るまでの間、ただただ静かな時間が流れていた。
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「由ゆ美み子こ、やっぱり最近元気ないね」

　向かいに座すわる若わか菜なが、ストローを口にくわえたまま言う。

　今は放課後の帰り道。

　ふたりでファミレスに寄って、だらだらとおしゃべりをしている最中だった。

「……やっぱそう見える？」

「うん。たまーに、スイッチがオフになってるっていうか。仕事のこと？　疲つかれてるの？」

「うーん。仕事のことだけど、疲つかれてるわけじゃなくて」

　背もたれに身体からだを預ける。

　自覚はしていたが、人といるときにまで出ているとは思わなかった。

　それとも、若わか菜なといると気が抜ぬけるからだろうか。

　ミルクティーを眺ながめながら、正直に言う。

「前の収録がぜんぜん上う手まくいかなくてさ。自分のせいなんだけど、辛つらいことばっかで。次の収録で挽ばん回かいしなきゃ、って頑がん張ばってるんだけど……、そのときの失敗を時々思い出しちゃって」

　ふっと影かげを落とすかのように、あのときのことを思い出す。

　次の収録を意識すればするほど、どうしてもチラついてしまう。

　あんな惨みじめな思いは二度としたくない。

　そう思うからこそ、そのために頑がん張ばっているからこそ、あの収録がフラッシュバックする。

「だから、若わか菜なが遊びに誘さそってくれるといい気分転てん換かんになるよ。こう、気持ちが上向くっていうか。空気が入いれ替かわる気がする。ずっとひとりでいると、空気がこもるからよくないんだなって思った」

　加か賀が崎さきの言うとおりにして、実際に感じたことだ。

　思えば、家に閉じこもって練習していたときは、視界がどんどん狭せまくなった。

　息苦しい感じもした。

　そこで休きゆう憩けいを挟はさめばリフレッシュできるけれど、そのやり方も知らなかった。

　若わか菜なが陽気に外へ連れ出してくれて、本当にありがたい。

　それを伝えると、彼かの女じよは安心したように笑った。

「よかった。もしかしてわたし、由ゆ美み子こに気を遣つかわせてるのかなーって思ったから。無理に付き合ってもらってたらどうしようって」

「なに言ってんの。嫌いやだったら来ないよ。あたしが今いま更さら、若わか菜なに気を遣つかうと思う？」

　素す直なおにそう言うと、若わか菜なは幸せそうに微ほほ笑えむ。

　由ゆ美み子こは頰ほお杖づえを突ついて、ぽつぽつと続けた。

「それに、若わか菜なのおかげで外に目を向けられたからさ。今、いろいろやってる。乙おと女め姉さん──先せん輩ぱいたちにアドバイスもらったり、監かん督とくたちに相談しに行ったりとか。……そんかわり、考えることも多いから、たまに固まっちゃうんだけど。そこはごめん」

　苦く笑しようして謝あやまると、若わか菜なは「はぁ～」と感かん嘆たんの声を上げた。

「なんかこう聞くと、由ゆ美み子こって本当に声優さんなんだって感じがする。すごいなぁ」

「すごかないよ。すごかったら、こんなふうに悩なやんだりしないって。まぁとにかく、若わか菜なと遊ぶのはすごく楽しいし、愚ぐ痴ち聞いてもらってありがたいから。変な気を遣つかうのはナシ」

　安心させるために笑え顔がおで手をひらひらとさせたが、今度は若わか菜なが難しい顔をしていた。

「ふーむ……、気分転てん換かん……」

「若わか菜な？　……普ふ段だんのあたし、こんな感じで固まってんのかな」

　何やら考かんがえ込こんでしまった親友を見つめ、ぽつりとこぼした。







「はいはーい、クリスマス会の予定が決まりましたー！　十二月の二十四日！　学校帰りにみんなでカラオケ行くよー！　参加者は川かわ岸ぎしまで！　シクヨロー！」

　期末のテスト返しも終わり、二学期も残りは消化試合。

　あとは、楽しい冬休みに思いを馳はせるのみ。

　そんな放課後の教室。

　ホームルームが終わるとすぐに、若わか菜なが教きよう壇だんの前でそう声を張り上げていた。

　ペンと紙を振ふりながらだ。

「えー、行く行くー」「お店決まってんのー？」「若わか菜な、わたしの名前書いておいてー」「川かわ岸ぎしー、それ男子も行っていいやつ？」「ていうか、ここにいる奴やつら全員イブに暇ひまなのウケんね」

　教きよう壇だんの前にクラスメイトがワイワイと集まる。

　若わか菜なや由ゆ美み子この明るいグループの面めん子つが多く、ほかの男子や女子も積極的な子が多い。

　彼かの女じよたちが明るく楽しそうなのを見ると、この間のラジオ収録を思い出してムカムカしてきた。

『あんなの本当にぞっとするわ。教室で群れるだけで飽あき足たらず、外でも集まりたがるなんて。絶対に近付きたくないわね』

　こうやってみんなで集まって遊ぼう、なんて楽しくていいじゃないか。

　それをあんな言い方。性格のわっるい。

　収録では流れで口にしたが、意識すると本当に合同イベントが心配になってきた。

　桜さくら並なみ木き乙おと女め、柚ゆ日び咲さきめくる、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひ、歌うた種たねやすみの四人で年明けに合同イベントが行われる。

　何をするかはまるで決まっていないが、盛り上げるためには四人の協力が不可欠なはずだ。

　全く協調性のない千ち佳かがいて、問題なく終わるのだろうか。

　不安の原因である千ち佳かを盗ぬすみ見みる。

　彼かの女じよはもちろん「行く行くー！」なんて前に出ることなく、帰るための準備をのっそりと進めていた。

「由ゆ美み子こー！　来て来て！　来て来て！」

　名前を呼ばれて、前に向き直る。若わか菜なが元気よく手招きしていた。

　教きよう壇だんの方に寄っていく。

「若わか菜なちゃん、どうちたのー」

「由ゆ美み子こも行こうよ、カラオケ！　クリスマスは盛り上がろうぜ！」

「あー……、行きたいのは山々だけど、仕事入るかもだし」

「あー、声優って予定組むの難しいんだっけ？」と周りの女子に言われ、「そーそー」と返す。

　ファントムのオーディションがいい例だが、「明日入れる？」なんて声優業界ではざらだ。

　ひとつでも多くの仕事を受けたい身としては、少し先の予定も入れづらい。

　ファントムの収録は関係なく、単純に声優として断らざるを得なかった。

　すると、若わか菜ながにぃっと笑う。

「何のためにわたしが幹事やると思ってんの。行けなくなったら、わたしが調整するからさ。仕事入らなければでいいから、行こうよ。パーッと騒さわいで、楽しく過ごそ！」

「若わか菜な……」

　ようやく彼かの女じよの真意に気付く。

　温かい心こころ遣づかいに胸がきゅーっと締しめ付つけられた。

　愛いとしさのあまり、若わか菜なを抱だきしめながら言う。

「若わか菜なありがと～、やさし～、好き～、仕事入らなかったら絶対行く～」

「うへへぇ。優しいっしょ？　将来、女の子産んだら、優やさしい子に育ってもらうために若わか菜なって名前にしてもいいよ」

「自じ己こ肯こう定てい感かんつっよ……。自分の子に親友の名前つけるとか、絶対若わか菜なもうこの世にいないやつじゃん」

　しかし、本当に若わか菜なには世話になりっぱなしだ。

　こう……、感謝の気持ちを伝えたいなぁ……、と思いながらくっついていると、若わか菜ながこちらの脇わき腹ばらをツンツンとつついてくる。

「ね、由ゆ美み子こ。渡わた辺なべちゃんは行かないかな？　誘さそってみたらどうだろ。人数の調整なら、わたしできるし」

「えぇ？」

　なんだか頓とん狂きようなことを言い出した。

　由ゆ美み子こはすぐに手をふりふりする。

「いやぁ、渡わた辺なべは行かないでしょ。こういうの嫌きらいみたいなこと言ってたし」

「えー……？　来てくれないかなぁ。わたし、渡わた辺なべちゃんとカラオケ行ってみたいよぉ。ねぇ由ゆ美み子こ～、誘さそうだけ誘さそってみてよ～」

　どうも若わか菜なは、千ち佳かのことが気になっているらしい。

　彼かの女じよ曰いわく、四月にカフェラテをかけちゃったときより、ずっと雰ふん囲い気きがやわらかいし、今なら仲良くなれるかも……、とのこと。

　若わか菜なの望みなら叶かなえてあげたいが……。

　そこで、あぁ、と心の中で嫌いやな笑えみを浮うかべた。

「渡わた辺なべー、ちょっとー！」

　教きよう壇だんから声を張り上げると、千ち佳かがぎょっとした顔でこちらを見た。

　由ゆ美み子こが大声を上げたせいで、注目が集まったから余計にだろう。

　気まずそうな表情に変わり、一度由ゆ美み子こを強く睨にらむ。

　ただ、嘆たん息そくしつつも素す直なおにこっちへ寄ってきた。

「なに」

　そっけなく言う。さっさと用を済ませてくれ、と言わんばかりだ。

「渡わた辺なべ、クリスマスイブって予定ある？」

「は？　別にないけれど……」

「はーい、渡わた辺なべさんクリスマス会にご参加ー」

　由ゆ美み子こが宣言しながら、リストに名前を書かき込こんでいく。

　当然、千ち佳かは「ちょっと」と顔をしかめた。

「ふざけないで。そんなの行くわけ……」

「え、渡わた辺なべさん行くの？　めっちゃレアじゃない？」「お、あたし渡わた辺なべさんと遊びに行くの初だわ。渡わた辺なべさんって何歌うの？」「渡わた辺なべさんも声優じゃなかったっけ？　このカラオケ、実はめっちゃレアだったりする？　由ゆ美み子ことデュエットしてくんないかなー」「ゆゆゆゆゆ、夕ゆう姫ひめとやすやすが、さ、参加、するなら、ぼ、僕ぼくも……！」

　千ち佳かが拒きよ否ひするよりも早く、どやどやと周りが騒さわぎ出す。

　これは面めん倒どうなことになった、と悟さとった千ち佳かが、キッとこちらを睨にらみつけてきた。

　彼かの女じよに顔を近付けながら、由ゆ美み子こは指を差す。

「渡わた辺なべがこういう集まり嫌きらうのは勝手だけど、体験もせずに否定するのは納なつ得とくいかないんだよね。どうせあんた、一回も行ったことないんでしょう？」

　由ゆ美み子この言葉に、千ち佳かの目がより鋭するどくなる。

　挑ちよう戦せんと受け取ったのかもしれない。

　真っ向からこちらの目を見つめ、忌いま々いましそうに言った。

「……一度行って、それでも気持ちが変わらなかったら、あなたには謝あやまってもらうわよ」

　それに対して、由ゆ美み子こは鼻を鳴らす。

　どうやら奇き妙みようなことに、今年のクリスマスは千ち佳かと騒さわぐことになりそうだ。







　来たる十二月二十四日。

　クリスマスイブ。

「はーい、クリスマス会に参加の人はわたしについてきてくださーい！」

　放課後になった瞬しゆん間かん、若わか菜なが自分の席で元気よく手を挙げる。

　参加予定の生徒が仲良く「はーい」と声を上げた。

　ぞろぞろと教室から出ていく。楽しそうに話す生徒からは笑えみがこぼれていた。

　ただ、最さい後こう尾びを歩く千ち佳かは明らかに顔が暗い。

　由ゆ美み子こはさりげなく隣となりに陣じん取どり、肘ひじで彼かの女じよをつつく。

「ちょっと。渡わた辺なべがあんまり嫌いやそうにしてると、若わか菜なが気を遣つかうんだけど。せめて普ふ通つうにできないの」

「わ、わかってるわよ」

　慌あわてて、千ち佳かは両手で顔をほぐす。

　視線に気付いたわけじゃないだろうが、前を歩く若わか菜なが振ふり向むいた。

　にこーっと笑いながら、手を振ふってくる。由ゆ美み子こも振ふり返した。

　物もの怖おじせずにアピールしてくる若わか菜なに、さすがの千ち佳かも強い態度には出られないようだ。自分を好いている相手は嫌きらいづらい、というやつだ。

「あぁ……、仕事入ったって言えばよかった」

　若わか菜なが前に向き直ると、千ち佳かはため息まじりに言う。

「渡わた辺なべが仕事入ったって言ったら、あたしはなるさんに確かく認にんするつもりだったけど。連れん絡らく先さき知ってるし」

「ちょっと。人のマネージャーと連れん絡らく取るのはやめて。ていうか、なんで連れん絡らく先さき交こう換かんしているのよ……、必要ないでしょうに……」

「今度ご飯行くよ」

「ご……、出たわ。あなたのそういうところ、本当に嫌きらい……」

　頭痛に耐たえるように頭に手をやる。

　まぁ確かに、もし千ち佳かと加か賀が崎さきがご飯を食べに行ったら普ふ通つうに嫌いやだ。

　言葉では説明しにくい、妙みような気まずさがある。

　絶対にありえないと言い切れるが。

　嫌けん悪お感かんをにじませながら、千ち佳かが悪態をつく。

「あぁ、可哀かわい想そうな成なる瀬せさん。佐さ藤とうみたいな図ずう々ずうしい女に押おし切きられて、貴重な時間を浪ろう費ひすることになるのね。クレーム先はチョコブラウニーでいいのかしら。御おん社しやのタレントが弊へい社しやのマネージャーにストレスをかけています、どういうことですかって」

「は？　そんなクレーム入れるなんて、あんたモンスター声優？　略してモンセ？　言っとくけど、なるさんはぜひぜひーって嬉うれしそうだったから」

「あらあら、日ひ頃ごろから社交性があるとアピールしてる佐さ藤とうさんには珍めずらしい。猿さるも木から落ちるってことかしら。釈しや迦かに説法で恐きよう縮しゆくなのだけれど、社交辞令って聞いたことない？　あぁ今、ギャルに社交辞令ってことわざができた瞬しゆん間かんかもね。意味は独りよがり」

「こいつ……。覚かく悟ごしときなさいよ。酔よわせて渡わた辺なべの恥はずかしい話全部引き出してくるから」

「ちょっと！　そ、そういうのは、ダメでしょう……」

「ふうん？　なにか聞かれたくない話があるわけね。これは聞き出し甲が斐いあるなー」

「そうじゃなくて、コンプラ。うっかり成なる瀬せさんに言っちゃいけない話させないでよ」

「あぁ……、そっち……？　あ、はい、そっちは気を付けます……」

　そんなやりとりのあと、千ち佳かはため息をこぼす。

　げっそりした顔で頭を振ふったあと、疲つかれた声で続けた。

「結局、出席は避さけられないのね……。カラオケ……、どこかでおしゃべり、よりはよっぽどいいのだけれど。カラオケ……、ね」

「なに。お姉ちゃんってカラオケ嫌きらいなの？」

「嫌きらいというか……、遊びに行くイメージがないのよね。カラオケって、ひとりで歌や演技の練習をする場所、もしくは時間を潰つぶす場所、としか……」

「あぁ……、そうね。あたしもヒトカラ行く回数のが多いもんな……」

　おそらく、この場では由ゆ美み子こしか共感できない感情だろう。

　ライブ前なんかは、カラオケに入いり浸びたることもよくある。

　仕事と仕事の合間、時間潰つぶしに使うのもちょうどいい。

「まぁ、歌を聴きくだけなら気楽なものだけれど」

「………………」

　さらりと言う。

　……なんとなく予想していたが、彼かの女じよはやはり歌う気はないのだろうか。

　歌ってくれないのだろうか。

　いや、難しいだろうな、とは思いつつも、どうしても期待してしまう。

　何なら、リクエストしたいとさえ思う。

　えーでも、リクエストできるとしたら、歌ってほしい曲いっぱいあるなぁ……。

「佐さ藤とうは歌うんでしょう？」

　頭の中でリスト表を作っていたら、顔を覗のぞき込こまれて我に返る。

　目を逸そらしながら、「人並みには」と答えた。

「ふうん」

　その声が少しだけ弾はずんだように聞こえたのは、さすがに気のせいだろうか。







「いえーい！　せんきゅっ！」

「俺おれたちの歌、聴きいてくれたかーい！」

「男子どもうるせー！　終わったら早くマイク渡わたす！　次だれだっけ？」

「あいあーい、あたしら。盛り上がるぜーい」

　次の曲が始まり、女子数人が前方のスペースに移動する。

　彼かの女じよたちが歌い始めると、マラカスやタンバリンがシャカシャカシャンシャンとそこかしこから響ひびき、わっと賑にぎやかな空気に変わった。

　みんなが知っている明るいヒットソングのため、ほかの人もいっしょに歌ったり、身体からだを揺ゆらす姿が見える。

　クラスの過半数が参加しているために人数は多いが、広くて大きいパーティルームなので居い心ごこ地ちはよかった。

　みんなといっしょに歌ってもいいし、聴きいていてもいい、友達としゃべっていてもいい。

　明るくて楽しくて賑にぎやか。由ゆ美み子こ好みの空気だ。

　心がぱぁっと光に照らされる感じがする。

「由ゆ美み子こー、なんかいっしょに歌おうよー」

「おー、いいよ。なに歌う？」

　隣となりに座すわった子に言われ、いっしょに端たん末まつを見る。

　そのとき、ちらりと千ち佳かに目を向けた。

　彼かの女じよはジュース片手に、若わか菜なと何やら話はなし込こんでいる。

　といっても、若わか菜なが一方的に話しかけ、千ち佳かが時折返事しているだけのようだが。

　けれど、千ち佳かの表情が歪ゆがむことはないし、むしろやわらかいときがある。

　若わか菜なは上う手まくやっているようだ。

　若わか菜ながテーブルにある食べ物を勧すすめれば、勧すすめられるままに食べるし、そのとき表情がぱっと明るくなる。

　歌わないにしても、それなりに楽しんでいるじゃないか、と由ゆ美み子こは思う。

「若わか菜なー！　次、わたしたちだよー！」

「え？　あ、うん、行くー！」

　しかし、若わか菜なも千ち佳かにつきっきり、というわけにはいかない。みんな若わか菜なと遊びたいのだ。

　ひとりぼっちになると、いつも通りの千ち佳かに戻もどってしまう。

　席に座すわり、だれとも会話せず、ただスマホをいじっている。

　しかし、ここで由ゆ美み子こが隣となりに座すわるのはなんだか違ちがう気がする。

　千ち佳かだって別に喜ばないだろう。

「ねー、由ゆ美み子こどれ歌う？　何の曲がいい？」

「え？　あ、あー、うん。どれにしよっか」

　後うしろ髪がみを引かれつつ、由ゆ美み子こは視線を戻もどした。







　みんなと何曲か歌ったあと、飲み物がなくなったので部屋から出る。

　空のコップを持ってドリンクサーバーを見ていると、後ろからぎゅーっと抱だき着つかれた。

「由ゆ美み子こ～」

　若わか菜なが情けない声を上げて、もたれかかってくる。

　こちらの肩かたに顔を乗せ、何やら呻うめいていた。

「あー、若わか菜な。幹事お疲つかれ様さま。いろいろとありがとね」

「それはいいんだけどさ～、渡わた辺なべちゃんがぜんぜん楽しんでくれないよ～。笑ってくれないし、話もあんまりしてくれないし……。やっぱつまんないのかなぁ」

「え、あれだいぶ機き嫌げんいいよ。若わか菜なうまくやってんなー、と思ったもん。元々あんまり笑わない奴やつだし、気にすることないと思うけど」

「え、そうなの？」

「うん」

　さすがだなー、と思って見ていたくらいだ。

　由ゆ美み子こと千ち佳かだったら、とっくの昔にどちらかが苛いら立だった声を上げている。もしくは完全に無言になるか。それに比べたらよっぽど空気が良いい。

　それを伝えると、若わか菜なはなぜか嬉うれしそうに笑った。

「なに？」

「いや、やっぱり専門家に聞くのが一番だなーって思っただけ」

「やめてよ、ぞっとするわ……」

　単にいっしょにいる時間が長いだけだ。

　別に仲がいいわけでもない。むしろ悪い。

　若わか菜なは空のコップを振ふりながら、サーバーの前でドリンクを選び始めた。

「でもなー、せっかくカラオケに来たんだから、一曲くらい歌ってほしいなー。歌ってよー、って言ってもぜんぜんでさ。渡わた辺なべちゃん、音おん痴ちってわけじゃないよね？」

「め」

　めちゃくちゃ上う手まい、と言いかけて、慌あわてて止める。

「主題歌任せられるくらいだから、上う手まいと思うけど」

「えー、それなら聴ききたいなー。ねー、由ゆ美み子こ。何とかならない？」

　顔を近付けて、甘あまえるような目を向けてきた。

　彼かの女じよの頭をぽんぽんとしながら考える。

　若わか菜なが望むのなら何とかしたいが、自分が言ったところで歌うとも思えない。

　あの天あま邪のじ鬼やくのことだ、むしろ態度が強固になるに違ちがいない。

　どうしたものか。

　そこで思わずにやりと笑う。

　確かに自分は千ち佳かの専門家かもしれない。

　彼かの女じよが嫌いやがることなら、すぐに思いつくからだ。







　部屋に戻もどると、ちょうどいいタイミングだった。

　クラスメイトがひとりで歌っていたのだ。この空気ならばやりやすい。

　若わか菜なに目配せする。

　彼かの女じよは頷うなずくと、千ち佳かの隣となりへと戻もどっていった。

「あー、あたしも歌うー」

　由ゆ美み子こはさりげなさを装よそおい、端たん末まつを手に取る。

　千ち佳かが若わか菜なと話はなし込こんでいるうちに、さっさと曲を入力した。

　順番が回ってくると、聞きき馴な染じみのあるイントロが流れてくる。

　曲が流れても、ほかの人はピンときていない。

　だが、千ち佳かだけがはっとして顔を上げた。

　きょろきょろと周りを見回している。

　そこで由ゆ美み子こがマイクを持って立ち上がると、千ち佳かは憎にくらしそうに顔を歪ゆがめた。

　どういうつもり、とでも言いたげに睨にらんでくる。

　モニターには、曲名と歌手名が表示されていた。

『きみと指ゆびを絡からめて　／　鳴なる宮みや雪ゆき乃の（夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひ）』

　かつて夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひがメインキャストを務めたテレビアニメ、『指ゆび先さきを見みつめて』の主題歌だ。

「あ、この曲なんかで聴きいたことある」「アニメの曲っしょ？　姉ちゃんが観みてたわ」「由ゆ美み子こがこういうの歌うの珍めずらしいね」「ていうか、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひって渡わた辺なべさんのことじゃなかった？」「噓うそ、これ渡わた辺なべさんの曲？」「えー、なんかすごい」「ゆ、夕ゆう姫ひめの曲をやすやすがカバー……！　こ、これは激レアだぁ！」そんなクラスメイトの声が聞こえてくる。

　クラスメイトを巻まき込こんで申し訳ないな、と思いつつも、丁てい寧ねいに歌い上げた。

　この曲は聴きき込こんでいるうえに、ヒトカラではよく歌っている。

　自分で言うのもなんだが、完成度は高いはずだ。

　何なら、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひに寄せて歌った。

　当然、千ち佳かは面おも白しろくないだろう。

　凄すさまじい目力でこちらを睨にらみつけている。

　その眼光の鋭するどさといったら、周りの人が千ち佳かを見てから、思わず目を逸そらすほどだ。

　だが、それすら今は心ここ地ちよい。声に熱を込こめて歌った。

　そこですかさず、若わか菜なが千ち佳かに端たん末まつを手て渡わたす。

　そうなれば、彼かの女じよの行動なんて決まっている。

　千ち佳かから視線を外して、きっちり夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひの曲を歌い上げた。

「由ゆ美み子こやっぱり上う手まいねー、歌のレッスンとかしてるの？」「声も綺き麗れいだよねー、声優さんって感じ！」「声変えてなかった？　すげーよなー」「えー、もっと歌ってよー」

　ありがたいことに拍はく手しゆまでもらえる。

　どーもどーも、なんて笑っていると、次の曲のイントロが始まった。

　黒いオーラを纏まといながら、ゆらりと立ち上がるのは千ち佳かだ。

　そして、モニターには曲名と歌手名が表示される。

『二に千せん分ぶんのイチの花はなびら　／　マリーゴールド（歌うた種たねやすみ）』

　予想通り、千ち佳かも張り合って由ゆ美み子この曲を選せん択たくしてきた。

　プラスチックガールズで演じた、マリーゴールドのキャラソンである。

「お、渡わた辺なべさんじゃん」「渡わた辺なべさん初めてだね～」「あれ、歌うた種たねやすみって由ゆ美み子この芸名じゃなかった？　今度は由ゆ美み子この曲を渡わた辺なべさんが歌うってこと？」「番組企き画かくみたーい！」「なんかすごくね？」「あ、あぁ！　や、やすやすの曲を夕ゆう姫ひめがカバーなんて！　あわわ！」「木き村むらうるせーぞ！」

　そんな声が聞こえてくるも、千ち佳かは意に介かいさない。

　ただ由ゆ美み子こに挑ちよう戦せん的てきな目を向けてくる。

　そうして、彼かの女じよはマイクを口に持っていった。

　………………………………。

　……いや、上う手まいな。

　うっかりすれば聴きき惚ほれそうだ。

　というか、ひとりだったら確実に目を瞑つぶって聴きき入いっていた。何なら、この歌欲ほしいんだけど……。人のキャラソンをここまで上う手まく歌うんじゃないよ。

　周りも千ち佳かの歌声に聴きき入いっていた。

　普ふ段だん、ほとんどしゃべらないクラスメイトが、ここまでの歌唱力を見せつけてくれば、そりゃ惹ひき込こまれる。

　千ち佳かは歌い終えると、皮肉げな顔でふん、と鼻を鳴らした。

　茶番は終わり。そうとでも言いたげにマイクを手放そうとする。

　しかしその瞬しゆん間かん、周りのクラスメイトがわっと声を上げた。

「渡わた辺なべさんめっちゃ上う手まいじゃん！」「すごかったよー！　なんで今まで歌わなかったの？」「ほかの曲も聴ききたーい！」「ちょっと由ゆ美み子こ！　由ゆ美み子こと渡わた辺なべさんでデュエットしてよ！」「それめっちゃいい！　ちょっと渡わた辺なべさん！　由ゆ美み子こ！　来て来て！」

　そんなふうに盛り上がっている。

　千ち佳かは戸と惑まどい、とにかくマイクを置こうとした。

　しかし、にこにこ顔の若わか菜なにそっと背中を押おされる。

　仕方なく、由ゆ美み子こもマイクを回収して前に出て行った。

「ちょ、ちょっと。何とかしてよ」

　そばに来た千ち佳かが困り顔でそう言う。

　当然、そんな要求は飲まない。

　強ごう引いんに千ち佳かと肩かたを組んで、マイクを掲かかげた。

「よーし！　リクエストあるなら言いな！　今日だけ何でも歌うから！」

「ちょっと！　勝手なことを……」

　由ゆ美み子この宣言に周りが沸わき立たつ。

　千ち佳かは声に怒いかりをにじませ、由ゆ美み子この腕うでから逃のがれようとした。

　けれど、周りが曲名を次々と挙げてくる。

　さすがにここまで盛り上がってしまうと、下手に引き下がるのも面めん倒どうだろう。

　結局、盛り上がるままにリクエストに応え、途と中ちゆうからみんなといっしょにたっぷりと歌った。
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　キリのいいところで、部屋からそっと抜ぬけ出だす。

　由ゆ美み子こと千ち佳かが散々煽あおったせいで、部屋の中の熱量は高い。

　ドリンクサーバーに空のコップを持っていくと、そこに千ち佳かの姿があった。

　サーバー近くにベンチチェアがあり、そこに腰こしかけて休んでいる。

「あぁ……、佐さ藤とう」

　さすがに疲つかれたのか、さっきの行こう為いに文句を言う気配もない。

　由ゆ美み子こは隣となりにすとんと腰こしを下ろした。

　千ち佳かはこちらを一いち瞥べつしたが、特に何も言ってこない。

　由ゆ美み子こは部屋の方を見ながら、ぽつりと呟つぶやいた。

「盛り上がってたじゃん。あんたも結構歌ってたしさ。あんなふうにワイワイ歌うのって、ひとりではできないでしょ。悪くなかったんじゃない？」

　千ち佳かは軽く息を吐はく。

　コップの中を覗のぞくようにしながら、微ほほ笑えみを浮うかべた。

　やわらかな口調でこう続ける。

「……そうね。食くわず嫌ぎらいで、こういうものに今まで参加しなかったけれど。実際に来てみたら、悪くはない体験だったわ。あなたにはお礼を言わないとね──」

　顔を上げて、こちらに笑え顔がおを見せる。

　その笑え顔がおはとっても綺き麗れいで、見み惚とれるような輝かがやきを放っていた。

　思わず、見つめ返してしまう。

　まるで、声優・夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひが見せるような──完全メディア向けの笑え顔がおだ。

　案の定、彼かの女じよの笑えみはバカにしたようなものに変わった。

　はん、と鼻を鳴らす。

「……とでも言えば、物語としては美しいんでしょうけど。生あい憎にくながら、わたしはひとりの方が合っていると再さい認にん識しきしたわ。騒さわげば楽しい、と思っているあなたには理解できないでしょうけど、静かな空気が好ましい人間もいるってこと。だからほら、謝あやまりなさいな」

「……………………」

　饒じよう舌ぜつに文句を連ねる千ち佳かに閉口する。

　なんと可か愛わいげのない女だ。

　……いや、本当か？　本当に楽しんでなかったか？　傍はたから見たら、結構なノリノリ具合だったぞ？

　そうは思うものの、言ったところで認めないだろうし、負まけ惜おしみになりかねない。

「へーへー、そうですか。それは悪ぅございましたね。すんませんした」

「ちょっと。もっと心を込こめて言いなさいな」

「ごめんなさい。あたしが間ま違ちがってました。許してください」

「んふ」

「嬉うれしそうな顔するんじゃないよ……、これくらいで……」

　はぁ、とため息を漏もらす。

　なんだか自分だけが一方的に損した気がする……、と疲つかれていると、千ち佳かがさらりと言った。

「あぁでも川かわ岸ぎしさんには楽しんでいた、って伝えておいて。まぁ確かに悪くはなかったわ」

「ちょっと！　それズルじゃん！　人に謝あやまらせておいてから言うなよ！　悪質！　契けい約やくに反する！」

「何を言っているかわからないわ」

「こいつ……」

　再びため息が漏もれる。

　同調したわけではないだろうが、千ち佳かも息を吐はいた。

「まるきり噓うそってわけじゃないわよ。実際、大人数で騒さわぐのは疲つかれたもの。これからも好んで参加しようとは思わないわ」

「あぁそうですか……」

　返事をするのも疲つかれる。

　さっさと会話を切り上げて、部屋に戻もどろうとしたときだった。

　千ち佳かが自然に──、本当にごく自然に、ぽつりと言った。

「川かわ岸ぎしさんには悪いけれど。これなら、あなたとふたりの方が気楽でいいわ」

　そんな、ことを言ったのだ。

　思わず、千ち佳かの顔をまじまじと見る。

　彼かの女じよは前を向いてジュースをこくこくと飲んでいた。

　訂てい正せいする様子も、何かの冗じよう談だんのようでもない。

　ただただ素す直なおに、「みんなといるよりは、由ゆ美み子ことふたりの方がいい」と言っているのだ。

「…………………………」

　え、なに急に。

　なんでそんなこと言うの。

　戸と惑まどって何も言えないでいると、千ち佳かが不可解そうな顔をした。

「どうしたのよ、急に。黙だまり込こんで」

「いや……、だって。なんか、変なこと、言うから」

「変なこと？　…………………………………………あ」

　ようやく、自分が何を言ったか思い出したらしい。

　考えて言った言葉ではないようで、自分で自分の発言に動どう揺ようしていた。

「いや、これは、そうじゃなくてっ。そういう意味、じゃ……。そうじゃ、なくて……」

　顔は急激に赤くなり、耳まで一気に染まっていった。

　頭が回らないのか、否定の言葉も続かない。言こと葉ば尻じりも弱くなっていく。

　そんな姿を見せられている、こっちも十分に顔が熱い。

　互たがいに顔を赤くして、目を逸そらしていた。

　なんだこれ……。なんでこんな照れる羽目に……。

「……恥はずかしい、ついでに、言うけれど」

　弱々しい声の彼かの女じよを見ると、赤面したまま口元を隠かくしている。

　こっちを決して見ないまま、さらに驚おどろくべきことを言った。

「このあと、時間、ある……？」







「はいはーい、このあとご飯に行く人はこっちに集まってねー！」

　カラオケの利用時間が終わり、今は店の前で若わか菜なが手を挙げている。

　辺りはすっかり日が暮れて、晩ご飯の時間にはちょうどいい。

　二次会に行く人は若わか菜なについていき、それ以外の人はそのまま解散だ。

　何人かが別れの挨あい拶さつをしながら離はなれる中、そっと若わか菜なに近付いた。

「若わか菜な」

「あ、由ゆ美み子こ！　由ゆ美み子こもご飯行くでしょ？」

「それなんだけど……」

　若わか菜なの耳元に口を持っていき、ごにょごにょと事情を話す。

　すると、若わか菜なの目が驚おどろきに見開き、にまにまとした笑えみに変わった。

「いやいや、由ゆ美み子こさんさすがですなぁ。隅すみに置けないというか。ぐふふふふ」

「変な笑い方しない。若わか菜なが思ってるようなことじゃないって。あぁそれと。渡わた辺なべ、楽しかったって。若わか菜なに伝えておいて、って言われた」

　先ほどの言こと伝づてをそのまま渡わたす。

　若わか菜なは鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを喰くらったような顔になり、しばらくそのままで固まっていた。

　やがて穏おだやかな微ほほ笑えみに変わり、嬉うれしそうにこぼす。

「そっかぁ。よかったぁ」

「自分で伝えろって話なんだけどね。そういうとこ、生きつ粋すいの根暗女っていうか……」

「ううん、いいよ。今はこれで。いつか、直接言ってもらえるといいなぁ」

　にこにこしている若わか菜なを見ていると、こちらまで微ほほ笑えましい気持ちになってくる。

「若わか菜なー！」

「あ、ごめん、由ゆ美み子こ。そろそろ行くね。そっちはそっちで楽しんできて」

「ん。楽しめないとは思うけど。若わか菜な、今日は本当にありがとね。元気出たよ。これでまた頑がん張ばれそう」

　由ゆ美み子この言葉に、若わか菜なはさらに笑えみを深める。

　元気に手を振ふってから、クラスメイトの元へ駆かけ寄よっていった。

「さて……」

　彼かの女じよたちとは別方向に顔を向けた。そのまま歩き出す。

　街はクリスマス一色だ。

　浮うきたった空気に満たされ、表情はだれもが明るい。

　カラフルなイルミネーションがぴかぴかと輝かがやき、夜が彩いろどられていた。

　店の前ではサンタコスチュームの店員さんが声を上げ、そのそばを若い男女が歩いていく。

　しばらく歩くと、大きな噴ふん水すいが目に入った。

　ライトアップされ、舞まい上あがった水みず飛沫しぶきがきらきら光っている。

　その前に佇たたずむ、小こ柄がらな人物に軽く手を挙げた。

「ん」

「……ん」

　噴ふん水すいの光の中にいる千ち佳かが、遠えん慮りよがちにちょっとだけ手を持ち上げた。

　先ほどのことを引きずっているのか、顔がわずかに赤い。

　普ふ段だんと変わらないはずなのに、きらきらした光を纏まとっているせいか、やけに彼かの女じよが綺き麗れいに見えた。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひの姿だったら、間ま違ちがいなく見み惚とれていただろう。

「ちょっと歩きましょう」

　千ち佳かが大きな通りを指差す。

　断る理由もないので、ふたり並んで歩き出した。

　この通りは一ひと際きわ明るく、様々な光で照らされている。

　煌きらびやかなイルミネーションが数多く飾かざられ、その輝かがやきに目を惹ひかれた。

　ほかの通行人も同じように、空を見上げて、「きれー」と嬉うれしそうだ。

「綺き麗れいね……」

　イルミネーションに目を奪うばわれながら、千ち佳かが珍めずらしく素す直なおに言う。

　由ゆ美み子こも同じ気持ちだったので、何も言わずにいっしょに眺ながめた。

　写真撮とっておこうかな……、と考え、あ、と声が漏もれる。

「そうだ。写真撮とろう。ツイッターにあげる用に」

　由ゆ美み子こがスマホを持ち上げると、千ち佳かが嫌いやそうに顔をしかめた。

「ふたりで？　もう仲良しアピールする必要なんてないじゃない」

「でもほら。女性声優のクリスマス予定を詮せん索さくする奴やつらもいるから」

「以前ならともかく、今のわたしたちのクリスマスに興味はないと思うけれど」

　そうは言いつつも、千ち佳かも自分のスマホを取り出している。

　綺き麗れいなイルミネーションを背景に、ふたりでスマホを構えた。

　顔と顔とをぺったりくっつけ、ふたりして百点満点の笑えみを浮うかべる。

　素をさらけ出したあとでも、顔はきちんと作るようにしているのだ。

「ね。あのふたり見てよ。かわいー」

「ほんとだ。あんなに顔くっつけて、仲良しなんだなぁ」

「……………………」

　若いカップルが由ゆ美み子こたちを見て、そう囁ささやくのが聞こえた。

　そっと顔を離はなす。

「……前から思っていたのだけれど、声優同士の写真って距きよ離りが独特よね。くっつくのが当たり前、みたいな」

「そうね……、声優じゃない人と写真撮とるとき、たまに距きよ離り感かんを間ま違ちがえてびっくりされるわ……」

　気まずくなりながら、ぼそぼそ呟つぶやく。

　気を取り直すようにおほん、と千ち佳かが咳せきばらいをした。

　黙だまって歩き出すので、それに従う。

　しばらく黙もく々もくと歩き続けていると、千ち佳かが静かに口を開いた。

「ファントムの話だけれど」

　周りの喧けん騒そうに吞のまれそうな声で、そっと言う。

　由ゆ美み子こは緊きん張ちようを自覚しながら、それでも黙だまって続きを待った。

「わたしの父は監かん督とくで、わたしは娘むすめで声優。だけど、その立場は交わらない。あくまで仕事とプライベートで、別々の立場。普ふ段だんなら娘むすめとしての立場を使うことなんて、こんな話をするなんて、絶対にない」

　空を見上げながら、千ち佳かはぽつりぽつりと続ける。

「だから、これはここだけの話で。こんな話をするのも一回きり」

　彼かの女じよは足を止める。

　髪かみに隠かくれた目が、こちらを見上げていた。

「あなたが望むなら。父に──監かん督とくに、時間を作ってもらうよう頼たのんでみる。演技で躓つまずいているなら、父に話を聞くのは絶対に参考になる。きっと力になってくれるわ」

「渡わた辺なべ……」

　千ち佳かのまっすぐな目に、吸すい込こまれそうになる。

　声は身体からだに染しみ渡わたっていくようだった。

　彼かの女じよの性格から考えれば、娘むすめの立場を使って監かん督とくを他人に会わせるなんて、絶対にやりたくないはずだ。

　もし頼たのみでもすれば、すぐさま軽けい蔑べつと嫌けん悪おの目で睨にらまれるだろう。

　けれど、自分の意志を曲げてまで、監かん督とくに話をつけてもいい、と言ってくれている。

　普ふ段だんの千ち佳かを知っていれば、その心こころ遣づかいはとても心にくるものがあるのだが──。

「……ごめん、渡わた辺なべ。神かみ代しろ監かん督とくにはもう話聞きに行ったんだ。杉すぎ下したさんにも相談したし」

「は!?　……え、あ、ちょ、ちょっと待って。え、お父さんって今結構忙いそがしいんだけど……？　会いたいからって会える人ではないんだけど……？」

「まぁそこは伝つ手てを使って」

「伝つ手てを使って!?」

　目を白黒させていた千ち佳かが、はっきりと顔を歪ゆがめる。

　ちっ、という大きな舌打ちのあと、忌いま々いましく吐はき捨すてた。

「出たわ……！　あなたのそういうところ、本当に嫌きらい……っ！　『コーユーカンケーがドーノ』とかわけのわからないこと言い出すんでしょう……!?」

「………………」

　苛いら立だちをあらわにしながら、唇くちびるを嚙かみしめている。

　千ち佳かとしては思い切って言ったことだろうし、珍めずらしく完全な善意であるために、こちらからは何も言いづらい。

　気まずく目を逸そらしていると、千ち佳かは「あぁもう！」と持っていた鞄かばんをあさり始めた。

　そこから袋ふくろを取り出し、ずいっと突つき出だしてくる。

「じゃあ今度はこれ！　あなたに！」

「えっ……………………」

　絶句する。

　彼かの女じよが差し出したのは、小ぶりの手て提さげ袋ぶくろ。

　凄すさまじい混乱の渦うずに叩たたき込こまれた。

　今日はクリスマスイブ。

　プレゼントを贈おくるのは、おかしなことではない。

　けれど、まさか、まさか千ち佳かがこんなものを用意しているなんて……。

「え、ま、待って。あたし、何も用意してない……」

「わかってるわ。見返りが欲ほしいわけじゃないから。いいから、受け取りなさいな」

　ん、とさらに突つき出だされる。

　おずおずと受け取った。

　袋ふくろは小ぶりだが、結構重い。ハンカチがかけられていて、中身はわからなかった。

「あの……、ありがと……」

「あら、意外ね。あなたが素す直なおにお礼を言うなんて、初めてじゃない？」

「だって、それは……」

　千ち佳かは憎にくまれ口ぐちを叩たたくが、言い返す気にはなれない。

　ドキドキしながら、彼かの女じよに問いかけた。

「ねぇ……、中、見ていい？」

「どうぞ」

　かけられたハンカチをそっと取り、中を覗のぞき込こむ。

　そこにあるのは、ハードカバーくらいの大きさのケースが三つほど。

　背面に何やらタイトルが書かれている。

　なんだか、メカメカしいデザインだ。

　ていうか、メカだ。ロボだ。……アニメのブルーレイだ。

「………………えっと？　これは？」

「神かみ代しろアニメのブルーレイボックス！　『幻げん影えい機き兵へいファントム』に近い世界観、深い人間ドラマが描えがかれている三作品を選んできたわ！　絶対に参考になるから！　貸すから、冬休み中にじっくりと観みなさい！」

「あ、あー……、そういう……、なるほど……。あー、うん、確かにこれは参考になるわ……、ありがと……」

　……いや、うん。おかしいと思ったのだ。

　千ち佳かがクリスマスプレゼントを用意しているなんて。

　彼かの女じよは今日がイブだなんて、欠片かけらも意識していない。

　単に参考になるブルーレイを貸してくれただけだ。

　早とちりして何か言う前でよかった、と心から思う。

　思わぬ展開に驚おどろき慄おののきはしたが、彼かの女じよの心こころ遣づかいは純じゆん粋すいにありがたい。

「──前も同じことを言ったけれど神かみ代しろアニメはメカだけではないの人間ドラマが本当に素す晴ばらしい特にひとりひとりに悩なやみや葛かつ藤とうが強くあってほかのキャラクターたちの関係とともにそれらが強調されることが多くてその深みといったら本当にすごくてロボットアニメに興味がない人でも神かみ代しろアニメに惹ひかれるのはそういう面が強いからというのは否定できないわもちろん原点である──」

　……ちょっとうるさいけど。

　他作品を観みて理解を深める、というのは由ゆ美み子こにない発想だ。

　千ち佳かが参考になる、と言うのだからきっとそうなのだろう。

　それに、千ち佳かがきちんとラインを守っているのが嬉うれしかった。

　もし、彼かの女じよが「あなたの演技はね」と演技について指し摘てきしてきたら、きっと猛もう反はん発ぱつする。

　それは越こえてはいけないラインだ。

　触ふれてはいけない部分だ。

　互たがいが互たがいを意識しているからこそ、踏ふみ込こんではならない領域。

　そのラインを守りながらも、彼かの女じよは力になろうとしてくれる。

　でも、それを意識するのも、感謝を口にするのも照れくさいから。

　ほかの人の言葉を借りることにした。

「……アニメは、ひとりで作ってるんじゃないもんな」

「なに？　佐さ藤とう、何か言った？」

「なんでも。それより渡わた辺なべ、いいもの食べさせてあげようか」

「いいもの？」

「パンケーキ」

「！」

　彼かの女じよの表情がぱぁっと明るくなる。

　しかし、あからさまに顔に出たのが恥はずかしくなったのか、不自然な咳せきばらいをし始めた。

「ん、んん……。ぱ、パンケーキね……。ま、まぁ佐さ藤とうが食べたいなら、いいんじゃないかしら……。付き合うのもやぶさかではないわ」

　にやつく口元を手で隠かくしている。相変わらず、ごまかすのが下手だ。

　随ずい分ぶん前に一度、千ち佳かがパンケーキの専門店に行ったことがない、という話が挙がった。

　ひとりで並ぶ度胸もないし、いっしょに並ぶ友達もいないだろう、と。

　たまにはサービスしてあげてもいい。

「どこがいいかなー。この近くだと……」

「さ、佐さ藤とう。わたしは別になんでもいいのだけれど、あれがいいんじゃないかと思うわ。生クリームがいっぱい乗ってて、キャラメルとかアイスとか盛ってある……」

「ええい、やかましいうえに近い」

　スマホで調べていると、千ち佳かが画面を覗のぞくためにぐいぐい迫せまってくる。

　何とか条件に見合う店を調べ、そちらへ歩き出した。

　ただ、ふたりでクリスマス色の街を歩くのは気き恥はずかしい。

　いつもの空気にしたくて、憎にくまれ口ぐちを叩たたいた。

「今から行く店、前に行ったことあるけどめっちゃ並んだよ。二、三時間並ぶかも。その間、あたしとふたりだけど平気？　あたしはたぶん無理」

「正直耐たえられる状じよう況きようではないわね。絶対息苦しいわ。わたしが窒ちつ息そくしそうになったら、さっと離はなれてくれる？」

「は？　別にいいけど、渡わた辺なべひとりで並ぶわけ？　ひとりで並ぶの似合いすぎて、背景と同化しちゃうでしょ。抜ぬかされ続けて一生店に入れないよ」

「出たわ。あなたのそういうところ、本当に嫌きらい。いいから黙だまってスマホをイジってなさいな。静かにスマホを見ている分には我が慢まんしてあげるから」

「言われなくてもそうするけど？　あんたと話すくらいなら、充じゆう電でん切れててもスマホ見ていた方が楽しいし。画面真っ暗でも根暗見ているよりはマシだわ」

「その前に、佐さ藤とうみたいな人種は充じゆう電でん切れたら発はつ狂きようするでしょう？　繫つながりが繫つながりが！　話題に置いていかれちゃう！　って。人間関係を摂せつ取しゆしすぎて中毒者になっているもの」

「あんたはスマホ中毒者だけどね。普ふ段だん、スマホとしか目が合わないじゃん」

「他ひ人と事ごとのように言わないでくれる？　あなたたちだって、ひとりになったらスマホしか見ないくせに」

「ちゃんと人と話す時間も長いから。渡わた辺なべみたいに、スマホが友達の人と同じにしないでほしいんだけど？」

「ふうん？　むしろ滑こつ稽けいだけれど。普ふ段だんはピーチクパーチク騒さわがしいくせに、ひとりになると急に真顔でスマホを触さわり始める落差、急降下すぎて笑っちゃうのよね」

「あんたはいつもひとりだから、テンション常に這はいつくばってるもんね。横一線。心電図だったら死んでるやつ」

「そういうあなたは血管切れないか心配だわ。甲かん高だかい声でキャーって騒さわいで、異様なテンションで笑っているもの。心臓に悪いわよ、あれ。血管ぷちーんってなりそう」

「あのねぇ、言っておくけど──」

　喧けん々けんと言い合いをしながら、イブの夜は過ぎていく。







　そんなクリスマスから、数日が経たって。

「──よし」

　準備を終えた由ゆ美み子こは、自分の部屋で気合を入れた。

　これから年明け一発目、由ゆ美み子こにとって二回目の『幻げん影えい機き兵へいファントム』の収録がある。

　やれることはやった。

　やるだけのことはやった。

　普ふ段だん、由ゆ美み子こは初めての現場には制服で向かう。休日でもだ。

　印象に残りやすいから、という理由からだが、今回は別の理由で制服に着き替がえた。

　前回は、実力不足でまともな収録ができなかった。

　今回、認められる初めての収録にするんだ。

「あ、由ゆ美み子こ～。ちょっと待って待って」

　玄げん関かんで靴くつを履はいていると、母親に呼び止められる。

「なあに、ママ」

「はい、とにかく笑え顔がお笑え顔がお。ね？」

　彼かの女じよはにこにこしながら、こちらの頰ほおに指を当て、むにむにと上に動かす。

　母に向かってにこっと笑うと、彼かの女じよは満足そうに頷うなずいた。

「かわいいかわいい。大だい丈じよう夫ぶ、胸張って行っておいで。由ゆ美み子こ、あれだけ頑がん張ばってたんだもの～、きっと上う手まくいくわ。ママが保証する！　由ゆ美み子こはほんっとーによく頑がん張ばった！」

「……うん、ありがと。ママ」

「逆にあれだけ努力してダメだったら声優向いてないわよ」

「ママ？」

　激げき励れいだか何だかわからないものを受け取ってから、スタジオに向かう。

　その道中で、何度かスマホが震ふるえた。

　アドバイスをもらった先せん輩ぱい声優たちから、励はげましのメッセージが届く。

　それをスマホといっしょに握にぎりしめ、しっかりとした足取りでスタジオを目指した。

　歩きながらも、頭の中はシラユリのことでいっぱいだ。

　彼かの女じよのことを想おもいながら歩く。

「──────────────」

「由ゆ美み子こ！」

　呼び止められてはっとする。

　振ふり返かえると、そこにはおかしな表情の加か賀が崎さきが立っていた。

　年末進行を乗のり越こえた加か賀が崎さきは、普ふ段だんのエネルギッシュな状態に戻もどっている。

　今日も、わざわざ現場に駆かけつけてくれた。

　しかし、彼かの女じよは心配そうな顔でサングラスを外している。

「由ゆ美み子こ。スタジオはここだぞ。どこ行くんだ」

「……あれ」

　加か賀が崎さきはスタジオの前に立っており、由ゆ美み子こはすっかり通り過ぎていた。

　うっかりしていた、と慌あわてて彼かの女じよの元に駆かけ寄よる。

「ちょっと考え事してた」

「…………まぁいい」

　由ゆ美み子こが照れ笑いを浮うかべると、加か賀が崎さきは嘆たん息そくまじりに言う。

　そして、こちらの肩かたをぽんぽんと叩たたいた。

「行くか。お前の頑がん張ばりを見せるときだ。りんごちゃんはちゃんと見守ってるから」

「うん。ありがとう」

　力強く頷うなずく。

　加か賀が崎さきがいてくれるのなら心強い。

　ともにスタジオ入りしたあと、お互たがいの挨あい拶さつのために別れる。

　スタッフに挨あい拶さつしたあとは、ブースに入って声優陣じんに声を掛かけた。

「大おお野のさん、おはようございます。今日もよろしくお願いします」

「はい、よろしくー」

　長なが椅い子すに座すわっている大おお野のに頭を下げる。

　彼かの女じよは以前と同じく、挨あい拶さつは軽い。

　だが、こちらを見た。

　その瞬しゆん間かん、身体からだが強こわ張ばる。前回のアフレコで怒おこられたことが頭をよぎる。

　加か賀が崎さきには「緊きん張ちようするな」と言われているのに、硬こう直ちよくしそうになった。

　手に『人』という文字を書く代わりに、今までやってきたこと、加か賀が崎さきや母、たくさんの人に言われたことを思い出し、何とか落ち着く。

　大おお野のから離はなれ、今度は森もりに声を掛かけた。

「森もりさん、おはようございます。今日もよろしくお願いします」

「────」

　彼かの女じよはゆっくりと顔を上げた。

　森もりに挨あい拶さつしたことは三度あるが、どれも「よろしく」とそっけなく言われて終わりだった。今回もそうだと思っていたのに、彼かの女じよは何も言わない。

　何を考えているかわからない瞳ひとみで、じっとこちらを見つめている。

　なんとなく視線を外せず、しばらくふたりで見つめ合った。

　綺き麗れいな人だ。近くで見ても、年ねん齢れいを全く感じさせない。

　いつからか、時間が経たつことさえ忘れてしまったかのよう。

　さらさらの髪かみも、いつまでも綺き麗れいな肌はだも、はっとするような美しい顔立ちも、そして何よりもその声も。

「……あなた」

「は、はい？」

　声を掛かけられ、我に返る。

　彼かの女じよから何かを言うなんて初めてのことだ。

　ドキドキしながら次の言葉を待っていたのに、結局返ってきたのはいつもの「よろしく」だった。

　拍ひよう子し抜ぬけしたが、今、何かを言われて意識するよりはいいかもしれない。

　そこでようやく、千ち佳かを見る。

　彼かの女じよとは挨あい拶さつをせず、互たがいの目を見るだけだった。







　収録が始まる。

　自分の出番が近付けば近付くほど、嫌いやになるくらい心臓が痛む。

　どれだけ追おい払はらっても、前回の醜しゆう態たいが頭に浮うかぶ。足が震ふるえそうだ。

　それらを飲のみ込こみ、自分の出番をただ待つ。

　シラユリの出番がいよいよ近付き、マイクの前でほかの声優と交代するタイミングがやってきた。

　そのとき、調整室にいる加か賀が崎さき。

　マイクの前で演じる千ち佳かを交こう互ごに見る。

　今までやってきた練習を、積み重ねを、途と方ほうもなく深く考えていた彼かの女じよ──シラユリのことを心の中に思おもい描えがく。

　自分の中にシラユリを降ろせ、と加か賀が崎さきは言った。

　今まではそれの準備期間だ。

　さぁ行くぞ、と台本を握にぎりしめたとき──、

　かちり、と──、

　自分の中で──、

　何かが──、切きり替かえわっ──────────。

「──────────────」

　演じ終える。

　シーンが終わった。

　由ゆ美み子この出番が終わり、ほかの演者の出番も終わり、ブース内が沈ちん黙もくで満たされる。

　判決を待つ罪人のような気持ちで、音おん響きよう監かん督とくからの言葉を待つ。

　心臓の痛みに耐たえながら、汗あせばんだ手をぎゅっと握にぎった。

「……ＯＫです。次のシーンお願いします」

　その声を聞いた瞬しゆん間かん、ほーっと息を吐はいてしまった。

　そのまま崩くずれ落おちそうになる。

　よかった……。

「歌うた種たねさん、気を抜ぬかないでくださいね。まだ始まったばかりですから」

「あ、す、すみませんっ」

　杉すぎ下したから注意されて、慌あわてて謝あやまる。

　しかし、どうやら冗じよう談だんだったらしく、ブース内は笑いに包まれていた。

　ほかの声優に「よかったねぇ」なんて肩かたを叩たたかれ、由ゆ美み子こもようやく笑うことができた。







　そして、収録は無事に終わった。

　深く深く息を吐はく。

　結局、一発で通ったのは最初の一回くらいで、あとは何度かリテイクを出した。ほかの声優に比べて、とてもスマートに進んだとは言いい難がたい。

　ただ、それでも前回とは比べものにならない。居残りだってなしだ。

　躓つまずきながらも、上う手まくいった、と思える。

　その証しよう拠こに、「お疲つかれ様さまでした」という挨あい拶さつのあと、ほかの声優に労ねぎらいの言葉をもらった。

「いやー、頑がん張ばったねー！　随ずい分ぶんよくなったよ。安心した」

「ほんとほんと。この短期間で仕上げたねえ。頑がん張ばったんだねえ」

「前回みたいなリテイク地じ獄ごくだったらどうしよう、と思ってたけど。いやぁよかったよかった。お疲れ様！」

　そう言ってもらえるのは本当に嬉うれしかった。

　お礼を言っていると、ブースの扉とびらが開く。

「歌うた種たねさん」

　と杉すぎ下したまでこちらにやってきた。

　眼鏡の位置を直しながら、微ほほ笑えみを見せる。

　だが、彼かれから出た言葉は純じゆん粋すいな労いたわりではなかった。

「よく頑がん張ばりました。良いい演技になっていましたよ。見み違ちがえました。ただ……」

「た、ただ？」

「ここで満足しないでください。あなたは、もっとできるはずです。もう一段階、上にいけるはず。私たちが求める演技は、そこにあります」

「もう一段階──」

　杉すぎ下したの言葉を聞いた途と端たん、頭の中がどんどん澄すみ渡わたる気がした。

　それが白く染まるのを感じながら、由ゆ美み子こは口を開く。

「まだ──、まだ、壁かべがあるってことですか」

「はい。今回で及きゆう第だい点てんには届きました。ですが、完かん璧ぺきには程ほど遠とおい。あなたはもっと上に踏ふみ込こまなければならない。私たちはそれに期待しているんです。今度は、壁かべを越こえることを目標にしてください」

「────────」

　自分の演技が完かん璧ぺきだとは思わない。

　けれど、彼かれの言い分はそういうものではなく、まだ届いていない領域があることを示し唆さしている。

　そこに手が届く、と信じている。

　現状でもめいっぱいやったつもりだが、現時点でまだ進める先がある。

　いったいそれはどうやって──。

「まぁまぁ。今回は上う手まくいったんだから、いいじゃない」

　考かんがえ込こんだ由ゆ美み子こを見て、先せん輩ぱい声優が苦笑いした。

　杉すぎ下したもそれに頷うなずく。

　そのまま調整室に戻もどろうとしたので、慌あわてて呼び止めた。

　今はそれを考えている場合ではなく、ほかにやることがある。

「あのっ、杉すぎ下したさん。できるなら、前回分を録とり直しさせてもらえませんか」

　杉すぎ下したはゆっくりと振ふり返かえる。

　黙だまってこちらを見つめるので、思ったままを口にした。

「前回はぜんぜん上う手まくいきませんでした。ダメダメでした。納なつ得とくできる出来でも、してもらえる出来でもないです。でも、今ならもっと上う手まくやれます。シラユリをもっと表現できます。できるなら、録とり直ししたいんです」

「──いいでしょう」

　杉すぎ下したは薄うすく笑えみを浮うかべる。

　こちらの勝手な言い分にも関わらず、あっさりと了りよう承しようしてくれた。

　もしかしたら、杉すぎ下したもそう提案するつもりだったのかもしれない。

　彼かれはそれ以上何も言わず、早さつ速そく調整室に戻もどっていった。

「──そういうことなら、わたしも残ります。主人公がいっしょに演じた方が、いい演技になるでしょうし」

　そんな声が聞こえ、声の方に目を向ける。

　千ち佳かが澄すました顔でこちらを見ていた。

「渡わた辺なべ……」

「お？　夕ゆう暮ぐれさんも残っていくの？　じゃあ俺おれもやっていこっかな。将来ある若き声優のためにさ。たまには先せん輩ぱい面づらしよっと。聞きたいことあったら聞いてくれていいぞ？」

「ほー？　じゃあわたしも先せん輩ぱいらしいところ見せよっかな。わたしもやっていくよ。みんなで良いいもの作ろっか」

「みなさん……」

　何人かの先せん輩ぱい声優がそう言ってくれて、ブース内がにわかに騒さわがしくなる。

「お疲つかれ様さまでした」

「お疲つかれ様さまでーす」

　しかし当然、普ふ通つうに帰る声優たちもいる。

　森もりや大おお野のは特に何も言わず、そのまま帰ってしまった。

　それを寂さびしく思わないでもないが、とにかく今はやることがある。

　慌あわただしく準備を始めるスタッフ、ほかの声優の視線から逃のがれて、由ゆ美み子こはマイクの前に立った。

　隣となりには千ち佳かがいる。

「…………………………」

　特に言葉を交かわすことはない。

　視線すら合わさない。ふたりともモニターに目を向けていた。

　けれど、だれも見ていないときに。

　小さく、本当に小さく、目を合わせないままに拳こぶしを合わせた。
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　今日は新年一発目のラジオ収録。

　収録前の打ち合わせのために、由ゆ美み子こは会議室で待機していた。

　広い会議室にひとり。椅い子すに腰こしかけ、腕うでを組んでうんうんと唸うなる。

「うーん……」

　椅い子すにもたれながら、身体からだをぐらぐら揺ゆらした。

「うーん……」

　目を瞑つぶったまま、背もたれに思い切り身体からだを預ける。

　頭だけが背もたれからはみだして、こてん、と後ろにひっくり返った。

　長い髪かみが逆さになるのを感じながら、さらにうんうんと唸うなる。

「なにしてるの」

　血が上ってきたあたりで、声が聞こえた。

　目を開けると、さかさまの世界に千ち佳かが立っている。

　呆あきれた目でこちらを見下ろしていた。

　真後ろに立っているため、目の前に千ち佳かの胸が見える。

「……お姉ちゃん、相変わらずおっぱいないなぁ」

「…………………………………………」

　頭に血が上っているせいか、正直な感想がぽろりとこぼれる。

　途と端たん、千ち佳かの目が恐おそろしいほどの眼光を携たずさえた。

　こちらの頭を両手で挟はさむ。

　そのまま力を込こめられた。

「あだだだだだ！　ごめん、ごめんって！」

　ぎゅーっと人の頭を圧あつ迫ぱくしてくる千ち佳かに、繰くり返かえし謝あやまる。

　何回目かの謝罪で彼かの女じよは力を緩ゆるめ、ついでに頭の位置も戻もどしてくれた。

「それで、なにをさっきから唸うなっていたの。ファントムのこと──ではないか。そうだったら、あなた顔に出るし。あぁわかった、出演した作品がめたくそに叩たたかれたのね。大だい丈じよう夫ぶ、あなたに罪はないわ」

「勝手に架か空くうの作品燃やしてフォロー入れるのやめてくれる？」

　千ち佳かが隣となりに座すわったので、スマホを彼かの女じよに向ける。

　カレンダーを呼び出し、その日をとんとんと指差した。

「今度、イベントあるじゃん。乙おと女め姉さんとめくるちゃんとのラジオ合同イベント」

「あぁ、そうね。びっくりするほど何やるかわからないイベント」

「うん。そのイベントでめくるちゃんと会うじゃん？　前に言った、お礼をこのときにしたくて。でもまだ何をするか思いついてなくてさぁ。なんか良いいのない？」

「あぁ……、その話。そうね……」

　千ち佳かは考かんがえ込こんだあと、手ぶりで箱の形を作った。

「お菓か子しの詰つめ合あわせを渡わたすとか。あ、わたしあれ好き。小さいチーズケーキのやつ」

「あんたの好みは知らんけど。いや、何も思いつかなかったら、そうするけどさ……。会社員の営業先っぽくならない？　『これ、前のお礼です』って言いながら、おっきい箱渡わたしてたら」

「もしくは、ライブやイベントの差し入れみたいになるわね」

　確かにそれは何か違ちがうかも、と千ち佳かも思ったのか、さらに深く考かんがえ込こむ。

「……柚ゆ日び咲さきさんにお礼、なわけでしょ。カラオケに行って、わたしたちがリクエストされるままに歌う、っていうのは？」

「……なるほど？」

　前のカラオケを思い出したのか、そんな意見が出てくる。

　めくるは、歌うた種たねやすみと夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひのガチガチのファンだ。

　もしかしたら、これ以上ないほどのお礼になるかもしれない。

「……渡わた辺なべ、めくるちゃんに言ってくれる？　『この前のお礼に、わたしたちあなたのために歌います！』って」

「………………。それは、プライベートで言うとたぶん羞しゆう恥ちで死ぬわね」

　間ま違ちがいなく喜ばれるだろうが、それを自分から言えるほどハートは強くない。

「あ、ならあれは？　料理。ご飯作るの。家まで行くのは迷めい惑わくだから、お弁当を渡わたすとかで」

「いや……、それは、」

　あんただったらいいんだろうけど、と言いかけて飲のみ込こむ。

　千ち佳かは何度も由ゆ美み子このご飯を食べていて、普ふ段だんの食生活は壊かい滅めつ的てき。

　なのに食い意地が張っている。

　そんな彼かの女じよにお弁当を渡わたしたら、きっと喜ぶと思う。

　けれど、普ふ通つうはいきなり、『お弁当作ってきました！』と渡わたされても困るだろう。

　めくるの好みも知らないし、そもそも手作りが大だい丈じよう夫ぶかわからない。

「大だい丈じよう夫ぶよ。わたしもいっしょに作るから」

「何が大だい丈じよう夫ぶなのかぜんぜんわからん。それは本当にいらない」

　ふたりで作るとしたら、たぶん手間が十倍くらいになる。

　手を振ふってみせると、千ち佳かは眉まゆ根ねを寄せた。

「さっきから佐さ藤とう、否定ばかりじゃない。人に訊きいておいて否定しかしないなんて、嫌きらわれる人の典型ね。あなたたち、人から嫌きらわれることを死より恐おそれる種族でしょう？　早く持ち味を発揮して安っぽい相あい槌づちを繰くり返かえしなさいよ」

「はぁ？　自分が正しいと思って譲ゆずらない人間だって、嫌きらわれる典型だけど？　相あい槌づちすら打てないトリッキーな意見で場を乱して、気持ちよくなるのやめてくれる？　そういうとこだぞ」

「それはあなたの処理能力の問題でしょう？　髪かみの毛けを巻くのに夢中で、脳を回すことを忘れてしまった悲しきケモノ。涙なみだを禁じ得ないわ」

「こいつ……。渡わた辺なべがマシな意見出せば、あたしだって否定しないっつーの。まぁね、あんたみたいな友達いない俱く楽ら部ぶ会員プラチナクラスは、人に贈おくり物ものなんてしないもんね」

「は？　物を贈おくる行こう為いがそんなに偉い大だいなこと？　毎月毎月、他人の誕生日を気にしながら、カレンダーを見る日々はさぞかし楽しいんでしょうね。義理で送って義理で喜ぶ生活、あぁ素す晴ばらしいわ。絶対やりたくない」

「早口やめてくれますー？　劣れつ等とう感かんの味付け濃こすぎて胸焼け起こすわ」

「言葉どおりなのに無む暗やみに深読みしないでくれる？　毎回テストは国語捨てる人？」

「渡わた辺なべは祝ってもらえる喜びや、誕プレを選ぶワクワク感を知らない、知ろうともしないってだけでしょ。あんたは一生ひとりで、『今日は誕生日だから自分へのプレゼント★』をやってればいいわ」

「あなたこそ、わけのわからない柄がらの靴くつ下した渡わたされて、『やーん、かーわーいーいー』なんて言いながら、くねくねする誕生日を一生送ればいいわ」

　お互たがいを睨にらみながら言い合っていると、扉とびらが開いた。

「お待たせー、打ち合わせやろっか」

　朝あさ加かだ。

　ふたりの口くち喧げん嘩かは日にち常じよう茶さ飯はん事じなので、特に触ふれようとしなかった。

　台本を各自の前に置いて、由ゆ美み子この向かいに座すわる。

　千ち佳かとのやりとりにイライラしてしょうがないので、朝あさ加かに話を振ふった。

「ねぇ、朝あさ加かちゃん。人からお礼でもらえるなら、何が一番嬉うれしい？」

「タフな肉体」

「人からっつってんでしょ。ここ、切実な願いを言う場じゃないから。んー、後こう輩はいとかにもらうなら、何がいい？　物じゃなくてもいいよ」

「えー？　どうだろ……。欲ほしいものは自分で買うからねぇ……。あーでも、あれが一番嬉うれしかったかな。やすみちゃんたちが部屋の掃そう除じやってくれたり、ご飯作ってくれたの」

「………………」

　いやあれは……。朝あさ加かの部屋が地じ獄ごくだから成立するのであって……。

　朝あさ加かといい、千ち佳かといい、自分の周りには生活がダメな人間しかいないのだろうか……。

　結局、めくるへのお礼は保留となり、打ち合わせに移行する。

　特に問題なく打ち合わせは進み、いつもどおりに終わりそうだった。

　そのとき、朝あさ加かがついでのように口を開く。

「あ、例のラジオ合同イベントは三番組で対決する、って形になる予定だから。よろしくね」

「へぇ、対決？　どんなことやるの？」

「……それはまだ、決まってないけど」

　朝あさ加かはごにょごにょと答える。

　それでは、ほとんど決まってないようなものだ。

　由ゆ美み子こと千ち佳かがジト目で朝あさ加かを見つめていると、彼かの女じよは取とり繕つくろうような笑えみを浮うかべた。

「あ、で、でも。優勝した番組が何をもらえるかは、もう決まってるから」

　どうやら、賞品があるらしい。

　ちょっとだけ期待していると、朝あさ加かの口からそれが伝えられる。

　それを聞いた途と端たん、由ゆ美み子こたちははっとして顔を見合わせた。







「乙おと女め姉さんがいると露ろ骨こつにハコがでかくなるな……」

　来たるラジオ合同イベント当日。

　イベントに使われる会場を見上げ、由ゆ美み子こは呟つぶやく。

　今日のイベントは三つのラジオ番組、『夕ゆう陽ひとやすみのコーコーセーラジオ！』『柚ゆ日び咲さきめくるのくるくるメリーゴーランド』『桜さくら並なみ木き乙おと女めのまるでお花見するように』による合同イベントである。

　以前、今の由ゆ美み子こたちのキャラを定着させるため、露ろ出しゆつを多くする策を加か賀が崎さきたちが取った。もうキャラの強調はやめているが、このイベントはその名残なごりだ。

　ゆえに、多た忙ぼうな乙おと女めも参加している。

　会場が大きいのは、桜さくら並なみ木き乙おと女めがいるからに他ならない。

　裏口から入り、スタッフたちに挨あい拶さつをしてから楽屋まで進む。

　そのまま楽屋の扉とびらを開け──仰ぎよう天てんした。

　何せ、とんでもなく可か愛わいらしい子が座すわっていたからだ。

　透すき通とおった大きな瞳ひとみ、つんとして形のいい鼻、桜色のかわいい唇くちびる。それらを引き立たせる、上品に整えられたメイク。肌はだなんて、うっとりするほど綺き麗れいだ。

　小さくてきゅっとした身体からだを包むのは、だぼっとして大きめのタートルネック。黒のスキニーパンツを半分ほど隠かくしているのが、可か愛わいらしさに拍はく車しやをかける。

　小さく編あみ込こんだ髪かみがまたオシャレだった。

　美少女だ。美少女がいる。

「おはよう」

「……おはよう」

　その美少女──千ち佳かと挨あい拶さつを交かわす。

　今の千ち佳かは、人前に出る用の夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひの姿だ。

　以前までは着き飾かざった彼かの女じよを見るたび、あまりの美少女オーラに声を失っていた。

　しかし、何度も繰くり返かえしているうちにさすがに慣れた。

　その愛らしさに慄おののくものの、動どう揺ようは隠かくし通せている。

　ごく自然に楽屋の中に入ると、千ち佳かが怪け訝げんそうに声を上げた。

「……なに。なんだかあなた、動きがギクシャクしてるけれど」

「え、噓うそ。いや、してない。してないから」

　その指し摘てきに動どう揺ようしつつ、適当な椅い子すに腰こしかける。

　楽屋は広い。

　テーブルはいくつも置いてあり、椅い子すの数も多い。鏡台もずらりと並んでいる。

　そこに扉とびらを開けて、入ってくる声優がひとり。

「あ、おはよう。めくるちゃん」

「柚ゆ日び咲さきさん、おはようございます」

「……………………」

　入室した柚ゆ日び咲さきめくるは、こちらの挨あい拶さつに応じない。

　はぁ、と嫌いやそうにため息を吐つく。

　そのまま黙だまって離はなれた席に座すわるので、由ゆ美み子こはするりと隣となりに腰こしかけた。

「ちょっとちょっと。そんなに塩対応しなくていいじゃん。せっかくの合同イベントなんだから、仲良くしようよぉ」

「うるさい。寄るな。仲良くするのはステージ上だけで十分でしょ。ただでさえ、あんたらの尻しり拭ぬぐいキャンペーンに巻まき込こまれて腹立ってるってのに」

「えー？　でも、おかげで乙おと女め姉さんと仕事できるんだし、それは嬉うれしいでしょ？」

「関係ないから。仕事だから。そういう私情は挟はさまないから。言うまでもないけど、あんたらと仕事できて嬉うれしいってこともないからね。いいから、かまうな」

「そんなこと言わないでさー」

　嫌いやそうに身体からだを離はなすめくるにベタベタしようとしたが、そこではっとする。

　自分の思おも惑わくを思い出し、席を離はなれた。

「え、あ……。ど、どうしたの、いきなり。え、わたしそんなに気に障さわること言った……？」

　意外にも、めくるは不安そうな顔になる。

　おろおろし始める彼かの女じよに状じよう況きようを説明した。

「めくるちゃん。今日、あたしたちとめくるちゃんは敵同士だから。慣れ合うべきじゃないんだよね」

「は…………？」

　困こん惑わくするめくるに、千ち佳かが説明を引ひき継つぐ。

「今日、わたしとやすは優勝を目指していますので。容よう赦しやなく本気で行きますから、そのつもりでいてください」

　千ち佳かがぎらぎらした目でめくるを射い貫ぬく。

　しかし、それでもめくるの表情は晴れない。眉まゆをひそめながら、首を傾かしげた。

「はぁ……、好きにすればいいと思うけど。なに、優勝したら事務所が今までの行いを赦ゆるしてくれるとか？」

「いや、そんな特典はないけど……、え？　やっぱ許されてないのかな、あたしら……」

　思わぬ返答に動どう揺ようしたが、おほんと咳せきばらい。

　由ゆ美み子こは指をぴんと立てて、力強い声で続ける。

「めくるちゃん。イベントで優勝した番組がなにもらえるか、聞いてる？」

「あー……、そうね。教えてもらったけど」

「わたしたちは、それが欲ほしいんです。あの賞品を絶対に手に入れたい」

　同じく力強く言う千ち佳か。

　めくるの表情がますます困こん惑わくに染まる。

「そうなの……？　あれは実家暮らしの高校生が一番必要ないように感じるけど……。まぁ好きにすれば？」

　そっけなく言い放ち、めくるは手をひらひらさせる。

　彼かの女じよは頰ほお杖づえを突ついて、興味がなさそうにしていた。

「ん」

　しかし、何か思い立ったようで、ぱっと顔を上げる。

「あんたら、そんなにあの賞品が欲ほしいわけ？」

「うん。すごく欲ほしい。絶対獲とるつもりだから」

「はい。とても不本意ですが、今回ばかりはやすと協力するつもりです」

「ふうん？」

　ふたりの意い気き込ごみを聞くと、めくるは腕うでを組んで目を細める。

　まるで品定めするような目をこちらに向けた。

　意地悪な笑えみまで浮うかべる。

「わたしはイベントが盛り上がれば、ほかはどうでもいいと思っていたけど。あんたらがそこまでこだわってるなら……、優勝を邪じや魔ましたくなってくるわ」

　挑ちよう発はつ的てきなめくるの言葉に、空気がぴりっとしたものに変わる。

　千ち佳かはめくると同じように目を細めた。

　そこから鋭するどい眼光が漏もれている。

　めくるは笑えみを浮うかべたまま、皮肉げに鼻を鳴らした。

「あんたらには散々苦く汁じゆうを舐なめさせられたから。あんたらの悔くやしそうな顔は、何よりの優勝賞品かもしれない。あぁ、ちょっと乗ってきたわ。楽しいイベントになりそうね」

　以前のめくるがよく見せていた、嘲あざけるような表情。

　そこまで言われると、こちらも黙だまっていられない。

　ぱちりと心に火が灯ともる。

　それは千ち佳かも同じようで、不敵な笑えみを浮うかべた。真正面からめくるを見み据すえる。

「──えぇ、どうか全力できてください。そうやって意い気き込ごんだくせに、結局負けて羞しゆう恥ちと悔くやしさで歪ゆがむ柚ゆ日び咲さきさんの顔、副賞としては上等です」

「うん。めくるちゃんって調子づいて失敗するタイプでしょ。でかい口叩たたくのはいいけど、後こう悔かいしないうちに大人しくしといた方がいいんじゃない？」

「吠ほえるねぇ、ガキども。あんたらそれ全部ブーメランだよ。まー、そうね。わたしが優勝して、あんたたちがどうしてもって頭下げるなら、賞品を譲ゆずってあげてもいいけど？　心から頭を下げるならね」

　三人揃そろってバチバチとした視線を交かわしていると、そこに全く似つかわしくない人物が姿を現した。

　可か愛わいらしくて明るい声が楽屋に響ひびく。

「おはようー。やすみちゃん、夕ゆう陽ひちゃん、めくるちゃん！　今日はよろしくね！」

「──はい、よろしくお願いします、桜さくら並なみ木きさん」

　天然のぺかーっとした笑え顔がおの桜さくら並なみ木き乙おと女め。

　瞬しゆん時じににっこりと微ほほ笑えみ返すめくる。

　めくるの切きり替かえの早さには、呆あきれを通とおり越こして感心してしまった。







「みなさーん、こんにちはー！　『桜さくら並なみ木き乙おと女めのまるでお花見するように』パーソナリティ、桜さくら並なみ木き乙おと女めですー！」

　ワァァァァァァァァァ──！　さくちゃーん！　こんにちはー！　かわいいー！　ギャー！

「はーい、みなさん、くるくるー！　『柚ゆ日び咲さきめくるのくるくるメリーゴーランド』パーソナリティ、柚ゆ日び咲さきめくるでーす！」

　ワァァァァー！　くるくるー！　くるくるー！　めくるーん！　かわいー！

「はーい、『夕ゆう陽ひとやすみのコーコーセーラジオ！』パーソナリティ、歌うた種たねやすみでーす」

「同じく、『夕ゆう陽ひとやすみのコーコーセーラジオ！』パーソナリティ、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひです」

　ワァー！　夕ゆう姫ひめー！　やすやすー！

「ちょっと。露ろ骨こつに歓かん声せいを減らすんじゃないよ。なに、乙おと女め姉さんに歓かん声せい上げてた連中は今帰ったの？　気き遣づかいという言葉をご存じない？」

　ワァァァァァァー！　やすやすー！　かわいいー！　ギャー！

「ありがとありがと。信じてたぞー」

「はーい、やすみちゃーん。お客さんに歓かん声せいを強要しないでくださいねー」

　めくるの言葉に場内が笑いで包まれる。

　三番組からなるラジオ合同イベントは、こんなふうに始まった。

　ステージから見る客席は随ずい分ぶんと広く感じるが、隅すみ々ずみまでしっかり埋うまっている。

　その多くが乙おと女め、めくる目当てだろうが、由ゆ美み子この言葉にもちゃんと笑ってくれた。

　ステージ上には四人。

　服装は全員、番組が用意した体操服っぽい衣装だ。

　ステージ袖そでにはスタッフや作家、ディレクターたちが待機している。

　時折、こちらにカンペを出したり、進行の指示をくれたりしていた。

「えー、それでは！　今回のイベントの説明をしていきますねー」

　マイクを持っためくるが進行していく。

　めくるは圧あつ倒とう的てきに場の回しが上う手まい。

　ごくごく自然に進行役を任されていた。

「今回、わたしたち三番組が様々なゲームで対決していきます！　そのゲームごとに点数をつけてもらい、その合計点数で順位が決まります。そして、最もポイントが高い番組には！　なんと！　豪ごう華か賞品が贈ぞう呈ていされます！　その賞品とは！」

　めくるが大きな動作で、後ろにあるスクリーンに手を向けた。

　ばん、という効果音とともに画像が表示される。

『高級焼肉店〝重じゆう々じゆう宴えん〟お食事券　十万円分』

「なんとー！　あの重じゆう々じゆう宴えんのお食事券でーす！　これは普ふ通つうに欲ほしい！　嬉うれしい！　イロモノじゃなくてよかった！」

「わー、重じゆう々じゆう宴えんはすごいねー！」と手をパチパチさせる乙おと女め、

「絶対欲ほしい！　絶対取ります！　焼肉食べたーい！」と腕うでを振ふり上あげる由ゆ美み子こ、

「うちです。うちがもらいます」と何度もコクコク頷うなずく千ち佳か。

「えぇと……、なんだかコーコーセーラジオの熱量たっかいですね……。まぁ彼女たち学生は食べ盛りでしょうしね……、それで、えー、やすみちゃんうるせー！　今、進行がしゃべってるでしょうが！」

　めくるの声に、会場からどっと笑いが起きた。

　とぼけたやりとりのたびに笑ってもらえる。

　こういうイベントのお客さんは元々笑いの沸ふつ点てんが低いが、それを差し引いても良い空気だ。

　この空気を最後まで維い持じできれば、観客もキャストも満足度の高いイベントになるだろう。

　しかし、今回はそれで満足するわけにはいかない。

　狙ねらうは優勝だ。

　千ち佳かに顔を向けると、彼かの女じよもこちらを見ていた。

　互たがいに頷うなずき合う。

「それでは、最初の対決！　『ドキドキ☆愛の告白シチュエーション大・作・戦☆』！　……ネーミングだっさ。あー、ごめんなさいごめんなさい。説明しますね」

　めくるは台本を見ながら進めていく。

「わたしたち四人はクジを引き、そこに書かれた告白セリフを披ひ露ろうします。可か愛わいく！　ときめくような！　愛の告白です！　その評価に応じてポイントがもらえます。審しん査さはディレクターの大おお出いでさんがしてくれるそうです」

　めくるが説明している間、スタッフが速すみやかに抽ちゆう選せん箱ばこをテーブルへ乗せ、風のように去っていった。

「点数は最高が10点！　ひとりひとり披ひ露ろうしていきますが、コーコーセーラジオはどちらかひとりですね！　順番はー……、じゃんけんだそうです！　今からじゃんけんします！」

　じゃんけんの結果、乙おと女め、めくる、コーコーセーラジオの順に決まった。

　最初に選ばれた乙おと女めは、おずおずと抽ちゆう選せん箱ばこからクジを取り出す。

　クジを開いて、うう、と困った顔になった。

　自信がなさそうに、ステージの前へそろそろ出て行く。

「あ、あのー……、わたし、あんまりこういうの得意じゃなくてー……、期待しないでほしいんですけど……」

　マイクを通しているものの、声はぽそぽそと小さい。

　頰ほおは赤く染まり、眉まゆも下がっていた。

　どうやら本当に苦手なようだ。

「それでは、どうぞ！」

　めくるの声が響ひびいた。

　乙おと女めは赤い顔で、ううー、と紙を見つめている。

　しかし、意を決したように顔を上げると、たどたどしく言った。

「『わ、わたし……、こんなにも、人のことを好きになったのは、は、初めてです……。だ、大好きです！　あなたの彼かの女じよにしてください！』……は、恥はずかしい～！　ちょっと、ごめんなさい、本当に無理です……！　わー！　もー！　もー！」

　彼かの女じよは心から恥はずかしそうにセリフを言ったあと、真っ赤になって顔を背そむけてしまった。

　その瞬しゆん間かんに爆ばく発はつ的てきな歓かん声せいが起きる。

　それを見ながら、ステージの端はしでぽそぽそと話す三人。

「姉さんの怖こわいところは、あれを天然でやるところなんだよね」

「そうね。さくちゃんがいなきゃ、わたしも計算であんな感じにやるんだけど」

「今、柚ゆ日び咲さきさんが同じことをやっても霞かすみますね……、というか、今からわたしたち全員、何やっても記き憶おくに残らないのでは？」

　照れながらも歓かん声せいに応える乙おと女めを見て、ただただ戦せん慄りつする。

　しかし、折を見てめくるがマイクを持ち上げた。
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「はい！　ありがとうございました！　いやー、さすが乙おと女めちゃん！　わたしもすっごくきゅんきゅんしちゃった！　さ、点数の方はどうでしょうか！　ディレクターさーん！」

　めくるが袖そでに問いかけると、ドラムロールが鳴なり響ひびいた。

　効果音とともに、後ろのスクリーンに点数が表示される。

『10点』

「ちょっと待って」

　歓かん声せいに吞のまれながらも、由ゆ美み子こが手とマイクを挙げる。

　そこから大声を張り上げた。

「いやいやいや！　大おお出いでさんおかしいでしょ！　こういうのは普ふ通つう、最初は基準点にするもんでしょ!?　最初から満点出してどうすんの!?　こういう企き画かく初めての素しろ人うとさんですか!?」

「はい、やすみちゃんから抗こう議ぎの声が上がっています。いやでも、これ本当そうですよ。ディレクターさんがいろいろ理解してないですよ、これは。え、なんですか？　『でも可か愛わいかったから』？　あの人ただのお客さんなの？」

　そんなことをやいやい言いつつ。

　イベントは進んでいく。

「『せんぱーい。先せん輩ぱいって、わたしのことどう思ってるんですか～？　わたし？　わたしはねー……、どう思います？　えへへ、大好きですよっ』」

　非常にあざとく、可か愛わいらしく言うめくるに観客が沸わく。

　めくるに視線を固定したまま、由ゆ美み子こは千ち佳かの耳元に顔を寄せた。

「お姉ちゃん。あたしらってどっちかしか出られないじゃん。お姉ちゃんいってくれない？」

「わたしが？　……かまわないけど、理由は？」

「あたしとめくるちゃんだと、たぶん系統が同じになっちゃう。点数もそんなに変わらないと思うんだ。可もなく不可もない点数よりは、渡わた辺なべにかましてもらった方がチャンスありそうじゃない？」

「……なるほどね。そういうことなら、わたしがいきましょう」

　作戦会議が終わったあたりで、めくるの『８点』という数字が発表され、次へ移っていく。

「はい、次はコーコーセーラジオです！　どちらが出るか決まってます？」

「わたしがやります」

「お、夕ゆう陽ひちゃんの挑ちよう戦せんだそうです！　これは楽しみですねー！」

　宣言どおり、千ち佳かは抽ちゆう選せん箱ばこからクジを引く。

　そのクジを持って、威い風ふう堂どう々どうとステージの前に立った。

「それでは、どうぞ！」

　めくるが言った瞬しゆん間かん、千ち佳かは前を見み据すえる。

　きりっとした表情でマイクを持ち上げた。

　そして、その鈴すずのような声で──。

「……たは、……ので、……は……、あ……、です。……で、…………ますっ」

「ちょっと待って」

　手とマイクを掲かかげる。

　再び、由ゆ美み子こが前に出る羽目になった。

「なに!?　ぜんっぜん聞こえなかったけど!?　なんて!?　マイク通して聞こえないってどういうこと!?　企き画かくを理解してない奴やつがここにもいたわ！」

　指を差しながら出て行く。

　すると、千ち佳かが耳まで赤くして、顔を手で隠かくしていた。

　逃にげようとするので捕つかまえ、彼かの女じよの手を無理やり引ひき剝はがす。

　涙なみだまで浮うかべた、悔くやしそうな顔が出てきた。

　さらに羞しゆう恥ちに染まった声を上げる。

「し、仕方ないでしょう!?　こういうのは初めてやるのよ！　こんなにも照れくさいものだなんて知らなかった！　あなた、こんな恥はずかしいものをわたしに押おし付つけたのね!?」

「あんたがここまでできないとわかってたら、あたしがやったっつーの！　その照れるパターンももう乙おと女め姉さんがやってんの！　かぶってるうえに何も言えないって、逆にすごいわ！　最低得点狙ねらってやってるでしょ、これ！」

　ステージの真ん中でわちゃわちゃしていると、それが収まらないうちに点数が発表される。

『５点』

「ほらー！　もー！　５点て！　姉さんにダブルスコアなんですけど！」

「やかましいわね、キャンキャンと！　むしろ５点は確保できたのよ！　あなたは最低得点なんて言っていたけれど、ぜんぜんそんなことないじゃない！　虚きよ偽ぎ申しん告こく！」

「あれは点数に差をつけすぎると緊きん張ちよう感かんが出ない、って大おお出いでさんが今いま更さら企き画かくを考こう慮りよした結果！　あんたの功績じゃないから！　事実上の最低だわあんなん！」

「出たわ！　あなたのそういうところ、本当に嫌きらい……！　ちょっとすみません、やすにもやらせてくれませんか。これだけ偉えらそうに言う女が、どこまでやれるか見たいんですが」

「おー！　いいよ、やってやるよ！　みなさーん！　目に物見せていいですかー！」

　由ゆ美み子この煽あおりに、お客さんが歓かん声せいを上げた。

　さっさとクジを引き、書いてあったセリフを元気よく可か愛わいらしく読み上げる。

「『ねぇねぇ、君ってわたしのこと好きなの？　好きなんでしょ？　わかるよ、だってわたしもだもん！　君のこと、だーいすき！』」

　きらきらした表情とそれに合わせた動きをつけ、明るく披ひ露ろうする。

　すると、客席から「やっちゃんだー！」という声が聞こえてきた。

　その瞬しゆん間かん、千ち佳かが早口で指し摘てきしてくる。

「はいズルー。ズルでーす。この人キャラ作ってました、今やっちゃんでやってました。ズルです。それがありなら、わたしだってユウちゃんでやってたわ」

「は？　ズルじゃないですー、工く夫ふうですー。ていうか、キャラ作ったらダメっていう理由が一個もありませんー。自分が思いつかなかったからって、人の工く夫ふうにケチつけるとかとんだクレーマーだわ。モンセモンセ！　……あ、モンセっていうのはモンスター声優の略です」

「それを言うならあなただって……！」

　いつもの言い争いに発展する。

　埒らちが明かないと判断したのか、めくるはさっさとマイクを口に近付けた。

「はーい、ふたりともー。次いくよー。ていうか、コーコーセーラジオは優勝狙ねらってるんだよね？　本当に？　大だい丈じよう夫ぶ？」







「お次は！　『どっちがドッヂ!?　ドッヂボール対決！』……タイトル、だっさ！　え、これ考えたの作家さん？　こんなにネーミングセンス終わってましたっけ？　え？　そこだけディレクターが差さし替かえた？　余計なことしかしないな、あの人！」

　しっかりとコメントを残しつつ、めくるは進行を続ける。

「えーっと、今回はチーム戦です！　二チームに分かれてドッヂボール対決を行い、残ったチームにポイントが入ります！　チーム分けは、わたし柚ゆ日び咲さきめくると桜さくら並なみ木き乙おと女めちゃん！　そして、コーコーセーコンビです！」

　めくるが説明している間に、スタッフが小型の防球ネットを置いていく。

　ラインはあらかじめ引いてあったので、あとは内野と外野に分かれるだけだ。

　どっちが外野に行くか。

　めくるたちはもう決まったらしく、乙おと女めが外野に向かっていった。

　千ち佳かに相談しようと近付くと、彼かの女じよの目が前に釘くぎ付づけになっている。

「……………………」

　めくるだ。

　内野に残っためくるが、千ち佳かに挑ちよう発はつ的てきな表情を向けている。

　さらに人差し指をクイクイ、と動かしてみせた。

　明らかに誘さそっている。客側からは見えないように。

　あからさまな挑ちよう発はつに、千ち佳かの眉まゆがぴくりと動いた。

「……佐さ藤とう」

「わーかった。あたしが外野に行くから」

　目をぎらつかせ、めくるから視線を外さない千ち佳かに「外野へ行け」とは言いづらい。

　あれだけ闘とう志しを見せているのだ、きっと活かつ躍やくしてくれるだろう。

　マイクパフォーマンスを求め、スタッフが千ち佳かとめくるにマイクを手て渡わたす。

　千ち佳かは早さつ速そく、めくるに指差して宣言した。

「この勝負、わたしたちがもらいます。わたしたちは高校生です。体力差で大きなアドバンテージがあります。負ける理由がないです」

「おお？　なんだなんだ、若さアピール？　十代からすれば、二十代はもうババアって？　それは許せないぞー」

　めくるは若じやつ干かん戸と惑まどったあと、キレの悪いコメントを返した。

　彼かの女じよの困こん惑わくも無理はない。

　年ねん齢れいいじりは（一部では）定番といえば定番だが、そのネタに持っていくにはさすがに年ねん齢れい差さがなさすぎないか。

　そんな由ゆ美み子この心配をよそに、千ち佳かは首を振ふって続ける。

「違ちがいます。わたしたちは日ひ頃ごろから運動していますから、その体力差です。学校で週に三回、無理やり体操服を着せられ、強制的に運動させられているんです。信じられますか」

「……体育の授業のこと？　よくそこまで悪く言えるね……」

「ですが、これが効いています。果たしておふたりは普ふ段だん、運動をしているでしょうか。『適度に運動しないとなぁ』とぼやく大人はたくさん見てきましたが、実際にしている人を見たことがありません」

「う」

　めくるが気まずそうに胸を押おさえる。

　千ち佳かが客席を見ると、お客さんも決まりが悪そうに目を逸そらした。

　しかし、めくるは虚きよ勢せいを張るように声を上げる。

「で、でもわたしだって、ライブの練習とかで運動はしてるよ！」

「それはライブ前だけでしょう。必要だからしているだけで、普ふ段だんは運動とは無む縁えんではないですか？　多た忙ぼうな桜さくら並なみ木きさんもプライベートで運動はしてないでしょう。この前、『プロフィールの趣しゆ味み欄らん、散歩って消した方がいいかなぁ……』ってぼやいてました」

「ゆ、夕ゆう陽ひちゃんバラさないでぇ！」

　外野にいる乙おと女めの抗こう議ぎを流しながら、千ち佳かは続ける。

「わたしたちは普ふ段だん、体育の授業を受けているんですよ。この体力差は大きい。何なら、おふたりの体力が切れるまで粘ねばってから、ゆっくりと仕留めることだってできるんです」

「ぐ……、そ、そんなことをすればイベントが押おすでしょう……」

「押おさないイベントなんて存在しません」

「うぐ……」

　めくるが顔を歪ゆがめたのを見て興が乗ったのか、千ち佳かは無む駄だに反はん復ぷく横よこ跳とびまで始める。

　だが、めくるを圧あつ倒とうしていた。

　千ち佳かの言うことはまるきり的外れでもない。体力差はある。

　これはいけるのではないか。

　由ゆ美み子こが期待に胸を膨ふくらませていると、いよいよ試合開始のブザーが鳴る。

　先せん攻こうは乙おと女め・めくるチーム。

　めくるがボールを強く摑つかみ、険しい表情で千ち佳かを見つめた。

「確かに、体力では夕ゆう陽ひちゃんたちが有利かもしれない……。だけど、その差が出る前に仕留める！」

　めくるは気合を入れてボールを投げるが、球きゆう威いはそれほどなかった。

　ほどほどな山なりで、千ち佳かに向かって飛んでいく。

　めくるはそれほど運動が得意ではないらしい。

　これは本当にあっさりいけるのではないか。

　千ち佳かも同じことを感じたようで、不敵な笑えみを浮うかべ、その場に構えた。

　そして、飛んでくるボールをしっかりと待ち構え──、

「ぶばっ！」

　──顔面に直ちよく撃げきした。

　その場でずてーん、と見事にひっくり返る。

「あぁ……、そうだった……。あいつ運動ダメだったんだ……」

　由ゆ美み子こは顔を覆おおって嘆なげく。

　体育のバスケでも同じことをやっていた。彼かの女じよは基本的にどんくさい。

　にも関わらず大たい言げん壮そう語ごなものだから、うっかり忘れていた。

　あぁ、こっちの負けだ……、と由ゆ美み子こはうなだれたが、そうはならなかった。

「──やすっ！　顔面はセーフっ！」

　そんな声が聞こえた。

　顔を上げると、千ち佳かの顔面で跳はね返かえったボールが高く浮うかび上あがり、こちらにふわふわと飛んできている。

「！　ユウ、ナイス！」

　めくるはぎょっとしてラインから離はなれるが、それよりもこちらの方が早い。

　思い切り助走をつけて高く跳とび上あがる。

　身体からだがふわりと浮うかび、空中でボールをがっちり摑つかんだ。

　そのまま、慌あわてて後退するめくるに向かって、全力で投げつける。

「おらぁっ！」

　勢いを纏まとったボールはめくるに向かって急降下し、見事に直ちよく撃げきした。

「顔面キャッチも掛かけ声ごえも、なんて声優らしからぬ……っ！」

　呻うめきながら、めくるはその場ですっ転ぶ。

　直後、ビーッ！　という効果音が聞こえて、スクリーンに『勝者　コーコーセーラジオ！』と表示された。

　思わず、千ち佳かの元に駆かけ寄よると、同じように彼かの女じよもこちらに走ってきていた。

「ユウ！」

「やす！」

　お互たがいに勢いよく手を振ふり、パンッ！　と合わせる。小気味いい音が響ひびいた。

　その様子に、客席から「おー……」とどよめきが起こる。

　そんな中、床ゆかに転がったままのめくるが悔くやしそうに、

「違ちがうー……、いがみ合うふたりが通じる瞬しゆん間かんは、絶対ここじゃないぃー……、ドッヂボールじゃないぃー……、違ちがうところで見たかったよおー……！」

　と呻うめいたのだが、だれの耳にも届かなかった。







　ドッヂボール後も様々なゲームが行われた。

　由ゆ美み子こたちが全ぜん身しん全ぜん霊れいで挑いどむこともあって、異常に白熱した戦いになる。

　勝った負けたを繰くり返かえし、どの番組が優勝かわからないほどの接戦となった。

　その状態で結果発表に移っていく。

「というわけで！　すべてのゲームが終しゆう了りようしました！　今から結果発表となります！　果たして、優勝賞品はだれのものになるのでしょうか！」

　ステージ前方に四人で並び、端はしにいるめくるがマイクを通して叫さけぶ。

　結果は背後のスクリーンに表示される予定だ。

　ドラムロールが鳴り始める。

　点数は微び妙みようだ。

　しかし、どうにか、どうにか優勝したい。お食事券が欲ほしい。

　ただひたすらに願っていると、めくるが挑ちよう発はつ的てきな目つきを向けてきた。

『これはわたしがもらったんじゃない？』

　そんな顔をしてくるものだから、由ゆ美み子こはイーッと顔を突つき出だす。

　めくるは由ゆ美み子こたちの優勝を阻そ止しするために、それはもう本気で挑いどんできた。

　純然たる嫌いやがらせ。もしくは異様な負まけず嫌ぎらい。

　賞品云うん々ぬんを抜ぬきにしても、めくるには負けたくない。

　お願い！　名前を呼ばれて！

　そう願った瞬しゆん間かん、ドラムロールが鳴り終わり、スクリーンに名前が表示された。

　果たして、めくるか、コーコーセーラジオか──！

『優勝者　桜さくら並なみ木き乙おと女め！』

「「「えぇぇぇぇぇぇぇぇ──！」」」

「あ、やったー」

　思わず、三人揃そろって頓とん狂きような声を上げてしまう。

　こちらの思いを知らない乙おと女めは、無む邪じや気きに喜んでいた。

　た、確かに各おの々おのの点数にそれほど差はなかったけれど……。

　鬼き気き迫せまりながら争った由ゆ美み子こたちと違ちがい、彼かの女じよはごく普ふ通つうに頑がん張ばっていた。

　乙おと女めには悪いが、意い気き込ごんでいただけに拍ひよう子し抜ぬけする結末だ。

「そ、それでは乙おと女めちゃん！　ステージの中央にどうぞ！」

　そう言いつつ、めくるたち三人はステージの端はしに寄っていく。

　真ん中にはスタッフがおり、そこでお食事券の入った封ふう筒とうが贈ぞう呈ていされる。

　中央に向かった乙おと女めを見ながら、めくるがこちらに顔を寄せてきた。

「……お互たがい、残念な結果ね。にしてもあんたら、本当に全力だったから驚おどろいたわ。こっちまで熱くなっちゃったし。で？　なんでそこまでして、お食事券が欲ほしかったの。ただ焼肉が食べたかった、ってわけじゃないでしょ？」

　スタッフから封ふう筒とうを渡わたされると、乙おと女めは客席に笑え顔がおを向けた。拍はく手しゆが返ってくる。

　もう隠かくす意味もない。

　喜びのコメントを述べる乙おと女めに目を向けたまま、由ゆ美み子こは白状する。

「……めくるちゃんにお礼したかったんだよ。お世話になったからさ。どうすればめくるちゃんが喜ぶかな、と考えてたんだけど──、乙おと女め姉さんとご飯を食べに行くのはどうかな、と思って」

「は？」

「表情」

　何言ってんだこいつ、という顔になっためくるに注意する。

　めくるは慌あわてて笑え顔がおになり、視線も乙おと女めに戻もどした。

　言葉を繫つなげたのは千ち佳かだ。

「柚ゆ日び咲さきさんは桜さくら並なみ木きさんのファンでしょう。桜さくら並なみ木きさんとの食事は、きっとこれ以上ないほどの思い出になるはず。だから、あのお食事券を使って、この四人で焼肉に行くつもりだったんです」

「それで優勝を狙ねらってたって？　バカじゃないの。誘さそわれても行くわけないでしょ。何度も言ってるけど、わたしはほかの声優と慣れ合うつもりはないんだから」

　呆あきれ果はてた、と言わんばかりにめくるは息を吐はく。

　それに由ゆ美み子こが答えた。

「知ってる。だから、優勝したかったんだ。普ふ通つうに誘さそっても来ないだろうけど、この場で『このお食事券は四人の打ち上げに使います！』ってお客さんに宣言すれば、どう？　行かざるを得ないでしょ。自分の番組で『行きました』って報告するまでが一セットになる」

　再びめくるはこちらの顔を見て、驚おどろきの表情を浮うかべる。

　何かを言いかけて息を吞のんだ。

　げんなりしながら、両りよう腕うでを擦さする。

　ただそれも一いつ瞬しゆんのことで、さっさと表情を取とり繕つくろっていた。

「………………。こっわ。外そと堀ぼりから埋うめてかかってたのかよ。このがきんちょどもは……」

　はぁー、と大きく息を吐はく。

　それからわざとらしい笑え顔がおを作って、ぞっとするほどかわいい声で続けた。

「それなら、邪じや魔ました甲か斐いはあったってことね。そんな茶番に付き合わされるのはごめんだから。あぁよかったわ。あんたらもしょうもないこと考えてないで、さっさと忘れな。感謝されても迷めい惑わくなだけだから」

「……………………」

　彼かの女じよなら、きっとそう言うと思っていた。

　しかし、素のめくるとしてなら、乙おと女めとの食事は絶対に嬉うれしいはず。

　そして事情を知る由ゆ美み子こたちだからこそ、このような話に持っていける。

　だから、このチャンスはものにしたかった。

　こんな機会はもうないだろうなぁ……、とうなだれつつ、一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばっていた乙おと女めを見やる。

　乙おと女めのきらきらした笑え顔がおを見ていると、めくるがふっと笑った。

「ま、これが一番いい結果よ。お客さんはさくちゃんが目立つのが一番嬉うれしいし、わたしもあんたらの思おも惑わくから逃のがれられてハッピー、あんたらも礼なんてもう忘れればハッピー。これが一番──」

「では、もらったお食事券は四人の打ち上げに使いたいと思いまーす！」

　乙おと女めが封ふう筒とうを掲かかげて、嬉うれしそうにそう宣言していた。

　調子よく話していためくるの動きが、ぴたりと止まる。

　由ゆ美み子こは千ち佳かと顔を見合わせていた。

「やったー！　姉さん、最高ー！　大好きー！」

「────────は？」

　由ゆ美み子こが両りよう腕うでを振ふり上あげるのと、めくるから空くう虚きよな声が漏もれるのは同時だった。
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　打ち上げ当日。

　待ち合わせの十九時十分前に、由ゆ美み子こは焼肉店『重じゆう々じゆう宴えん』に到とう着ちやくした。

　日はとっぷりと暮れているが、街中は人工的な光で明るく、人の往来も多い。

　賑にぎやかな声が溢あふれる大きな道、そこから少し外れた場所に『重じゆう々じゆう宴えん』はある。

　上品な佇たたずまいの建物の前、そこに女の子がひとり立っていた。

　マスクをしているが、間ま違ちがえようがない。

「めくるちゃーん」

　声を掛かけると、めくるはスマホから顔を上げる。

「あぁ。お疲つかれ」

「お疲つかれー」

　マスクを外しても、そこには仏ぶつ頂ちよう面づらしかない。

　反面、由ゆ美み子こはにこやかに手を振ふった。

　彼かの女じよはそれを嫌いやそうに見つめる。

「めくるちゃん、そんなに怒おこんなくても。結局、ご飯を食べたいって言ったのは姉さんなんだからさ。姉さんに言われちゃ、文句もないでしょ」

「……べつに、怒おこってない。ちょっと緊きん張ちようしてるだけ」

　めくるはこちらから目を逸そらし、弱々しい声で呟つぶやく。

　何ともテンションが低く、いかにも乗り気じゃないといった感じだ。

　しかし、由ゆ美み子こは首を傾かしげ、じーっと彼かの女じよの姿を見つめた。

　上から下まで。

　顔もじっくり覗のぞき込こむ。

「なに。鬱うつ陶とうしいんだけど」

「……いや。めくるちゃん、気合入りすぎじゃない？」

　そんな感想が漏もれる。

　今日美容院に行ったのか、髪かみが綺き麗れいに整えられている。

　長さもセットも完かん璧ぺきだ。

　化け粧しようも非常に丁てい寧ねいで、細部に至るまで気き遣づかいが見える。

　服装は、ノルディック柄がらの白セーターに黒いロングスカート、ベージュのノーカラーコート。

　童顔ながら大人っぽい彼かの女じよによく似合っていた。

　恥はずかしそうに前まえ髪がみを触さわる姿は、クリスマスデートにはしゃぐ少女のよう。

　何度か彼かの女じよと会っているが、今日が一番気合の入った格好をしていた。

「完全にイベントで人前出るレベルじゃん……。今日ただの打ち上げだよ？　カメラないよ？　あれ、もしかしてあたしが知らないだけでカメラ入る？」

「そうじゃないけど……、さくちゃんが来るから。やっぱり、会うんだったら一番綺き麗れいな姿で会いたいから……」

「めくるちゃん、推おしのイベントと勘かん違ちがいしてるね？　ご飯だよ？　今から焼肉だからね？」

　思わず指し摘てきすると、めくるはじろりと睨にらんでくる。

「そういうあんただって、イベントに出るみたいな格好してるでしょうが。わたしが知らないだけで、今日カメラ入るわけ？」

　めくるの目が上から下に降りていく。

　実際、今の由ゆ美み子この姿は、歌うた種たねやすみとして人前に出るものと変わらない。

　髪かみはまっすぐなストレート、化け粧しようも綺き麗れいめなナチュラルメイク。

　上はもこもこしたニットセーター、下はチェックのスカート。

　淡あわいピンクのコートは、一ひと目め惚ぼれして買ったばかりだ。

　普ふ段だんのギャル姿とはかけ離はなれている。

　由ゆ美み子こは手を広げながら、ニッと笑った。

「ファンサだよ、ファンサ。今日はめくるちゃん来るからさ。喜んでもらえるかなー、と思って、こっちで来たの」

　どう？　どう？　とアピールすると、めくるは腰こしに手を当てて、ふぅーっと息を吐はく。

　おや、この反応はお気に召めさなかったか。

　様子を窺うかがっていると、彼かの女じよはそっと目を伏ふせる。

「……気持ちは嬉うれしいけど、やすやすが目の前にいると思うと緊きん張ちようするから。あんまりかわいいことしないで。もうちょい自覚持ってくれないと、わたしが困る」

　顔を赤くして、声もどんどん小さくなっていく。決して目を合わせない。

　……マジか、この人。

　乙おと女め相手に緊きん張ちようしていると思っていたが、歌うた種たねやすみにもあがっていたらしい。

　思わず、素のテンションで言葉を返してしまう。

「いや、冗じよう談だん。今日事務所で撮さつ影えいあったから、私服もそれに合わせただけだよ。そのまま来たから、この格好ってだけで」

　正直に事実を話すと、めくるはどこかほっとした表情を作った。

　そのあと、自分の両りよう頰ほほを軽く手で叩たたく。

「あー、ダメだ。あんたといると調子狂くるう。さくちゃん……、桜さくら並なみ木きさんが来るんだから、素が出ないよう気を付けないと。たるんでるわ、ほんと」

　よし、と両手で拳こぶしを握にぎる。

　表情は心なしか引ひき締しまって見えた。

　その姿が愛らしくて、後ろから彼かの女じよの両りよう肩かたに手を置く。

「いやいや、あたしはめくるちゃんの素が見られたら嬉うれしいよ？　気を許してくれたみたいでさ」

「うるさい、めくるちゃん言うな。あんたに気を許すことなんて、これからもこの先もない」

　鬱うつ陶とうしそうに由ゆ美み子この手を払はらうと、腕うで時ど計けいをちらりと見る。

「歌うた種たね。もう予約の時間だし、先に入ってましょ」

　ちょいちょいと指差して、店の方に進んでいく。

「あたしたちのが後こう輩はいなのに、めくるちゃんに予約してもらって悪いね」

「べつに。高校生に店の予約任せたくないし。桜さくら並なみ木きさんにしてもらうのもなんでしょ」

　店の扉とびらを開けると、外まで漂ただよっていた肉の香りがいっそう強くなる。

　値段が高いだけあって、店の雰ふん囲い気きは品があって落ち着いていた。

　ついきょろきょろと周りを見ていると、

「きょろきょろしない」とめくるにつつかれてしまう。

　来店のベルで出てきた店員さんに、めくるが名前を告げた。

「十九時に予約した藤ふじ井いです」

　店員さんはにっこり笑って、個室に案内してくれる。

「めくるちゃんって、本名藤ふじ井いさんなんだ。結構普ふ通つうだねえ」

「うるさいな。歌うた種たねだって佐さ藤とうでしょうが」

「ねー、下の名前はなんて言うの？」

「あんたには絶対教えない。……それより」

　めくるは気だるげにこちらを見上げる。

「前のイベントでも思ったんだけど。あんた、さっき撮さつ影えいって言ってたよね。もう素の格好では表に出ないってこと？」

　素の格好、というのは普ふ段だんのギャル姿のことだろう。

　少し前まで、歌うた種たねやすみとして活動するときもギャル姿だった。

　今のキャラを定着させるためだ。

　しかし、キャラの強調をやめた今、周りが見慣れ、好まれている元の姿に戻もどることにしたのだ。

「うん。あたしとしても、歌うた種たねやすみはこっちの方が落ち着く。ユウもたぶん同じだよ」

　そう告げると、めくるは視線を前に戻もどした。

「……いいんじゃないの、それで。ファンもそっちのが喜ぶだろうし。知らないけど」

　聞こえるか聞こえないかくらいの声で、めくるは言う。

　めくるが見ていないのをいいことに、「こういうところだよなぁ」とにまにまする。

　案内された個室は四人用の座ざ敷しきで、ゆっくりできそうだった。

　席を指差して、由美子は口を開く。

「めくるちゃん、座すわる位置決めよ。どこにする？」

「は？　どこでもいいけど。なに、だれがだれの隣となりかを気にするわけ？　はー、そういうとこ学生って感じね」

　めくるがせせら笑いながら、呆あきれたように頭を振ふる。

　当たらずも遠からず。由ゆ美み子こは冷静に言葉を返した。

「いや、めくるちゃんが気にするでしょ。乙おと女め姉さんが来るんだよ。向かい合わせか、隣となり、どっちがいいの？」

　めくるの動きがぴたりと止まった。

　途と端たん、難しい表情で腕うでを組む。

　前かがみになりながら、席をじっと見つめた。

「そう、ね。顔をずっと見られる正面……、いや、物理的に距きよ離りが近い隣となり……？　どっちが、正解……？　いや、どちらも正解ではあるけど、どっちの方がより……」

「めくるちゃん」

「待って！　ちょっと待って！」

　手で制してくる。余計なことを言ったかもしれない。

　これは長くなるかなぁ……、と思っていたら、扉とびらを開けて千ち佳かが入ってきた。

「……どういう状じよう況きよう？」

「どういう状じよう況きようだと思う？」

　わけのわからぬ状じよう況きように、千ち佳かは眉まゆ根ねを寄せた。







　結局、めくるは乙おと女めの隣となりを選せん択たくした。

　めくるの向かいに由ゆ美み子こ。

　由ゆ美み子この隣となりに千ち佳かが座すわっている。

　既すでに待ち合わせ時間は過ぎたが、乙おと女めからは仕事で少し遅おくれると連れん絡らくが入った。

　そして、待つ時間が延びるにつれて、めくるの緊きん張ちようが強くなる。

「めくるちゃん、もう少し落ち着いたら？」

　机に指をとんとん、視線はきょろきょろ、口を開けば生返事。

　実に落ち着きがない。

「さっき、素が出ないようにするって言ってたのに」

「うるさいな……。始まる直前の緊きん張ちようはどうしようもないでしょ。抑おさえられないもんなの」

「始まるって言っちゃってるし。ライブ前のオタクみたいになってるけど」

「あぁそんな感じ。席も最前なんだから、興奮するのは仕方ないでしょ」

「隣となりの席を最前って言うのやめない？　そんな状態で姉さんが来て本当に大だい丈じよう夫ぶ？」

　由ゆ美み子この苦言に、めくるは渋しぶい表情になる。

　そのまま目を手で覆おおった。

　大きなため息のおまけ付きだ。

「あー……、本当に調子狂くるう。だから嫌いやだったの……、あんたたちがわたしの素を知ってると思うと、どうにも気が抜ぬける。なんでこんなことになったかなぁ……」

　その言葉には実感がこもっていて、少しだけ可哀かわい想そうになる。

　めくるの素が露あらわになった経けい緯いは、ほとんど事故だ。

　めくるは隠かくし通したかったろうし、今でも後こう悔かいしている。

　……自分は余計なことをしているのかもしれない。

　めくるの顔をじっと見る。

　すると、彼かの女じよは徐じよ々じよに挙きよ動どう不ふ審しんになり、赤い顔で手のひらをこちらに向けてきた。

「ちょっと……、あんまり顔を見られると恥はずかしい……、視線いいですから……、ファンサ過か剰じよう……」

「………………」

　いや、ファンサじゃないわ。

　心配して損した。

　少なくとも、今のめくるは嬉うれしそうだ。

　相反する感情が彼かの女じよにあるのは知っているし、この件はもう深く考えないでおこう……。

「柚ゆ日び咲さきさん」

　そんなやりとりをしていると、千ち佳かが口を開いた。

　彼かの女じよは真面目な表情で、ぺこりと頭を下げる。

「あのときは来てくれて、ありがとうございました。前はちゃんとお礼を言えなかったので」

　めくるがきょとんとした顔になる。

　しかし、すぐに無表情に戻もどった。

　頰ほお杖づえを突つきながらぼそりと答える。

「べつに。わたしは、お礼を言われるようなことはしてない。だってあれは、柚ゆ日び咲さきめくるの意思じゃないもの」

「あれは、藤ふじ井いさんとしての意思ってこと？」

「そ」

　由ゆ美み子この言葉に、めくるはそっけなく返す。

　視線を合わせないまま、独り言のように呟つぶやいた。

「わたしのファンとしての気持ちは、あの場にいたほかのファンといっしょだよ。いろいろ割り切れない想おもいはあるけど、それでも続けてほしい。やめてほしくない。ファンとしての気持ちがあぁなんだから、こうやって続けてもらう分には嬉うれしいんじゃないの」

　投げやりな言い方になりつつも、由ゆ美み子こたちを肯こう定ていしている。

　それに気が緩ゆるんでいると、めくるは「ただし」と付け加えた。

　千ち佳かと由ゆ美み子こに睨にらむような目を向ける。

「声優・柚ゆ日び咲さきめくるとしては、やっぱりあんたたちの行動は許せない。許すつもりもない。それを忘れないで。今日だって、仕事だから来ただけ。二度とごめんだわ」

　ふん、と不ふ愉ゆ快かいそうに言う。

　千ち佳かはそんなめくるをじっと見つめていたが、小さな笑えみをふっと浮うかべた。

「大だい丈じよう夫ぶです。わたしも二度とごめんなので。仕事じゃなければ来ないです」

「……夕ゆう暮ぐれは、もうちょい可か愛わいげあったほうがいいと思うけど」

　心底呆あきれたような顔で、めくるは千ち佳かを見ていた。

　ふたりが気安いやりとりをしているのが、どこか嬉うれしく感じる。

　案外、良いい空気なんじゃないか。

　そんなふうに思っていたが、新たな風に一気にその空気が吹ふき飛とんだ。

「ごめんなさい！　遅おそくなっちゃった」

　入ってきたのは桜さくら並なみ木き乙おと女めだ。

　ベルト付きのニットワンピースにジャケットを羽織り、頭にはキャスケットを乗せている。

　走ってきたのか、息を切らしながらも笑え顔がおだ。

「わー、姉さん。大だい丈じよう夫ぶ、そんな待ってないよー」

　両手を振ふると、乙おと女めも嬉うれしそうに手を振ふり返してくれる。

　視界の端はしで、千ち佳かが頭を下げるのが見えた。

　さて、ここで気になるのがめくるの反応だ。

　さっきまでライブ前のような緊きん張ちよう感かん（客側）を出していた彼かの女じよだが、目の前に推おしが現れたとき、どんな表情をするのか。

　ライブなら歓かん声せいか悲鳴を上げるのが定番だけど……、とめくるの顔を見る。

「お疲つかれ様さまです」

「………………」

　めくるはお手本のような笑えみを浮うかべ、頭を下げていた。

　……どうやら、お仕事スイッチを入れたらしい。

　凄すさまじい切きり替かえの早さだ。乙おと女めともごく普ふ通つうに接している。

　なんだ。つまんないな。もっと顔に出ると思ってたのに。

　そうしてふたりを見ていると、千ち佳かに肘ひじでつつかれた。

「なに」

「露ろ骨こつすぎ」

　どうやら、顔に出ていたのはこちらだったらしい。

　乙おと女めが目を離はなした隙すきにめくるから睨にらまれる。

　しかし、乙おと女めが隣となりに座すわると、めくるの頰ほおがひきつった。

「えへへ、めくるちゃんの隣となりだ」

　にこーっとしながら、乙おと女めがそんなことを言ったからだ。

　あの至近距きよ離りであの笑え顔がお、そんな人たらしなことを言われれば、めくるとしてはきついだろう。案の定、固まっている。

　でも、距きよ離りは近い方が嬉うれしいのではないか。

　気を遣つかったわけではないが、由ゆ美み子こはメニューを差し出す。

「とりあえず、飲み物たのもっか」

　それぞれが頷うなずく。

　メニューはふたつなので、必然的にふたりでひとつを使うことになる。

「えっと、どうしようかな……。めくるちゃんはどうする？」

「そうですね……。！　あ、あー……、ど、どうしようかな……」

　乙おと女めがメニューを覗のぞき込こむので、さらに距きよ離りが近くなる。

　乙おと女めの顔がすぐそばにある。

　めくるはさすがに外面が外れかけたが、それでも平静を保とうとしていた。

　そんな葛かつ藤とうを知らない乙おと女めは、笑え顔がおのままめくるに話しかける。

「めくるちゃん、お酒飲む？　明日大だい丈じよう夫ぶ？」

「あぁ……、明日は夜からなので大だい丈じよう夫ぶですよ。飲みますか？」

「飲もう飲もう。わー、めくるちゃんとお酒飲めるの嬉うれしいなー。何にするー？　ビール？」

　きゃいきゃいしている乙おと女めを見て、楽しそうで何より、と由ゆ美み子この頰ほおも緩ゆるむ。

　反面、めくるはちょっと辛つらそうだ。

　乙おと女めから見て、不自然にならない程度に離はなれようとしている。

　そのせいで姿勢がおかしい。腰こしやられそう。

　なんだか思春期の男子みたいだな……、と思っていると、肩かたに熱を感じた。

　千ち佳かがぺったりと肩かたをくっつけ、メニューを覗のぞき込こんでいる。

　こっちはこっちで距きよ離り感かんに気き遣づかいが一いつ切さいないな……、べつにいいけど……。

「？　……？　…………？」

　人にくっついてメニューを見ているくせに、千ち佳かは変な顔をしていた。

　仕方なくメニューをめくってやる。

「ここはアルコール類。あんたはソフトドリンクでしょ。どれにすんの」

「あぁ……、えっと……、ウーロン茶……」

「ジュースじゃなくていいの？　いっぱい種類あるけど」

「あ、本当ね……、ん……。サイダー、にしようかな……」

「ご飯のときに炭酸飲むとお腹なかいっぱいにならない？　べつにいいけどさ。あ、果か汁じゆう１００％のジュースもあるよ。口さっぱりさせたいなら、こっちの……」

「……ちょっと」

　ページをめくっていると、千ち佳かから苛いら立だった声が飛び出す。

　彼かの女じよはこめかみに指を当てて、嫌いやそうに続けた。

「世話を焼かなくていいから。たまにあなた、わたしのことを子供か何かだと勘かん違ちがいしているときがない？」

　食事のときは、いつも子供だと思って接しているけど。

　しかし、正直に言うとこじれそうだ。

「思ってないから。それより、早く飲み物決めな」

「………………」

　軽くあしらうと、彼かの女じよは凶きよう暴ぼうな目つきで睨にらんでくる。

　しかし、それ以上は何も言わず、大人しく飲み物を選んでいた。







「かんぱーい」

　飲み物が到とう着ちやくし、次から次へと肉が運ばれてくる中、四人の声が重なり合う。

　四つのグラスが離はなれたあと、思い思いに口へ運んだ。

「……あー、おいしい～。お仕事のあとのお酒は、最高だねぇ……」

　ふにゃふにゃしながら、ビールを楽しむ乙おと女め。

　その珍めずらしい表情を見ないようにしながら、ビールに口を付けるめくる。

　由ゆ美み子こと千ち佳かは果か汁じゆう１００％のりんごジュースだ。

　一息ついてから、由ゆ美み子こは肉が載のった皿とトングを手に取る。

「よし、じゃあサクサク焼いていこっか。タン塩からでいいよね？」

　慣れた手つきで、網あみの上に肉を乗せていく。

　途と端たん、じゅう、と食欲をそそる音が聞こえた。

「あ、じゃあわたしサラダ取り分けるねー」

　サラダをよそう乙おと女め。

　それにめくるが慌あわてた。

「あぁ、桜さくら並なみ木きさん。いいですよ、わたしがやりますから」

「え？　いいよぅ。同期なんだし、気を遣つかわないでよー。それよりわたしは、めくるちゃんがまだ敬語なのが気になるんだけどなー？　タメ口がいいのにな～？」

「……前も言いましたけど、年上の方に敬語を外すのは苦手なんですってば」

　そんなことをやいやい言いながら、乙おと女めはサラダを取り分けていく。

　何もしないのはまずいと思ったのか、千ち佳かが箸はしを手に取った。

「佐さ藤とう。わたしも焼くの手伝う」

「いい。余計なことしなくて。あんたは黙だまって座すわってな」

「は？　なにそれ。あなた焼肉奉ぶ行ぎようだったの？　べつにふたりでやってもいいでしょうに」

「うるさい。自分の箸はしで肉を焼こうとする奴やつに、させることは何もない」

「お生あい憎にく様さま。このお箸はしはまだ口を付けてないから、綺き麗れいなままよ。わたしだって、それくらい弁わきまえているわ」

「あんたのことだから、生肉摑つかんだその箸はしで、そのまま焼いた肉を食べるんでしょ」

「？　それの何が悪いの？」

「ばーかばーか」

「ちょっと！　何の話？　そういうルールがあるの？　暗あん黙もくの了りよう解かい？　あなたはすぐそうやってマウントを取ろうとする！」

　怒おこり出す千ち佳かを無視して、さっさと肉を焼いていく。

　千ち佳かに出しゃばられると焼ける肉も焼けない。

　せっかくのいいお肉を邪じや魔まされてなるものか。

「あ、夕ゆう陽ひちゃん。やすみちゃんはお肉焼くの、とっても上手だから。やすみちゃんが焼肉奉ぶ行ぎようさんやってくれるなら、おまかせした方がいいかも」

　由ゆ美み子この焼肉奉ぶ行ぎようを知る乙おと女めが、そう後あと押おしする。

　さすがに乙おと女めから言われると、千ち佳かも矛ほこを収めざるを得ないようだ。

　大人しく座すわりなおす。

　めくるは何をしているかと見れば、取り分けてもらったサラダを見つめていた。

　瞳ひとみの輝かがやきを隠かくし切れていない。

『桜さくら並なみ木き乙おと女めに取り分けてもらったサラダ』として、うっかり家に飾かざりそうな目だ。

「……めくるちゃん、サラダ食べなよ？」

「っ。わ、わかってるわ。当たり前でしょうが」

　顔を赤くし、慌あわてた様子でサラダをテーブルに戻もどす。

　それに呆あきれつつも、由ゆ美み子こは肉の焼け具合を確かめた。

「ん。こんなもんかな。取っていいよー」

　由ゆ美み子この掛かけ声ごえに、まず乙おと女めが肉を取り、遅おくれて千ち佳かとめくるが肉を皿に運ぶ。

　由ゆ美み子こも箸はしに持もち替かえて、程ほどよく焼けたタン塩を摘つまんだ。

　タレ皿のレモン汁じるにちょいちょいと付けると、じゅ、という音が鳴る。

　四人で顔を見合わせてから、ぱん、と手を合わせた。

「「「「いただきます」」」」

　口の中にタン塩を運ぶ。

　まず、レモンとほのかな塩の風味が口の中に広まり、すぐに肉の香りが合わさった。熱々なお肉が旨うま味みを強調する。さっぱりとした、上品なタンの味。嚙かめば嚙かむほど味の広がりは大きくなり、そのたびに幸福な気持ちになる。

　四人で、おいしいなぁ、と顔がほころぶ。

「……よし。ガンガン焼いていくよー」







　めくるがトイレから帰ってきたら、入いれ違ちがいでトイレに向かおうと思っていたが、なかなか帰ってこない。

　別にタイミングを合わせなくてもいいか、と席を立った。

「ごめん、トイレ行ってくんね」

　そう言い残して部屋を出る。

　お腹なかを擦さすりながら、上品で綺き麗れいな廊ろう下かを歩いた。

「やー……、高いだけあるなぁ。どのお肉もおいしい」

　そんな感想がこぼれる。

　次から次へと肉を焼いていったが、どれもとてもおいしかった。

「いつか、ママをこういうお店に連れてきてあげたいなぁ」

　せっせと働く母を思おもい浮うかべる。

　そして、トイレの扉とびらを開けてぎょっとした。母の店で見た光景と重なったからだ。

　女性が洗面台の前でうなだれている。めくるだ。

　慌あわてて、彼かの女じよの背中にそっと手をやった。

「めくるちゃん大だい丈じよう夫ぶ？　気持ち悪い？　どれくらいキツい？」

　飲みすぎたか。

　彼かの女じよのアルコールの許容量はどれくらいで、どれくらい超こえてしまったのだろう。

　顔を覗のぞき込こむと、とろんとした目がこちらを見上げた。

「あぁ、歌うた種たね……」

「あれ……？　気持ち悪いんじゃないの？」

　予想よりしっかりした声こわ色いろ、目の色に驚おどろく。

　由ゆ美み子この問いかけにめくるは首を振ふった。

「大だい丈じよう夫ぶ、ぜんぜん酔よってないから……。むしろ酔よえない。お酒もぜんぜん進まない……」

　うわ言のようだが、確かに酔よっ払ぱらいの言う「酔よってない」とは別に見えた。

　飲みすぎたのでないなら、なぜこんなことに。

　訝いぶかしんでいると、めくるがこちらの両りよう肩かたをガッと摑つかんできた。

　潤うるんだ瞳ひとみでぎゅう～っと手に力を込こめてくる。

「さくちゃんが近い……っ！　近いよぅ……！　ねぇ、あんたにわかる!?　推おしが、すぐそばにいる恐おそろしさが！　頭真っ白！　なーんも出てこない！　そのうえさくちゃん神対応だし、もうわたしどうにかなるぅー……！　ねぇ、なんであの人あんなにかわいいの～……、ガチ恋こいが加速するぅー……！　やめてほしい、これ以上わたしを夢中にさせるのはやめてほしいぃ……、だってもう、まず私服！　あの私服見た!?　すっごい似合ってるし最高だし初めて見る私服だしあれプライベートでしか着ないのかなぁそれに隣となりに来たときもピカピカの笑え顔がおだしもうあれでイチコロそれに」

「ちょい待った、早口で感想語るのやめて」

　酔よったのは酒じゃなくて乙おと女めに、らしい。やかましいわ。

　ヒートアップして早口で語る人物は身近にいる。

　こういうときは早めに止めるに限る。

　すると、めくるはこちらに身体からだを預けてうなだれた。

「歌うた種たねぇ……！　幸せすぎて辛つらいぃ……、わたしは今日死んでもいいぃ……、今日がわたしの命日だ……、この幸せな夢を見続けるためならどうなってもいい……」

「そんなに？　……まぁ、喜んでるならいいけど」

　あまりの熱量に若じやつ干かん引いたが、めくる自身は楽しんでいるようだ。

　うぅぅー……、と幸せを嚙かみしめているめくるは、やはり少しは酔よっているのかもしれない。

　未いまだ手を離はなしてくれず、由ゆ美み子この身体からだに頭を押おし付つけている。

　そのうち泣き出すんじゃないだろうか……。

　そう思いながら、頭をぽんぽんと叩たたいた。

「っ！」

　その瞬しゆん間かん、めくるは後方に勢い良く飛ぶ。

「あだっ！」

「ちょ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　めくるは勢いのまま壁かべに激げき突とつし、背中を押おさえる。

　由ゆ美み子こが駆かけ寄よろうとすると、彼かの女じよは手で制してきた。

　めくるは口元を手で隠かくしながら、カァっと顔を赤くする。

「……だめ、やっぱり酔よってる。あの、あんまり近付かないで。やすやすまで意識すると、本当に、もう、だめに、なるから。おかしく、なる」

「…………」

　もうとっくにおかしいんだけど……。

　挙きよ動どう不ふ審しんになっためくるを見て、やっぱり素のままで来た方がよかったかも、と後こう悔かいしてきた。

「……大だい丈じよう夫ぶなら、あたしトイレ済ますね？」

「……うん。先、戻もどってる」

　そわそわしためくるがトイレから出ていく。

「あれで、姉さんの前ではしれっとしてるんだからすごいよな……」

　めくるに感心だか呆あきれだかわからない感想を抱いだきながら、さっさと個室に入った。







　おいしいお肉をたっぷりと食べ、食事も大体終わった頃ころ。

「すみません。明日は朝から仕事があるので、今日は失礼します」

　そう言いながら、千ち佳かが立ち上がった。

「桜さくら並なみ木きさん、ご馳ち走そう様さまでした。お肉とてもおいしかったです」

「うん、お疲つかれ様さま！　わたしも夕ゆう陽ひちゃんとご飯食べられて嬉うれしかったよ～！」

「お疲つかれ」

　にこやかに手を振ふる乙おと女め、軽く手を挙げるめくるに、千ち佳かは頭を下げる。

　その様子を由ゆ美み子こが見上げていると、彼かの女じよは不服そうに見下ろしてきた。

「言っておくけれど。本当に仕事だから。噓うそだと思うなら、成なる瀬せさんに確かく認にんすればいいわ」

「あたしがなるさんと連れん絡らく取ってもいいの？」

「ばか」

　短く罵ののしると、千ち佳かは部屋から出て行った。

　千ち佳かが帰っても解散にはならず、なんとなくダラダラとおしゃべりを続けていた。

　乙おと女めもお酒が回って楽しそうだし、めくるはめくるで多少はお酒が効いているらしい。

　乙おと女めとの会話も少しは砕くだけていた。

　……こう言ってはなんだが、千ち佳かが帰ってくれて助かった。

　このふたりに、チャンスがあれば尋たずねたいことがあったのだ。

「ねぇ、ふたりとも。ちょっと相談なんだけどさ。……演技に詰つまったときって、どうしてるか訊きいてもいい？」

　意識せずとも、声が真面目なものになったかもしれない。

　めくるからは表情が消えた。

　乙おと女めはきょとんとした顔に変わる。

　めくるはこちらをじっと見て、シンプルに尋たずねてきた。

「ファントム？」

　こくりと頷うなずく。

　歌うた種たねやすみが『幻げん影えい機き兵へいファントム』に出演することは、既すでに公式で発表されている。

「前に上う手まくできなかったって言ってたアフレコだよね……？　でも、やすみちゃん。前にそれは何とかなった、って……」

　乙おと女めが不安そうに尋たずねてくる。

　以前のアフレコでの失敗は、乙おと女めには既すでに相談し、助言ももらっている。

　けれど、今日訊ききたいのはその先のことだ。

「うん。自分で言うのもなんだけど、最初よりはずっと良くなった。スタッフさんやほかのキャストにも褒ほめてもらえてさ」

　現場の空気を思い出す。

　リテイクも減って、ほかの声優ともいい雰ふん囲い気きでやれていると思う。

　もちろん未いまだに緊きん張ちようはするし、森もりや大おお野のとは交流がないが、それでも随ずい分ぶんよくなった。

　でも。

「……でも、何とかなった、ってレベルなんだ。求められている演技には届いてない。それは自分でもわかるし、音おん響きよう監かん督とくにも言われた。もう一段階、上にいかなきゃならないって。その壁かべがすごく厚くて。壁かべを破って満点の演技をするには、何が必要なのかなって……」

　歯がゆい思いをしている。

　加か賀が崎さきの協力もあり、気を緩ゆるめることなく努力はしている。

　経験値が増えるごとに良くなっているとも思う。

　それは結果に出ているが、それでもまだ足りない。

　まだまだ足りない。

　その穴を埋うめるには、どうすればいいのか。

「やれることは──全部やってるつもりだし──ずっと演技のことを──考えてはいるんだけど──練習だって──勉強だって──それに──ほかのことも──」

「やすみちゃん？」

「────────」

「歌うた種たね」

「……あ。ごめん。えっと、それで、ふたりにアドバイスをもらえたらって」

　思わず考かんがえ込こんでしまったが、めくるの声で我に返る。

　苦笑いを浮うかべると、ふたりは顔を見合わせていた。

　乙おと女めが困ったように笑う。

「うーん……。でも、わたしは全部伝えちゃったと思うけど……。ほかは……、あ。でも、そもそもー……、あぁううん。ごめん、これは違ちがうかも」

「え、なに姉さん。何かあるなら、教えてほしい」

「う、ううん。でも、これは今言ってもしょうがないことだから……」

「それでもいい。姉さんの考えがあるなら、教えてほしい。お願い」

　乙おと女めは驚おどろいて目をぱちぱちさせた。

　その顔がやけに近くて、自身が身を乗り出していることに気付く。

　ゆるゆると座すわりなおした。

「そこまで言うなら、伝えるけど……。やすみちゃんは、準備が足りなかったと思うよ」

「準備？　……あぁ、まぁ。オーディション受かってから収録まで間はなかったけど……」

「そうじゃなくて、普ふ段だんからの準備かな。やすみちゃん、『演じたことのない役』だからって戸と惑まどっていたよね。オーディションを受けたこともないって。だけど、そういう不安の芽は日ひ頃ごろから摘つんでおくべきだよ」

　乙おと女めは優やさしい笑えみを浮うかべたまま、ゆっくりと続ける。

「いつ、どんな形で仕事が入るかはわからないんだもん。やったことのないタイプが急に決まることもある。それから慌あわてて練習しても、できることは限られてるから。日ひ頃ごろからある程度のパターンは想定して、身に着けておくべきだったんじゃないかな。そこは油断だと思う」

「…………」

　さらりと言われ、肝きもが冷える思いだった。

　日ひ頃ごろから仕事のことを考えておくべきだった、という指し摘てき。

　きっと乙おと女めは、どれだけ多た忙ぼうでも自分の時間を演技に費ついやしているのだろう。

　確かにその意識は、由ゆ美み子こに足りていないものだった。

「……まぁその教訓は次に活いかせばいいでしょ。今やれることを精せい一いつ杯ぱいやって、終わってから取り組めば。大事なことよ」

　黙だまって聞いていためくるが、フォローに入る。

　そこで乙おと女めははっとした。

　おろおろと言葉を繫つなげる。

「そ、そうだね。ごめん。言いすぎちゃったね。これは……」

「ううん。ありがと。姉さんの言うとおりだと思う。気を付けるし、きちんと自覚できた。事実なんだから、言いすぎってことはないよ。ほかにもあれば教えてほしい」

　きょとんとしたのは乙おと女めとめくる、両方だ。

　彼かの女じよたちは再び顔を見合わせ、なぜかくすりと笑う。

　その笑えみの理由はわからないが、彼かの女じよたちは表情を引ひき締しめた。

「わたしなら」

　そんなふうに始まった彼かの女じよたちの話は、先せん輩ぱいだけあって多た岐きにわたった。

　ありがたいアドバイスに聞き入る。

　それらの話を一通り聞かせてくれたあと、めくるはおもむろにスマホを取り出した。

「ていうかさ」

　スマホを見つめながら、ごくごく普ふ通つうのトーンで口を開く。

「現場に夕ゆう暮ぐれいるでしょ。夕ゆう暮ぐれに意見は聞いた？　それが一番いい気がするけど」

　そんな思いがけないことを言う。

「めくるちゃん、それは」

「え、ダメですか。いいと思いますけど」

　乙おと女めが戸と惑まどった声を上げ、めくると由ゆ美み子こを交こう互ごに見る。

　めくるは不思議そうにしていたが、自分の意見を言うことにしたようだ。

　そのまま進める。

「キャスト見たけど、夕ゆう暮ぐれがあんたと一番距きよ離り近いんじゃないの。芸歴も近いし、歳としも同じ。共演だってラジオだってしてる。そんな相手の視点から、自分の演技がどう見えるか。何が足りないのか。同じ質問をぶつければ、きっと現場で感じた意見をもらえるだろうし、参考になると思うけど」

　めくるはよどみなく、すらすらと話す。

　きっと彼かの女じよ自じ身しんが経験している、実績のある話なのだろう。

　しかし、乙おと女めは困った表情で居づらそうにし、由ゆ美み子こは自分でどんな顔をしているのかわからない。

　めくるは怪け訝げんな顔をしていた。

「……え、なにこの空気。わたし、何かまずいこと言った？」

　それに返答できないでいると、乙おと女めが気を遣つかって説明してくれる。

「えっと、めくるちゃん。多分だけど……、なんて言うんだろう。やすみちゃんにとって、夕ゆう陽ひちゃんっていうのは、ええと……、負けたくない相手っていうか。その、ライバルっていうか……。そんな相手に『アドバイスください』って言うのは……、言いづらい……、というより、無理、なんじゃないかって思う……」

　乙おと女めが言葉を選び、由ゆ美み子この顔色を窺うかがいながら、そっと伝えた。

　めくるは釈しやく然ぜんとしないらしく、不可解そうに乙おと女めを見ている。

「あぁ……、そういうものなんですか？」

「そういうものです……」

　乙おと女めは目を瞑つぶって、こっくりと頷うなずく。

　……くそ、妙みように恥はずかしい。

　由ゆ美み子こは顔がどんどん赤くなるのを自覚する。

　たどたどしく口を開いた。

「いや、そういうんじゃないし……。単にあいつに教えを乞こうとか嫌いやなだけだし……。ライバルとか負けたくないとか、ぜんぜんわかりませんけど……」

　自然と語ご尾びは弱々しくなる。

　それをごまかすために、めくるに疑問を投げかけた。

「ていうか、めくるちゃんにはそういう相手いないの。あぁそうだ、夜よ祭まつりさんとかさ。同じ事務所で同期で、同じラジオやっててさ。負けたくないー、とか思わない？」

『めくると花はな火びの私たち同期ですけど？』のパーソナリティ、夜よ祭まつり花はな火び。

　柚ゆ日び咲さきめくると同じく、ブルークラウン所属で芸歴も同じ。

　そんな相手、意識しない方が無理ではないか。

　そう思って尋たずねると、めくるは腕うでを組んで首を傾かしげた。

「花はな火びに負けたくない……、ねぇ。考えたこともなかったわ。それどころか、アドバイスしてもらうし、わたしだってするし。……まぁ、花はな火びはもう家族みたいなもんだしね」

　あっさりと言う。

　どうやら、そもそもそんな間あいだ柄がらではないらしい。

　これは相手が悪いな、と質問を変える。

「じゃあ、ほかに意識してる人はいないの？　こいつにだけは負けたくない！　って思う人」

　めくるの表情が渋しぶいものに変わる。

　机に肘ひじをつき、眉み間けんの皺しわをほぐし始めた。

「……そこがわたしの悪いところでね。今まで一度も思ったことがない。それどころか、オーディションで『絶対に受かりたい』と思ったことさえない。恥はずかしい話なんだけど」

「え、そうなの？　それは、どうして？」

　乙おと女めに訊きかれ、めくるはますますばつの悪い表情になる。

　グラスを手に取り、ぽつりぽつりと続けた。

「……作品に声を当てるのは、わたしじゃなくてもいい、って思っちゃうんです。別の人が声を当てて、より良よいものになるならそっちの方がいい。わたしがやってそれが最高だ、って言えるならいいんですが、そんなことはないですから」

　……なんとなく、めくるらしいな、と思う。

　普ふ段だんのめくるのスタンスがそれだ。

　ラジオのレギュラーが多く、様々な特番に呼ばれる彼かの女じよは、番組を第一に考え、そのトーク力を「番組のために」使う。

　裏方だろうが、目立たない役割だろうが、立ち位置に執しゆう着ちやくしない。

　番組最優先。

　盛り上がれば、自分が目立たなくても構わない。

　そういうところが、番組側からもファンからも評価されているのだと思う。

　それに加え、彼かの女じよは声優ファンでもある。

　自分が演じるより、好きな声優に演じてもらう方が喜ばしく感じてしまうのではないか。

　めくるは再び渋しぶい顔をし、独り言のように言う。

「そういうハングリー精神のなさが、役を取れない原因だとも思ってますから。意識を変えようと、頑がん張ばっている最中ではあるんですが」

　めくるの長所は短所にもなりえる。

　彼かの女じよ自じ身しんもいろいろと抱かかえているようだ。

　そして今度は、めくるが乙おと女めの目を見た。

「……桜さくら並なみ木きさんは、意識してる人っているんですか。ぜひ聞いてみたいですが」

　それは、柚ゆ日び咲さきめくるとしてなのか、藤ふじ井いさんとしてなのか。

　ただ、それは由ゆ美み子こも気になる。

　思えば、そんな話はしたことがない。

「うん。聞いてみたい。さっきの姉さんの口ぶりだと、そういう人がいるのかなーって思ったけど」

　乙おと女めは少し困ったように、そして、どこか寂さびしそうに笑う。

「いたねぇ。同期なんだけど、デビューしたての頃ころはバチバチだったなぁ。この人には絶対負けたくない！　ってお互たがいに思ってたよ。演技が当時から本当に上う手まい子でね。あの子が役を取るたび、くやし～！　わたしも！　って思ってたなぁ」

　グラスを口に運んでから、はぁと息を吐はく。

「わたしが演技に詰つまったとき、めくるちゃんみたいに『あの子に聞いてみれば』って先せん輩ぱいから言われたこともあるんだ。でも、どうしても聞けなかった。聞けば絶対に参考になるのに、あの子の方が上う手まいのに、それでもね。……いや、だからこそ、かな。それだけは嫌いやで……」

　ぽつぽつと語る彼かの女じよは、懐なつかしさを楽しむようで、憂うれいのある表情だった。

　その姿を意外に思う。

　桜さくら並なみ木き乙おと女めは、普ふ段だんから穏おだやかで物もの腰ごしがやわらかく、いっしょにいて癒いやされる人物だ。

　そんな彼かの女じよが、ここまで強い想おもいを抱かかえるなんて。

　しかし、当然と言えば当然だ。

　負けたくない相手がいるのも、そんな相手には素す直なおになれない、というのも。

「……それは、だれか訊きいてもいいですか？」

「ふふ。なーいしょ」

　めくるの質問を、くすりと笑ってはぐらかしてしまう。

　気になる相手ではあるが、無理に聞き出すことでもない。

　乙おと女めはしばらく黙だまり込こんでいたが、過去に思いを馳はせるようにゆっくりと言った。

「意識する人がいるのは重要だよね。負けたくない、って思いが力になるのはわたしも知ってる。でも同時に、めくるちゃんが言いたいこともわかるんだ。互たがいに意識してるってことは、互たがいによく見てるってことだから。一番の理解者かもしれない。わたしには無理だったけれど──、やすみちゃんが本当に困ったとき、そのことを思い出してもいいかもしれないね」

　彼かの女じよは静かに言う。

　けれど、乙おと女めでも無理だったことだ。

　千ち佳かに助けを求める姿を想像してみたが、とても冷静ではいられなかった。
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『幻げん影えい機き兵へいファントム』で由ゆ美み子こが演じるシラユリ・メイは、物語途と中ちゆうで死亡する。

　サクラバ・ハツネにどうあっても勝てない、と悟さとったシラユリは、彼かの女じよとの一いつ騎き討うちで命を賭とした戦法にでる。

　その戦いで、シラユリがサクラバに抱いだいていた感情が初めて言葉になる。

　この回は、シラユリにとって本当に大事な回だ。

　そして──、歌うた種たねやすみにとっても。

「………………」

　ベッドの上で、台本とにらめっこする。

　シラユリが登場する最後の回の台本。

　この台本は、かなり早い段階で手て渡わたされていた。

「この回は本当に大事な回です。あなたの魂たましいの演技を信じています」

　監かん督とく、音おん響きよう監かん督とくのふたりにはそう言われている。

　言外に「今の演技ではダメです」と伝えられたようなものだ。

　この台本を受け取ってから、いや受け取る前から、ずっと考えていることだ。

　どうすれば、求められた演技に届くのか。

　何度ぶつかってもびくともしない壁かべを、どうやって突つき破やぶるのか。

　ずっとずっと、悩なやんでいる。

　けれど答えは出ないまま。

「由ゆ美み子こー？　今日収録じゃないの～？」

「え？　あ、やば。ありがと、ママ」

　母親に声を掛かけられ、慌あわてて立ち上がる。

　準備が終わったからと考え事をしていたら、いつの間にか家を出る時間だ。

　台本を鞄かばんに入れたものの、この台本は今日使わない。

　今日の収録はシラユリ最さい期ごの回──、のひとつ前の回だ。







　この日も何とか収録を終え、由ゆ美み子こはマイクの前で安あん堵どした。

「お疲つかれ様さまでしたー」

　そんな挨あい拶さつがいくつも重なり、ブースからぞろぞろと出ていく。

　数時間にわたる収録が終わり、疲ひ労ろう感かんと解放感がキャストを満たしていた。

「歌うた種たねさん、お疲つかれー。歌うた種たねさんって次で最後だよね？　寂さびしくなるなぁ」

「次の回はやすみちゃん頑がん張ばらなきゃねー。それじゃ、お疲つかれー」

　そんなふうに声を掛かけられ、和なごやかに言葉を返す。

　彼かれらのあとに続きながら、ふっと息を吐はいた。

　今回も最後までやり通せた。

　大だい丈じよう夫ぶ、ちゃんと演じられている。

　……未いまだ満点の演技には届かないが、リテイクの数も減っている。

　次で最後。

　それまでに少しでも完成度を上げて、何とか完かん璧ぺきな演技に近付けよう。

　そう心に決めていたときだった。

「歌うた種たねさん」

　まるで、風ふう鈴りんのように心ここ地ちよい声が耳に入る。

　一いつ瞬しゆん、名前を呼ばれたことに気付かず、ぼけっとしてしまった。

「歌うた種たねさん」

　再び呼びかけられ、慌あわてて振ふり返かえる。

　すぐそばに憧あこがれのプリティア声優──森もり香か織おりが立っていた。

「あ──、も、森もりさん。どうか、しました？」

　返答がたどたどしいものになる。

　森もりに声を掛かけられるなんて、今まで一度もなかった。

　いったい何の用だろう。

　森もりは吸すい込こまれそうな瞳ひとみで、こちらをじっと見ている。

　ドキドキしながら返事を待っていると、彼かの女じよは少しだけ首を傾かしげた。

「歌うた種たねさんは、今まで主人公を演じたことは、ある？」

「え……？　いえ、ありません、けど」

「それなら、自分の演じるキャラがメインになる回って、録とったことは、ある？」

「あ、あー……、〇〇回、って言われるやつですよね。えっと、デビュー作で一度だけ」

「そう」

　森もりは静かに頷うなずく。

　声にも表情にも、一いつ切さい感情が表れない。

　どういう意味なのだろう……？　と顔色を窺うかがっていると、彼かの女じよはゆっくりとブース内に目を向けた。

「次の回は、シラユリが中心の回、だね。わかっていると思うけど、あの話はシラユリが主役。あなたが主役。メインはサクラバじゃなく、シラユリが主役を張るの」

「………………？」

　そのとおりだが、どうかしたのだろうか。

　次の収録回は、シラユリがサクラバと決着をつける回だ。

　シラユリがメインと言っても差さし支つかえない。

　しかし、それは以前からわかっていたことだ。

　意図が読めなくて困こん惑わくしていると、森もりがほんの少しだけ微ほほ笑えんだ。

「──夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひでも、わたしでも大おお野のでもなく、あなたが主役。何十年も声優をやってる人や、とても演技が上う手まい人がいても、次の主役はあなた。その意味を、あなたは理解している？」

「──え」

「次の回はあなたの演技次第で、物語の質が左右される。あなたの技術が足りなければ、それだけ全体の質が下がる。主役を張るということは、その責任を持つということ。それは、覚えておかないといけない」

　静かに、そして淡たん々たんと言葉を重ねていく。

　由ゆ美み子こが固まっていると、その肩かたをするりと撫なでて、彼かの女じよはブースから出て行った。

「来週のあなたの演技、とても楽しみ」

　そんな呪のろいのような言葉を残して。

「………………」

　なぜ、そんなプレッシャーをかけるようなことを。

　いや、あれは忠告だろうか？

　主役なのだから腑ふ抜ぬけた演技をするなよ、という忠告。

　わかっているだろうな？　という警告。

「……………………」

　どくどく、と心臓が早く鳴る。不安で視界が暗くなる。

　壁かべにぶち当たっていることを見み透すかされている。

　森もりから見ても、由ゆ美み子この技量は次の回を演じるに足りないのだろう。

「……いや、大だい丈じよう夫ぶ。わかってる。覚かく悟ごもしてる」

　不安になるな、と言い聞かせた。萎い縮しゆくするわけにはいかない。

　最後の出番にずっと備えてきた。

　やれるだけのことをした。これ以上はどうしようもないくらいに。

　その努力を最後まできっちりやって、壁かべを突つき破やぶれることを祈いのるしかない。

　そう思いながらブースを出ると、調整室で杉すぎ下したが渋しぶい顔をしていた。

「……森もりさんには困ったものだ。歌うた種たねさん、随ずい分ぶんとプレッシャーかけられていたけど、大だい丈じよう夫ぶですか」

「あぁ、はい。ちょっとびっくりしましたけど」

　苦く笑しようすると、杉すぎ下したも同じような笑えみを浮うかべた。

　彼かれは顎あごを手でこすりながら、確かめるように言う。

「ただ、森もりさんの言ってることは正しいんです。次は本当に大事な回です。あなたの演技次し第だいで、次の回どころか、ファントム自体の質を左右しかねない……、のですが。プレッシャーで萎い縮しゆくしては意味がない。せっかくメインなんですから、楽しむくらいの気持ちでいてほしいですね。期待していますよ」

「はい」

　力強く返事をする。

　大事な回であることは、今までも言われていた。十分にわかっている。

　あとは次の収録までの一週間、やれることを全部やる。

　そして、次の収録ですべてを出し切るだけだ。







　一週間は瞬またたく間まに過ぎていった。

　今までと同じように、そして今まで以上に努力を重ねた一週間だった。

　加か賀が崎さきに注意されながらも、この一週間はいつもより上の空だったように思う。

　シラユリのことを考え続ける一週間。

　それ以外のことは、正直あまり覚えていない。

　今までの台本を繰くり返かえし読み、繰くり返かえし声に出し、繫つなげた映像がずっと頭の中にある。

　先せん輩ぱい声優や監かん督とくたちに言われたことを思い出し、それもずっと意識している。

　幸い、人から言われたことは滅めつ多たに忘れない。

　時には加か賀が崎さきから、「由ゆ美み子こ、お前明日は練習禁止。友達と遊んできなさい」なんて言われることもあったけれど。

　やり切った。

　再び収録の日が巡めぐって、そう心に抱いだくことができた。







　いつもどおりのスタジオ入り、いつもどおりの収録風景。

　アフレコ前の演技指導では、特に何も言われなかった。

　単純な話で、今まで何度も何度も聞かせてもらっていたからだ。

　今いま更さらこちらが聞くべき話も、監かん督とくたちが改めて言うこともない。

　そして、いよいよ『幻げん影えい機き兵へいファントム』、由ゆ美み子こ最後の収録。

　この日、初めてのシーンは──リテイクから、始まった。

「──歌うた種たねさん。もっと感情的になってください。声のトーンはそのままで大だい丈じよう夫ぶですが、もっと感情を声に乗せてほしいんです」

「はい」

　調整室から指示を受け、マイクの前で返事をする。

　最初から躓つまずいたが、焦あせりはなかった。

　今までだってリテイクはあった。

　今日は大事な回なのだから、リテイクが増えるのは仕方がない。

　ほかの人を待たせる後ろめたさはあるが、初回の収録みたいにはならないはずだ。

　大だい丈じよう夫ぶ。大だい丈じよう夫ぶだ。あれだけやったではないか。

　そんな思いを抱いだき、己おのれを保っていたが、徐じよ々じよに空気が変わっていく。

　暗くて重い。不ふ穏おんな空気が漂ただよいつつある。

　なんだか息苦しく感じ、首元に手をやる。けれど、締しめ付つけるものは何もなかった。

　おかしいな、おかしいな。そう思いつつも、マイクの前で演じ続ける。

　そして、何度もリテイクを重ねる中。

　その息苦しさは、自身の焦あせりと不安が生み出していることに気付く。

　いや、待て。大だい丈じよう夫ぶだ、落ち着け。

　杉すぎ下したの指示に従っていれば、いずれ終わる。

　最後の最後には、きちんといい演技ができるはず。

　今までの積み重ねを出し切れば、それに結果はついてくる。

　そう思っていたからこそ、杉すぎ下したがこう言ったとき、頭が真っ白になった。

「──すみません。一いつ旦たん、歌うた種たねさん抜ぬきで録とりましょう」

「え」

　先ほど、調整室では杉すぎ下したと神かみ代しろが話はなし込こんでいた。

　話し合いの結果、進行を優先させることになった……、らしい。

　このまま演じていても終わらない、と判断された。

　彼かれらが求める演技に届かなかった。

　下がるように言われたので、呆ぼう然ぜんとしながら席に着く。

　シラユリがメインのシーンなのに、由ゆ美み子こ抜ぬきで収録が進んでいく。

　──そこで一気に、不安が襲おそい掛かかってきた。

「……あぁ」

　見ないようにしていた。

　意識的に目を逸そらしていた。

　いつから、いつからだろう。

　精せい一いつ杯ぱいやった。やれることはやった。出し切った。

　こんなもの、結果を求められる世界では「だから、なに？」で済まされることに。

　監かん督とくたちの言う演技に至ること、壁かべを突つき破やぶること。

　それが目標であったはずなのに、いつの間にか「やれることをすべてやれば、きっと何とかなるはず」と自分をごまかしていた。

　なんてことだろう。

　頭がくらくらする。息が苦しい。狭せまいところに閉とじ込こめられたようだ。

　どうしようも──もうどうしようもないのではないか。

　こんなに大事な回に、自分は未熟な演技を晒さらして終わるだけではないか。

　叫さけびだしたくなる恐きよう怖ふに耐たえていると、収録が進む。

　しかし、このあとも同じことの繰くり返かえしだった。

　何度もリテイクを行い、調整室が少し沈ちん黙もくしたあと、

「……すみません。一いつ旦たん、歌うた種たねさん抜ぬきでお願いします」

　と言われ、ほかの声優が録とる。

　そして、それを由ゆ美み子こは見つめるだけ。

　散々難航したうえに、結局なにひとつ前に進まないまま、この日の収録は終わってしまった。

　しかし、すべてのシーンを録とり終えても、すぐには解散とならない。

「すみません、ちょっとよろしいですか」

　そう言いながら、神かみ代しろと杉すぎ下したがブースに入ってきたからだ。

　杉すぎ下したはキャスト陣じんを見回し、珍めずらしく熱っぽい口調で言った。

「まず、歌うた種たねさんは居残りをお願いします。それで、ほかの方もできる限り残って頂きたいんです。スケジュールの都合があるので仕方ないのですが、シラユリのシーンは本当は抜ぬき録どりを避さけたいんです。この回はとても大事な回なんです。どうか、協力をお願いできませんか」

　そんなことを、言った。

　神かみ代しろも隣となりで同じようなことを言い、頭を下げる。

　その瞬しゆん間かん、由ゆ美み子この心がぎゅうっと押おし潰つぶれそうになった。

　自分のせいで、収録がスムーズにいかなかったばかりか、ほかの人に居残りまでお願いされている。

　それだけ、この回は本当に大事な回なのだ。

　それなのに、自分のせいで台無しになりかけている。

　あまりの重圧に手を力強く握にぎるが、それでもカタカタと震ふるえ始めた。

　すると、ほかの声優が由ゆ美み子この頭をぽんと叩たたく。

「なーに怯おびえた顔してんの。やすみちゃんが頑がん張ばってるんだから、わたしも付き合うよ。監かん督とく、わたし残りますよ」

　彼かの女じよの言葉を皮切りに、何人かの声優が口を開く。

「ふたりに頼たのまれちゃあ、嫌いやとは言えないなぁ。いいよ、やってくやってく」

「次の収録までだよ～？　いやぁもう、しょうがないなぁ～」

「まー、しょうがない、しょうがない。難しいシーンだからねー」

　口々に続け、彼かれらは残る準備をしてくれる。

　離はなれた場所で千ち佳かも待機していた。

　大おお野のや森もりは何も言わないが、残ってくれるようだ。

　きゅっと胸が詰つまり、前とは違ちがう意味で泣きそうになった。

　慌あわてて頭を下げて、彼かの女じよたちにお礼を言う。

　しかし。

　このぽかぽかした気持ちは、すぐに黒く塗ぬり潰つぶされることになった。







「あー……。ごめん、わたしもタイムオーバーだ。お先に。頑がん張ばってね」

　またひとり、ブースから消えていった。

　居残りを始めて、どれくらい時間が経たっただろうか。

　最初は賑にぎやかだったブース内も、徐じよ々じよに人が減って熱が薄うすれていく。

　ブースがだんだん広くなるのが辛つらくて、モニターと台本以外に目を向けられない。

　最後に見た調整室は、杉すぎ下したと神かみ代しろ、ほかのスタッフが難しい顔をして話し合っていた。

　がむしゃらに演じて、リテイクして、また演じて、を繰くり返かえす。

　申し訳なさや歯がゆさ、様々な感情が大きく積み重なっていく。

　頭はくらくらしている。

　ずっとずっと息苦しい。

「っと。あたしもここらで限界だわ。悪いけど、先に出るねー」

　大おお野のが腕うで時ど計けいを見て、明るく言い放った。

　神かみ代しろアニメだけあって忙いそがしい声優は多く、残ってくれた人たちも「次があるから……」とどんどん抜ぬけていく。

「本当なら、最後まで付き合いたいんだけど……」

　とすまなそうに言われ、また申し訳ない気持ちになる。

　その繰くり返かえし。

　大おお野のにお礼と謝罪をしていると、ガッと肩かたを組まれた。

　彼かの女じよは前を向いたまま、耳元で囁ささやく。

「なぁ歌うた種たね。あたしもあんたもプロだ。プロだったら『できませんでした』じゃ通らないな？　あたしもこの道そこそこなげーからさ、いい加減な仕事やった奴やつがどーなるかってのは、よーく知ってる。わかる？　地続きなんだ。覚かく悟ご決めろよ。今大事な場所に立ってんだぞ」

　最後に背中をぽんと叩たたき、大おお野のは出て行ってしまった。

　彼かの女じよは調整室で、杉すぎ下したたちと何かを話している。

　大おお野のの言葉が頭の中で響ひびき、身体からだからは力が抜ぬけていく。

　身体からだが重くて仕方がない。そのまま倒たおれ込こみそうだ。

　それでも、前に進み続けるしかない。

　大おお野のの言葉は事実だ。頑がん張ばったけどダメでした、で済む話ではない。

　言いようのない恐きよう怖ふに怯おびえながら、居残りアフレコを続けた。

　杉すぎ下したから改めて演技指導を受け、そのとおりに演じる。

　……だが、結果は同じだった。

　何度もリテイクを重ねる。

　何度も何度もリテイクを重ねる。

　手応えはなく、アフレコは一向に前へ進まない。

　周りの人は尽つくしてくれている。

　残った声優は時折励はげましてくれ、杉すぎ下したは丁てい寧ねいなディレクションをくれる。

　それに報むくいられないのが、本当に辛つらかった。悔くやしかった。

　そして、またひとり時間切れになった声優が現れ。

　最後には、由ゆ美み子こと千ち佳かのふたりだけになった。

「……夕ゆう暮ぐれさんはまだ時間大だい丈じよう夫ぶですか」

　杉すぎ下したに問われ、千ち佳かは何てことないように返す。

「わたしはほかの人と違ちがって仕事がないので。問題ないです」

　その答えに、杉すぎ下したはくすりと笑った。

「そうですか。いえ、夕ゆう暮ぐれさんが残ってくれるのは本当にありがたいです」

　そう言ってから、調整室に戻もどっていく。

　確かに、主人公であるサクラバがいるのといないのでは、全く違ちがう。

　素す直なおな気持ちとしては、ありがたいと思う。

　けれど、それは決して言葉にはできない。

　隣となりに千ち佳かがいる。

　彼かの女じよはこちらを一いつ切さい見ず、前のモニターを見つめている。

　千ち佳かは仕事がないと言った。だから残れると。

　以前の夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひは多た忙ぼうだったが、裏営業疑ぎ惑わくの件で今は仕事が減っている。

　彼かの女じよはその現状に強い不安を覚え、泥どろに塗まみれる感覚を味わっていた。

　それを知ったとき、由ゆ美み子こは『これがあたしのいる場所だよ。気持ちがわかった？』という、薄うす暗ぐらい感情を抱いだいた。

　同時に、仲間意識もあった。

　しかし──、ぜんぜん違ちがうではないか。

　周りに迷めい惑わくを掛かけ、全く進まないアフレコにもがき続ける自分と。

　その作品の主人公として、威い風ふう堂どう々どうと立つ彼かの女じよ。

　その暗い現実は、両りよう肩かたに重くのしかかっていた。







　居残りを続ける中で、調整室がバタバタしているのは気付いていた。

　その理由がわかったのは、杉すぎ下したが困り顔で入ってきてから。

「すみません、ふたりとも。時間切れです。今日の収録はここまで。歌うた種たねさんはスケジュールが取れたので、明日、別べつ録どりになります」

　返事をしようとして、声が出なかった。

　先に、千ち佳かが口を開く。

「そうですか。それでは、わたしは失礼します。お疲つかれ様さまでした」

「お疲つかれ様さまでした。長い時間残ってもらってすみません。ありがとうございました」

　千ち佳かは何事もなかったかのように、ブースから出ていく。

　彼かの女じよにもお礼を言わなくちゃいけないのに、何も言えない。

　その場で固まっていると、杉すぎ下したは息を吐はく。

「無理を言ってすみません。でも、私たちはどうしても妥だ協きようしたくないんです。この回は、あなたの演技が命運を握にぎっている。シラユリが主役で、そのシラユリに声を吹ふき込こむのがあなたです。私はどうしても、今の演技でＯＫを出したくない。わかって頂けますか」

「はい」

　そう返事したものの、本当にわかっているのだろうか。

　そのあとも様々な助言をもらったが、それを活いかせるかはわからなかった。

　気が付けば、廊ろう下かをとぼとぼと歩いていた。

　ほかの収録もすべて終わっているのか、廊ろう下かは静かだ。人の気配もない。

　空気が冷たく、自分の足音しか聞こえなかった。

　初回の収録を思い出すが、状じよう況きようはあのときよりよっぽど悪い。

　今日の収録は、出し切ったと思ったのだ。

　自分が出せるものをすべて出し切った。

　……その結果が、これだ。

『ここまでやったのだから、これでダメだったらどうしようもない』というところまでやって──、本当にどうしようもなくなった。

「どう、しよう……」

　どうすればいい。

　次の収録は明日の朝。

　猶ゆう予よはもらえたが、たかだか数時間で演技が化けるとは思えない。

　壁かべは相変わらず立たち塞ふさがったままだ。

　何度ぶち当たっても、結局突つき破やぶることはできなかった。

　杉すぎ下したからは今日の演技指導を反はん芻すうして、完成度を上げてくるように言われている。

　それ自体に異論はない。

　だが、それだけでどうにかなる話なんだろうか……？

「加か賀が崎さきさんに連れん絡らく……、でも……」

　加か賀が崎さきに助けを求めることも考える。

　しかし、今日に至るまで彼かの女じよといっしょに何度も調整してきた。

　今日は無理だったが、できるかぎり収録にも顔を出してくれた。

　しっかりと準備をして、万ばん全ぜんの状態でやってきたのだ。

　……それが全く届かなかっただけで。

　今までと同じことをして、解決するとは思えない。

　もちろん連れん絡らくはするし、スケジュールの件で彼かの女じよはこのことを既すでに知っているはず。

　だけど、今はとても話せる気分じゃなかった。

　打開策がないまま帰るのが恐おそろしくて、ロビーの長なが椅い子すに腰こしかける。

　周りに人ひと影かげはなく、自じ販はん機きの光がやけに眩まぶしく思えた。

　辺りは静かで、何の音も聞こえない。

　現実から目を逸そらすように、顔を伏ふせた。

　真まっ暗くら闇やみを手て探さぐりで歩いている気分だった。

　どれくらいの間、そうしていただろう。

　自分の隣となりに何かが置かれ、顔を上げた。

「いつかのおかえし」

　千ち佳かだ。

　彼かの女じよがこちらを見下ろしていた。

　帰ったんじゃ、と言いかけたが、声にならない。

　千ち佳かの手には缶かんが握にぎられている。

　ホットのミルクセーキ。見ると、置かれたのも同じくミルクセーキだった。

　以前、ライブで落おち込こんだ彼かの女じよに水を渡わたしたことがある。

　そのとき、「こういうときは甘あまいのが飲みたい」と言われたのを思い出した。

　普ふ段だんなら、「また甘あまったるいものを」と笑えたかもしれない。

　千ち佳かは黙だまって、離はなれた場所に腰こしかける。

　そのまま、ミルクセーキをちびちびと飲み始めた。

　彼かの女じよがミルクセーキを飲み終わり、さらにしばらく経たったあと。

「わたしは、あのときの言葉を覚えているわよ」

　そう言ったのだ。

「────────」

　千ち佳かの言う、「いつかのおかえし」のときの話。

　乙おと女め抜ぬきでライブをやったが、盛り上げ切ることができず、ふたりして非常に悔くやしい思いをした。

　そのときに言ったのだ。

『乙おと女め姉さんみたいな、すごい声優になりたいな。……いや。姉さんよりも、もっと』

『いつか……。頑がん張ばって頑がん張ばって、色んなことをうーんと上う手まくなってさ……、乙おと女め姉さんを越こえよう。今度こそ、さ』

　いつか、あの桜さくら並なみ木き乙おと女めをも超こえる声優になると。

　そんな夢のようなことを語り──、千ち佳かは、それを覚えている、と口にした。

　この状じよう況きようでも。

　こんなにも情けない姿を見たあとでも。

　千ち佳かは返事を待たずに立ち上がった。

　何も言わなければ、彼かの女じよはこのまま立ち去るだろう。

　その背中を見つめる中、今度はめくると乙おと女めの声が響ひびいた。

『キャスト見たけど、夕ゆう暮ぐれがあんたと一番距きよ離り近いんじゃないの。芸歴も近いし、歳としも同じ。共演だってラジオだってしてる。そんな相手の視点から、自分の演技がどう見えるか。何が足りないのか。同じ質問をぶつければ、きっと現場で感じた意見をもらえるだろうし、参考になると思うけど』

『意識する人がいるのは重要だよね。負けたくない、って思いが力になるのはわたしも知ってる。でも同時に、めくるちゃんが言いたいこともわかるんだ。互たがいに意識してるってことは、互たがいによく見てるってことだから。一番の理解者かもしれない。わたしには無理だったけれど──、やすみちゃんが本当に困ったとき、そのことを思い出してもいいかもしれないね』

　千ち佳かに助けを求める。

　想像しただけで心がざわつき、信じられないほどの抵てい抗こうがあった。血液が沸ふつ騰とうしそうだ。

　とても冷静ではいられない。

　違ちがう。それは違ちがう。千ち佳かに助けを求めるのは違ちがう。

　負けたくない、負けてたまるか、絶対に負けるか。

　その想おもいには、憧あこがれや嫉しつ妬と、たくさんの感情が練ねり込こまれ、意識するだけで力が生まれる。

　歌うた種たねやすみにとって、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひはそんな存在だ。

　もし、千ち佳かが同じ状じよう況きようになったとしても、きっと助けを求めることはないだろう。

　自分たちがライバルであり続けるために、それは必要なことだ。

　矜きよう持じのようなものだ。

　──でも。

　でも。

「渡わた辺なべ」

　立ち上がる。

　躊躇ためらう前に、千ち佳かに頭を下げた。

「あんたの──夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひの、力を貸してほしい。あたしには何が足りないのか、なぜ上う手まくいかないのか。渡わた辺なべなら、きっとあたしの演技に思うところがあるはず。同じ声優として、同じ現場に立つ者としての、あんたの意見が欲ほしい。どうか、助けてほしい」

　床ゆかを見つめながら、一心に言う。

　本当はこんなこと、したくない。するべきではない、とすら思う。

　だけど、矜きよう持じを守るには実力が足りない。

　今はどんなものさえかなぐり捨て、愚ぐ直ちよくに結果を求めなければならない。

　たとえ、彼かの女じよとの関係を壊こわしてしまうことになっても。

　この現場を、やりきらなくてはいけないのだ。

「──────」

　千ち佳かが、息を吞のむ気配がした。

　そして、無感情な声で彼かの女じよは言う。

「……わたしには、そんなことできない。立場が逆だったとして、あなたに意見をください、なんて口が裂さけても言えない。絶対に無理だわ」

　声に感情がないせいで、千ち佳かがどんな顔をしているかわからない。

　軽けい蔑べつしただろうか。

　嫌いや気けが差しただろうか。

　それも仕方がないと思う。

　しかし、次に聞こえた声は、そのどれでもなかった。

「……悔くやしい……」

　そう言ったのだ。

　思わず、顔を上げる。

　千ち佳かは手ての甲こうを口に当てて、泣きそうな顔で目を逸そらしていた。

　心底、悔くやしそうな目で顔を赤くしている。

　忌いま々いましそうに唇くちびるを嚙かんだ。

「わたしにはできなかった……っ。いくら演技のためとはいえ、そこまで真しん摯しになれない……。わたしは、わたしは！　演技に対して、妥だ協きようなんてしたことなかったのに！　だけど、それは！　あなたにはできても、わたしにはきっとできなかった……っ！」

　想像しただけで、胃の中をかき混ぜられる感覚。

　それはきっと、今このときだけではなく、これから先も続いていく。

　千ち佳かはそれを受け入れることはできなかった。

　けれど、それは。

「それは、あんたが。そうする必要がないってだけでしょ」

「そういう話じゃない……。追おい詰つめられたとき、その選せん択たく肢しを取れるほど真しん剣けんかどうか、っていう話よ」

　こちらをキッと睨にらみつける。

　そして、彼かの女じよは心から悔くやしそうに続けた。

「あなたのそういうところ、本当に嫌きらい……っ」

　その声こわ色いろは、まるで彼かの女じよの方が追おい詰つめられているかのよう。

　泣きたい思いをしているのは、こっちだっていうのに。

　しばらくしてから。

　千ち佳かは大きく息を吐はいた。

　そのまま沈ちん黙もくしていたが、観念したように首を振ふる。

　手のひらを見せて、静かに口を開いた。

「あなたの勇気に免めんじて、今だけは素す直なおに言うけれど」

　そう前まえ振ふりをしてから、こちらを見ずに続けた。

「わたしはあなたとラジオを始めてから、ずっと歌うた種たねやすみを意識していた。だって、負けたくなかったから。あなたの演技をずっと聴きいていたし、見ていたとも思う。断言するけど、監かん督とくやほかの声優、全員含ふくめても、この場であなたの演技に一番詳くわしいのはわたし」

　そこで一度、言葉を区切る。

　彼かの女じよがこちらを見た。

　まっすぐにこちらを見み据すえながら、意志の強い声で続ける。

「力になるわ、歌うた種たねやすみ」
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「──佐さ藤とうの演技で、ずっと気に掛かかっていたことがあるの」

　由ゆ美み子この前にちょこん、と座すわった千ち佳かがそう切り出す。

　ここは由ゆ美み子この部屋だ。

　千ち佳かに助けを求めたあと、そのまま千ち佳かを連れて家まで帰ってきた。

　スタジオからは千ち佳かのマンションの方が近い。

　しかし、一いつ軒けん家やである由ゆ美み子この家ならば、多少なら声を出せる。

　今日はこのまま、千ち佳かは泊とまる予定だ。

　明日まで、とことん付き合ってくれるらしい。

　軽く晩ご飯を済ませ、準備はできた。

　お互たがいの間に台本を置き、睨にらみ合あうようにして口を開く。

「気に掛かかることって、なに」

「あなたは周りの人への意識が下手。そのせいでベテランに気け圧おされてる」

　淡たん々たんと述べる千ち佳かに、戸と惑まどう。

　それは以前、加か賀が崎さきにも似たようなことを言われた。

　だから、意識して考えを変えるよう努力した。

　過去を振ふり返かえっても、結果は出ていたと思う。

　きちんと考えたうえで反論を口にする。

「いや、そんなことない……、と思うけど。あたしはベテランにも負けないよう、負けてたまるか、くらいの気持ちで挑いどんでたよ」

「ほら、間ま違ちがってる」

　間かん髪はつを入れずに否定し、千ち佳かはため息を吐つく。

　さすがにそれにはむっとした。唇くちびるを尖とがらせ、彼かの女じよを睨にらむ。

「なにが」

「負けてたまるか、じゃないのよ。『どうだ、これがわたしの演技だ、参ったか』くらいの胸を張る気持ちで、見せつけるようにやれって言ってるの」

　予想外の返事に戸と惑まどう。

　だれかに聞かれるはずなんてないのに、「今のを聞かれたらどうしよう」とさえ思った。

　反射的に、おろおろした言葉を返してしまう。

「い、いやいや、待ってよ。どれくらい芸歴違ちがうと思ってんの。『負けてたまるか』って思うことさえ、おこがましいのに……」

「わたしは。そう思って演じているわよ」

　ぴしゃりと言い切る千ち佳かに、こちらの方が黙だまり込こむ。

　彼かの女じよは鋭するどい目つきでこちらを見て、力強い声で続けた。

「芸歴がなに。そんなもの、演技に関係ない。考える必要ない。確かに、あの人たちとわたしの間には大きな壁かべがある。それはわかってる。でも、ほかの部分で負けているのに、気き概がいでも負けてどうするの。嚙かみつくくらいの気持ちがなければ、絶対に吞のまれる」

「──────」

　あまりにもまっすぐな言葉に、胸が震ふるえるのを感じた。

　なぜ、今まで忘れていたのだろう。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひは主役なのだ。

　由ゆ美み子この抱かかえる重圧が比にならないほど、彼かの女じよの肩かたには凄すさまじい重みが載のっているはず。

　あれだけのベテランが揃そろう中、自分が主役を張るプレッシャーはどれほどなのか。

　けれど、彼かの女じよはその重圧を撥はね除のけながら、マイクの前に立っている。

　そんな彼かの女じよだからこそ、先ほどの言葉には説得力があった。

　あぁくそ。

　こんなときだっていうのに。

　やっぱり、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひは格好いいな、なんて思ってしまった。

「──わかった。明日はそう演じる。ほかのベテランにも──、あんたにも。あたしの演技を見せつけてやる」

　由ゆ美み子この声こわ色いろで、気持ちが伝わったのがわかったのだろう。

　千ち佳かの表情がやわらかくなる。

　が、それはすぐに暗いものに変わり、苛いら立だたしげに台本へ目を向けた。

「……できれば、それはベテランがいるときに見せてほしかったけど。まぁ、贅ぜい沢たくは言えないわね……。別べつ録どりはどうしようもないもの」

　独り言のように呟つぶやいてから、さて、と続けた。

　今度は、彼かの女じよの表情がいたずらっぽいものに変わる。

「ベテランの重圧に縛しばられているあなたに、ひとつ良いいことを教えてあげる」

「…………」

　嫌いやな予感しかない。

　千ち佳かがこんなふうに言うことで、ろくなことなどあるのだろうか。

「あなた、初日に大おお野のさんから怒おこられていたわよね」

　ほら来た。

　嫌いやなことを思い出させる。

　自然と表情が渋しぶいものに変わった。

　もちろん、大おお野のが他事務所にも関わらず、あんなふうに注意してくれたのは慈じ悲ひだ。そのことを忘れてはいけない。

　ただ、普ふ段だんは何も言わない大おお野のでさえ、目に余ったという自分。

　その事実にはどうしても心が重くなる。

　そんな由ゆ美み子こをからかうように、千ち佳かは笑って言う。

「渋しぶい顔しない。大おお野のさんってね、普ふ段だんは後こう輩はいに注意なんてしないそうよ」

「知ってる。聞いた」

「なぜかわかる？」

「はぁ……？　普ふ段だんは注意するほどひどい後こう輩はいはいない、ってことじゃないの」

　由ゆ美み子この言葉に、千ち佳かは首を振ふる。

「そうじゃない。無む駄だになるからよ。続くかどうかわからない声優に注意しても、やめてしまえば無む駄だになる。──だから、大おお野のさんが声を掛かける人っていうのは、この業界に残れる、と感じた人だけなんですって」

「──え」

　つい、まじまじと千ち佳かを見つめる。

　彼かの女じよは茶化すことなく、ゆっくりと頷うなずいた。

「以前、父から聞いたのよ。父が一度、大おお野のさんに尋たずねたんですって。昔の大おお野のさんは後こう輩はいを指導することが多かったのに、今は稀まれにしか見かけない。どうかしたんですか、って。大おお野のさんは『残るかわかんない奴やつに言っても仕方ない。言う相手は選ぶ』と答えたそうよ」

　ぐらっとした。心が揺ゆれる。

　静かに、けれど大きな衝しよう動どうが自分を襲おそった。

　本当にそれが自分に当てはまるのか。そこまではわからない。

　けれど、その言葉に飛びつきたくなる。

　もし、大おお野のが『こいつは残れるだろうから』と目を掛かけてくれたとしたら。

　こんなにも、こんなにも嬉うれしいことはない。

　ただ、思い当たる節はあった。

　前に聴きいたラジオでの『業界に残れる奴やつとしか遊びたくない』という発言や、トイレで楽しそうに話していた彼かの女じよ。

　それらに合が点てんがいく。

　気付かないうちに、自分の手をきゅっと握にぎっていた。

　そうであってほしい、と願う。

「ちなみにわたしも一話目に怒おこられたわ」

「…………」

　こいつ。

　薄うすい胸に手をやり、自じ慢まんげに言う千ち佳かに殺意が湧わく。

　なんというか、急にありがたみが減った感じだ。

　それに意外でも何でもない。

　そりゃ、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひは生き残れると思うだろう。

　しかし、それをわざわざ言う気にもなれず、投げやりに答えた。

「怒おこられて嬉うれしそうな顔するんじゃないよ……。それで、渡わた辺なべは何で怒おこられたの」

「それは教えないけど」

「こいつ……」

　日ひ頃ごろのお返し、とばかりにおちょくってくる。

　ここらで反はん撃げきしておこうか……、と考えていると、千ち佳かが手を広げた。

　表情がやわらかいものになる。

「ほら。ベテランから見ても、あなたの実力を評価している人がいる。それってとても心強いでしょう？」

「……そうね」

　本当にこいつは。絶ぜつ妙みようなタイミングで飴あめをくれる。

　由ゆ美み子こが毒気を抜ぬかれていると、千ち佳かは顔を引ひき締しめた。

　本題らしい。

「ベテランに見せつけるよう演じてほしい。それは心持ちの問題として、ひとつ。けれど、もうひとつ。あなたの演技が突つき抜ぬけてほしいから、というのもあるの」

「突つき抜ぬける……？」

　意味がわからずオウム返しすると、彼かの女じよはぐっと身を乗り出してくる。

　床ゆかに手を突ついて、こちらに顔を近付けてきた。

「あなたの演技は、どこか遠えん慮りよがちなんだと思う。周りによく見せようとしているのか、崩くずれたくないのか、思い切った演技じゃない。ブレーキを踏ふんでる。抑おさえてる」

「そんなこと……」

「ある。ずっと聴きいていたわたしだから、同じように演じてきたわたしだから、ラジオをやってきたわたしだから、わかる」

　千ち佳かは話に夢中なせいか、顔が近いことに気付かない。

　こちらの目を覗のぞき込こむ。

　言い聞かせるように続けた。

「一度、アクセルをこれ以上ないほど踏ふみ込こんでほしい。ブレーキがばかになっちゃったくらいの、思い切った演技。わたしはそれが見たい。良く見せようとするんじゃなく、演じようとするんじゃない、もっと泥どろ臭くさい、魂たましいでする演技。あなたが杉すぎ下した監かん督とくに選ばれたのは、その部分が垣かい間ま見みえたからなんじゃないか、ってわたしは思うの」

　ぞっとするほど心ここ地ちよい声で囁ささやいたあと、千ち佳かはそっと身体からだを離はなす。

「だって、そうじゃなければ、あなたより使いやすい声優なんていくらでもいるもの」

　肩かたを竦すくめて言う。

「うるさいな……」

　文句を言いながらも、どこか腑ふに落ちた。

　芸歴三年目の自分が、ほかの声優よりも演技が上う手まいはずがない。

　だれよりもシラユリの声に合っている！　とも言いい難がたい。

　シラユリは杉すぎ下したが「作品の評価を左右する」とまで言ったキャラクターだ。

　それを歌うた種たねやすみに託たくしたのは、オーディションで何かを感じたからではないか。

　それに千ち佳かの言っていることは、加か賀が崎さきに言われたことと本質は同じだ。

　演じようとするな。

　魂たましいで演じろ。

　違ちがいは、加か賀が崎さきはあくまで常識の範はん囲い内でのアドバイスで、千ち佳かは完全に外れた、元の歌うた種たねやすみをぶっ壊こわすアドバイスであること。

　周りに属さない、我わが道を突つき進すすむ千ち佳からしい、と思う。

「──わかった。やってみる。渡わた辺なべ、聞いてくれる？」

　信じてみようと思った。

　自分が憧あこがれた夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひを。

　台本を手に取り、千ち佳かの目をまっすぐに見る。

　彼かの女じよは目を瞬しばたたかせていたが、やがて静かに笑った。










　翌朝。

　千ち佳かとともにスタジオ入りした。

　不安はある。心配もする。焦あせりだってある。

　これでダメだったらどうしよう、どうなるんだろう、と暗い穴を覗のぞき込こむような気持ちだ。

　だが、そのたびに千ち佳かが察して、腰こしをぽんぽんと叩たたいてくれた。

　やるしかないのだ。

　スタッフに挨あい拶さつをしていると、杉すぎ下したから「歌うた種たねさん」と手招きされる。

「すみません。別日で来てもらうなんて」

「いえ。こちらこそ、お時間頂いてすみません」

　頭を下げると、杉すぎ下したは迷ったような素そ振ぶりを見せた。

　こちらを見下ろして黙だまり込こんでいる。

　だが結局、咳せきばらいをしてから口を開いた。

「歌うた種たねさん。シラユリは大事な役どころです。なので、オーディションはかなり難航しました。80点や90点を出せる声優は何人かいましたが、私たちは１００点を出せる声優が欲ほしかったんです」

「は、はい」

「その声優たちに比べ、最初のあなたはいいところ60点です」

「う」

　冷静に考えれば、それはそうだろう、という話だ。

　けれど、面と向かって言われると堪こたえる。

　上う手まくいっていない現状だから、余計に。

「もちろん、そのあとのあなたは頑がん張ばっていました。努力したんだと思います。結果も出ていました。でも、ずば抜ぬけて優すぐれているわけではない。ならば、最初から90点の声優を使えばよかったのに、私たちはあなたを取りました。なぜだか、わかりますか」

　答えに詰つまった。

　この流れなら、言うまでもない。自然と答えは頭に浮うかぶ。

　けれど、それを自分で口にするのは抵てい抗こうがあった。

　自然と顔が熱くなる。

　いや、と思い直す。千ち佳かに言われたではないか。

　周りに見せつけてやるくらいで行け、と。

「──あたしなら、１００点の演技ができるようになる、と思ったからですか」

「違ちがいます」

　いや、違ちがうんかい。

　恥はずかし。恥はずかしすぎる。なんだそれ。言わなきゃよかった……。

　えぇ……、この会話の流れだとそう思うじゃん……、なにそれ……。じゃあなんだよ……。

　由ゆ美み子こが固まって頰ほおを引きつらせていると、杉すぎ下したはそっと続けた。

「あなたなら、１２０点の演技ができるかもしれない、と思ったからです」

「────────」

「すみません。プレッシャーをかけたいわけではないんです。私も、こういったことを普ふ段だんは口にしません。あなたの可能性に賭かけた人たちがいる、とどうしても伝えたくなりました」

　由ゆ美み子こが何も言えないまま硬こう直ちよくしていると、千ち佳かが杉すぎ下したに挨あい拶さつしにきた。

「おはようございます。今日はよろしくお願いします。無理言って参加させてもらってすみません」

　千ち佳かはぺこりと頭を下げる。

　彼かの女じよは由ゆ美み子ことともにブースで収録する予定だ。

　杉すぎ下したの『できれば抜ぬき録どりは避さけたい』という言葉は、演技の熱や臨場感、一体感を減らしたくないという意味だ。

　隣となりに演者がいるといないじゃ、やはりどうしても差が出てしまう。

　千ち佳かがいてくれるのはとても助かる。

　しかし、杉すぎ下したの笑えみはなんだかおかしかった。

「あぁ、本当に来てくれたんですね、夕ゆう暮ぐれさん」

「？　はい。……昨日お聞きしたときは、収録に来るのは問題ないと言ってませんでしたか」

「いえ、それは構わないんです。とても助かります。ただ……」

　彼かれが何かを口にしかけたときだった。

「よろしくお願いしまーす」

「よろしくお願いします」

　調整室に入ってくる二人組がいた。

　大おお野のと森もりだ。

「え……。おふたりも、抜ぬき録どりあるんですか？」

　予想外の人物に、由ゆ美み子こが驚おどろきながら尋たずねる。

　すると、大おお野のが由ゆ美み子この頭に手をやり、髪かみをぐしゃぐしゃにしてきた。

「ばかたれ。抜ぬき録どりはあんただけじゃ。収録するなら、あたしたちがいた方がいーでしょ。だから来たの。昨日、居残りで終わらなかったら連れん絡らくして、って頼たのんでおいたから。残念なことに予定空いてたから来た……ってだけの、お節せつ介かいなババアどもよ」

　そう言ってから、千ち佳かを見て笑う。

「まさか、主役まで同じこと考えてるとは思わなかったけど」

　後ろでこくんと森もりが頷うなずく。

　その姿を見て、胸が詰つまった。

　ふたりとも忙いそがしいだろうに、自分のためにここまでしてくれるなんて。

「大おお野のさ──」

「待って、勘かん違ちがいしないで。あんたのためじゃねー。これは作品のため。歌うた種たねがいい演技しないと、みんなが困んの。前も言ったでしょ。アニメはひとりで作るんじゃないって」

　由ゆ美み子こが何か言う前に、大おお野のはぺらぺらと言葉を積み重ねていく。

　森もりがぼそりと呟つぶやいた。

「ツンデレのテンプレみたいなセリフ」

「あぁん？　うるさいな、韻いんを踏ふむな。ツンデレキャラはむしろあんたの管かん轄かつでしょうに」

　意外にも気安いやりとりをするふたりを見て、肩かたの力が抜ぬける。

　ふたりの気き遣づかいが本当に嬉うれしい。こんなにも光栄なことはない。

　けれど、胸を熱くしてばかりじゃいられない。

「ありがとうございます、大おお野のさん、森もりさん。よろしくお願いします」

　地に足ついた返事が意外だったのか、大おお野のは目を瞬しばたたかせた。

　照てれ隠かくしのように顔を背そむけて、「おう」とだけ言う。

　森もりは見えるか見えないか、くらいの小さな頷うなずき。

　由ゆ美み子こは千ち佳かと顔を見合わせて、頷うなずき合う。

　見せつけてやる。

　ここにいる、憧あこがれの声優三人に。







　収録が始まる。

　マイクの前に立つのは四人。

　森もり、由ゆ美み子こ、千ち佳か、大おお野のの順で並ぶ。

　目の前のモニターには、昨日ずっと観み続つづけた映像が流れていた。

　集中する。集中する。

　昨日、言われたことを思い出せ。

　アクセルを踏ふみ抜ぬいて、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひをぶっちぎるくらいの演技を見せてやる。

「待って、あのバカがまだ来てない。さっきの洞どう窟くつではぐれた。エマ！　通信まだなの!?」

「今やってるわ。サクラバ、サクラバ！　聞こえる？」

　ソフィアとエマの顔がアップになり、森もりと大おお野のが順々に演じる。

　次のシーンで、驚おどろくサクラバの表情になり、千ち佳かが息を吞のむ演技をする。

　大きな、ドーム状の洞どう窟くつ内。

　そこに、サクラバが操縦する機兵ファントムが取り残されている。

　洞どう窟くつは崩くずれかけていて、振しん動どうがひどい。世界が揺ゆれている。

　アフレコではＢＧＭやＳＥは一いつ切さいない。演者の声以外に聞こえる音などない。

　しかし、崩くずれかける洞どう窟くつの光景を見て、由ゆ美み子この耳には確かにその音が聞こえていた。

　ゆっくりと口を開く。

　淡たん泊ぱくでありながら、まるで郷きよう愁しゆうを思わせる声。

「会いに来たわ、サクラバ」

「シラユリ……、また、あなたですか」

　サクラバに対たい峙じするのは、機兵エンプティを操あやつるシラユリ。

　モニター越ごしにお互たがいの視線が交わる。

「──サクラバ！　聞こえる!?　早くそこから脱だつ出しゆつして！　崩くずれるわよ！」

「──あんた何チンタラしてんの！　今どういう状じよう況きようかわかってんの!?　死にたいわけ!?」

「わかっています……、ですが、そう簡単にはいかないかもしれません」

　サクラバが前を見み据すえながら手を動かすと、ファントムが剣けんを抜ぬいた。

　同じようにエンプティも剣けんを抜ぬく。

　天てん井じようからたくさんの岩石が落ちる中、シラユリは静かに告げた。

「──わたしは結局。今の今まで、一度もあなたには勝てなかった。今回もそう。まともにやったら勝てない。……だけど、機体のリミッターを外せば、あるいは」

「……バカなことを。そんなことをすれば、機体の温度が上じよう昇しようし続け、機体もパイロットも無事では──」

　言いかけて、はっとする。

「……シラユリ。あなた、まさか」

「えぇ。わたしが勝っても負けても、これが最後。──決着をつけましょう、サクラバ」

　シラユリの言葉を皮切りに、戦いは始まる。

　激しいアクションシーンが続く。

　二体の機兵が限界以上のスピードで、猛もう烈れつな攻こう防ぼう戦せんを繰くり広ひろげていた。

　崩くずれる洞どう窟くつ内は今もなお震ふるえ、岩が地面にぶつかるたびに耳みみ障ざわりな音が響ひびく。

　その中で人工的な鉄が軋きしむ音、地を踏ふみしめる音、機体が激げき突とつする音、ふたりの声が重なり合っていた。

「いける……っ、いけるいけるいける……っ、今度こそ、サクラバに届く……ッ！」

　はっはっ、と犬のような息を吐はき、目をぎょろつかせたシラユリが言う。

　顔は強こわ張ばり、けれど喜色が隠かくし切れない。

　期待に目をきらきらとさせ、その声はもはや無む邪じや気きと言ってもよかった。

　興奮がにじみ出る、熱っぽい声。

　もう少しで難しいステージをクリアできそう、とコントローラーを強く握にぎる子供のようだ。

　反面、サクラバは冷静だった。

　苦しそうな顔をしながらも、辺りを見回し、状じよう況きよう把は握あくに努めている。

「よそ見をするな！　こっちを見ろ！」

　そこにシラユリの一いち撃げきが入り、ファントムが吹ふき飛とぶ。

「く……っ、本当にあなたは……、どうしようもない人です……！」

　サクラバが呻うめくように言うと、ファントムがエンプティに向かって駆かけ出だす。

　激しい格かく闘とう戦せんを続ける中で、シラユリの機体はさらに性能が上じよう昇しようしていく。

　代わりに、シラユリの──由ゆ美み子この──頭の中が白く染まる。

　機内の温度は上がり続け、おおよそ人がまともでいられる状じよう況きようではない。

　身体からだ中の水分は流ながし尽つくし、握にぎる操縦桿かんが堪たまらなく熱い。皮ひ膚ふが焼ける臭においが充じゆう満まんする。苦しい。ぱくぱくと口を開けながら、必死で息を吸った。

　意識が──飛びそう──に、なる。

　だけど、もうちょっと。

　もうちょっとなんだ。

　シラユリは目を見開いて前だけを見つめる。

「もう少し……っ、もう少し……っ、もう、少し……ッ！」

　喉のどの奥おくから息が漏もれる。かひゅ、かひゅ、と間ま抜ぬけな音が聞こえた。

　吸すい込こむ空気さえも熱く、喉のどが焼けるように痛い。

　無意識に、あぁ、あぁ、と呻うめいた。

　あぁ、サクラバに届く……！

　どれだけ、どれだけ待ったと思う……？　ねぇ、サクラバ……っ！

「ぐっ……」

　エンプティの猛もう攻こうに押おされ、ファントムが後方に跳とぶ。

「逃にげるな……ッ！」

　もはや声にならない声をシラユリが上げ、エンプティも跳とぶ。

　一気に詰つめ寄よって剣けんを振ふるうと、サクラバはかろうじて自身の剣けんで防いだ。

　鍔つば迫ぜり合あいが続く。

　かちかちかち、と鳴る鉄の音が心ここ地ちよい。一生聞いていたいとさえ思う。

　フーッ！　フーッ！　と荒あらい息を吐はきながら、震ふるえる声で感情を叩たたきつけた。

「サクラバ……っ！　今、今、今、あんたを……ッ！」

「…………っ」

　──おや。

　由ゆ美み子こは気付く。千ち佳かが演技を間ま違ちがえた。

　このシーンはシラユリに圧あつ倒とうされながらも、キッと睨にらみつけるサクラバのアップだ。

　気き丈じような声を上げなければならない。

　けれど、今の千ち佳かの声には怯おびえが混じっている。恐きよう怖ふする演技だ。作画と合っていない。

　でもまぁ、別に間ま違ちがえてもいいのか。

　別べつ録どりが必要なのは、自分だけだし。

　一いつ瞬しゆんの間にそう考えたあと、再び演技に集中する。

　戦いは続く。

　だが結果的に、シラユリはサクラバに敗北する。

　リミッターを外して性能を上げても、サクラバはさらに上をいき、最後にはファントムの剣けんがエンプティを貫つらぬいた。

　シラユリの身体からだごと。

　剣けんは機体とシラユリの身体からだを貫かん通つうし、岩がん壁ぺきに深く突つき刺ささる。

　悲しそうな顔のサクラバが、シラユリを見下ろす。

　まるで、シラユリがサクラバの頰ほおに手を当てるように、エンプティの手がファントムの顔に触ふれた。

「わたしは……、あなたにこっちを、見てほしかった……。ただ、それだけだったのに……」

「シラユリ……」

「やっと……、見てくれた……」

　そう囁ささやくと同時に、エンプティの手がファントムの腕うでを強く摑つかんだ。

　驚おどろきの表情を浮うかべるサクラバと、血を吐はきながら嬉うれしそうに呻うめくシラユリ。

　エンプティからアラーム音が響ひびき渡わたった。

　世にも恐おそろしく、耳を劈つんざく雄おたけびのような音。

「地じ獄ごくに連れてってあげる……！　いっしょに行きましょう……、これで、これであなたに、ようやく、ようやく、ようやく……っ！」

「！　は、離はなせ……、離はなせぇ……ッ！」

　必死にエンプティの手から逃のがれようとするたび、ファントムが動く。

　シラユリを貫つらぬいた剣けんもともに揺ゆれ、シラユリはその苦しみに喘あえぐ。

　想像を絶する痛みに目を剝むき、未知の感覚に口を大きく開け、喉のどを潰つぶしたような声が出る。

　しかし、その目は濁にごることなく、前を見み据すえていた。

　内臓をぐちゃぐちゃにされる感覚を味わいながら。

　機内の温度が急きゆう上じよう昇しようして、身体からだが溶とけていく感覚を味わいながら。

　喜びの笑えみを浮うかべた。

　視界が赤色に染まる。

　エンプティから生まれた炎ほのおに焼かれながら、シラユリはこの世での最後の声を吐はき出だした。

「あぁ……、あぁ……、あぁぁぁ────────────────────────ッ！」

　壮そう絶ぜつな断だん末まつ魔まの叫さけびとともに、エンプティが自じ爆ばくする。

　凄すさまじい爆ばく発はつが洞どう窟くつを満たし、一いつ瞬しゆんですべてを崩ほう壊かいさせた。

　………………。

　………………。

　……あれ。

　台本を見る。次のセリフは、エマの「サクラバ……？　サクラバ！」だ。

　しかし、ブース内は沈ちん黙もくしている。

　あぁそうか、と指示を思い出す。

　今ので由ゆ美み子こ──シラユリのセリフは終わりだ。

　ほかの人は既すでに収録を終えているのだから、これ以上続ける必要がない。

　それにしては、調整室から何も指示がなかった。

　不思議に思って横を見ると、千ち佳かと大おお野のがおかしな表情をしていた。

　千ち佳かはモニターに釘くぎ付づけになり、唇くちびるを強く嚙かんでいる。

　まるで親の仇かたきを見るかのように、憎にく々にくしげに睨にらみつけていた。

　ちっ、と舌打ちまで聞こえる。

　大おお野のは腰こしに手を当てて、力なく頭を垂れていた。

　頰ほおをひくつかせ、眉まゆをぎゅっとひそめて目を瞑つぶっている。
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　あぁもう、と呟つぶやき、マネをしたわけではないだろうが、彼かの女じよも舌打ちをひとつ。

　……なんだ、この変な空気は。

「えっと……？」

　おそるおそる調整室を見ると、杉すぎ下したを含ふくめ、こちらを見ていたスタッフがはっとした。

　すぐに杉すぎ下したが指示を出してくる。

「す、すみません。ＯＫです。お疲つかれ様さまでした」

「え」

　あっさりＯＫが出て、驚おどろく。

　今ので？　もう？　いいの？　大だい丈じよう夫ぶなの？

　由ゆ美み子こが戸と惑まどっていると、後ろから首にそっと何かを当てられた。

　驚おどろいて振ふり向むくと、森もりが由ゆ美み子この首にハンカチを当てている。

「すごい汗あせ」

「え、あ。うわ、本当だ。なにこれ」

　驚おどろきは二重だ。

　森もりがハンカチを渡わたしてくれたこと、その原因が自分の多量の発はつ汗かんであること。

　汗あせがすごい。息が荒あらい。マラソンをしたあとのようだ。

　それに対し、なぜか森もりが甲か斐い甲が斐いしく汗あせを拭ふいてくれる。

　不思議な光景に困こん惑わくしていると、ブースに入ってきた杉すぎ下したと大おお野のがぼそぼそと話すのが聞こえた。

「……杉すぎ下したさん、今の。あたしらの声も録音してあんの？」

「あぁ……、そうだね。一応、全部のマイクをオンにしてあったけど」

「あの夕ゆう暮ぐれの怯おびえた声、いいの？　監かん督とく、あれを使いたくて作画の方を直したいって言い出さない？　大だい丈じよう夫ぶ？」

「もう遅おそいんだ……。さっき、電話しながら出て行ったから……」

「あらまぁ……。まぁでも、あの人ならそうだよなー……」

　それに気を取られていると、森もりが手にハンカチを握にぎらせてきた。

「これあげる」

「わ。あ、ちょ、ちょっと、森もりさん？」

　由ゆ美み子この返事を待たず、森もりは「お疲つかれ様さまでした」と挨あい拶さつをして出て行こうとする。

　呼び止めようと手を伸のばしたが、先に大おお野のが由ゆ美み子この肩かたを叩たたいた。

　なぜか彼かの女じよは、苦々しい表情を浮うかべている。

「……歌うた種たねって、何年目の何なん歳さいだっけ」

「へ？　三年目の十七歳さいです、けど」

　訊きかれたままに答えると、大おお野のの表情がさらに歪ゆがむ。

　頭を振ふってヤケクソのような声を上げた。

「あーあ！　だーから、若い奴やつってやなんだよ！　すぐに化けるから！　やってらんないっつーの！　お疲つかれ様さまでした！」

　喚わめいてから挨あい拶さつを吐はき捨すて、さっさとブースから出て行ってしまう。

「森もり！　飲み行こう！　今日はもう飲む！　浴びるほど飲む！」

「まだ昼間。仕事あるでしょう」

「あぁそうだった……、ならメシ行こう。次の収録いっしょだろ。夜予定ある？」

「ないけど」

「じゃー、メシ食って収録して、そっから酒飲む！　おーけー？」

「はいはい」

「ったく。あたしらが若い頃ころはよー、もうちょっとさぁ……」

　そんな会話が遠くに消えていく。

　あのふたり、ご飯行ったり飲みに行ったりするんだ……。えー……、いいなぁ。

　ぼうっとふたりを見ていたせいで、杉すぎ下したから「歌うた種たねさん」と声を掛かけられたときは身体からだが跳はねた。

　慌あわてて振ふり返かえると、彼かれは柔にゆう和わな笑えみを浮うかべている。

「歌うた種たねさん。お疲つかれ様さまでした。よく、ここまで……。あなたをシラユリ役に選んでよかったと、心から思いましたよ」

「あ、ありがとうございます……？」

　そう答えるものの、実感がまるでない。

　褒ほめられた……、よね？　裏はない、よね……？

　さらさらと流れる周りの状じよう況きように、ひとりだけついていけない。

　あれよあれよと話が進み、気付けば千ち佳かと廊ろう下かを歩いていた。

　前をずんずん歩く千ち佳かの背中に、言葉を投げかける。

「ねー、あれでよかったのかな。あんなに早く終わってさぁ。あたし、今日はかなり覚かく悟ごして来たんだけど……、まだ昼前だしさ」

「……………………」

「大だい丈じよう夫ぶかなぁ。あたし、ちゃんとできてた？　自分の演技を意識する余よ裕ゆうなくてさ。あんたから見てどうだったの。ねぇ、渡わた辺なべ」

「……………………」

「ねぇ。なんで無視すんの。お姉ちゃーん。……もしかして、そんなにダメだった？　怒おこってる？　ねぇ、渡わた辺なべ──」

「出たわ！　あなたのそういうところ、本当に嫌きらい！」

　千ち佳かがイライラしながら床ゆかを踏ふみしめ、明らかに怒おこった顔で振ふり返かえる。

　元々悪い目つきをさらに悪くさせ、憎にくしみのこもった声で続けた。

「音おん響きよう監かん督とくがＯＫ出したんだから、それでいいでしょう！　これ以上、この話は知らない。わたしに聞かないで」

　ちっ、と舌打ちをしてから、大おお股またで歩いていく。

「なんだよ……」

　様子のおかしい千ち佳かに、ため息を吐つく。

　昨日まであんなに親身になってくれたのに。なんで急に。

　やっぱり、あいつのことはわからない。

　心の中で愚ぐ痴ちをこぼしていると、再び千ち佳かが振ふり返かえった。

　さっきまでの感情的な声と違ちがい、静かな声で言う。

「佐さ藤とう。あなた、ファントムは最終回まで観みなさい」

「は？　言われなくてもそうするつもりだけど」

「ファントムは２クール。最終回までに、絶対にあなたの演技を超こえてみせるから」

　それだけ！　と叫さけぶと、千ち佳かはさっさと歩き出してしまった。

　少しの間、ぽかんとしてしまう。

　しかし、すぐにはっとすると、慌あわててその背中を追いかけた。







　このときの由ゆ美み子こは与あずかり知しらぬことだが。

　この日収録された回が放送されたあと。

「シラユリの演技、めちゃくちゃすごかった」と話題になるのだが、それはまだ先の話──。
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あとがき






　皆さま、お久しぶりです。二に月がつ公こうです。

　この作品を書いてからというもの、『こんな幸運、自分にあっていいのだろうか……？』と思う体験を数多くさせてもらっているのですが、先日も非常にありがたいお話がありました。

『伊い福ふく部べ崇たかしのラジオのラジオ』『ちなみにラジオ』にそれぞれゲストとして呼んで頂きました。

　わたしは小説を書かせてもらってはいますが、基本的には声優ラジオが好きなだけのオタクなので、「そんなことあります……？」ってめっちゃビビりました。

　いや、そりゃ「もし自分がラジオに出演したら」って妄想くらいはしますけど、それって「もし自分が異能力に目覚めたら」とあんまり変わらないですからね。意識的に。

　古い友人に「今度ラジオに出ることになった」って言ったら、「どういうこと???」って言われました。わたしも逆の立場なら言うと思います。

　何せ、伊福部崇さんは仲間内で知らない人はいませんし、構成作家をされている番組にわたしはメール送ってましたから。

　橋はし本もとちなみさんも、まさしくこの時期に観ていたアニメにご出演されていて、「え、あのキャラの中の人!?　さっき声聴いたばかりですけど!?」って仰天しきりでした。

　貴重なお話が聴けて大変嬉しかったです。関係者の皆様、本当にありがとうございました！

　実際にラジオに出演させて頂いて、それはもうとても勉強になりました。

　普段ラジオで聴いているトークがどれだけすごいのか、身を以て理解しました。

　改めて、パーソナリティの方々を尊敬いたします。

　それともうひとつ！

　二巻が発売されたとき、なんと以前タイアップして頂いた『Pyxis の夜空の下 de Meeting』さんの番組内で二巻、そして新カバー一巻のことを紹介してくださったんですよ！

　物凄く嬉しかったです。本当にありがとうございました。

　普通にリスナーとして楽しく聴いているので、紹介して頂いたときは本当にびっくりしました。いつも観てる番組に、急に自分の著作出てくるって凄いドッキリです。嬉しかったです！




　本当にわたしは恵まれているな～、と日々実感しております。

　今回もとっても可愛く、綺麗なイラストを描いてくださったさばみぞれさん。

　いつもありがとうございます！

　表紙のめくる、本当最高です。ポーズと構図とあの表情！　素晴らしかったです！

　そして、この作品に関わってくださった方々、読んでくださった皆さま、いつも本当にありがとうございます！　次回も、ぜひぜひよろしくお願いいたします！
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